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　赤黒く染まった大地が、夕焼けの色でさらに暗く塗ぬり潰つぶされ始めていた。

　荒野こうやを抜ける風は冷たく、屍臭ししゅうと鉄錆てつさび、魔力によって沸騰ふっとうした大気の臭においを運んでくる。

　──まったく、貪欲どんよくなものだ。

　その武僧ぶそうは、騎馬止めの槍やりが幾本も突き立った土手に腰掛け、のんびりと目を回した。

　つい先程まであれだけ賑にぎやかで騒々しかったいくさ場も、今となっては静かなものだ。

　剣戟けんげき、馬蹄ばていの轟とどろき、高らかな詠唱、鬨ときの声、断末魔。

　血風を伴った祭り囃子ばやしの残響も遠くに消えれば、後には一抹いちまつの寂さびしさが残るのみ。

　それが、武僧としてはまことに残念きわまりないのだった。

「御坊、そこにおられたか」

　不意に聞こえた──といっても足音は鼓膜に入っていた──声に、武僧は頭を上げた。

　くすんだ金髪を結い上げ、年季の入った騎士甲冑かっちゅうを纏まとった、しかし若い女将軍であった。

　この辺境の小さな砦とりでを預かる人物であり、かき集められた兵と傭兵の上役。

　今は杖つえ代わりにしている細身の大剣を、馬上で振り回していた姿をよく覚えている。

　どこぞの貴族の令嬢だと武僧は聞いていたが、父祖に恥じぬ強さだと武僧は感心したものだ。

「お美しゅうなられましたな」

「……なんだ、皮肉か？」

「諧謔かいぎゃくを嗜たしなんではおりまするが、女人にょにんの美しさを評するに使うことはありませぬぞ」

　武僧の言葉に、女将軍は戸惑とまどった様子で右目を瞬またたかせた。

　凛々りりしい顔立ちからは片目が、芸術的な肢体したいからは手足が欠けて、人の形は損なわれている。

　苛烈かれつな戦いくさ働きの結果、あるいは代価と言うべきだろう。

　包帯に滲にじむ黒く固まった血の痕あとは痛々しく、彼女の呼吸も苦しげで、やや浅い。

　だが彼女は武勲ぶくんを立て、生き延び、ここにいる。これを美しいと呼ばず、何と呼ぶのか。

　女将軍が夕映えで赤く染まった顔をしかめ、一度咳払せきばらいをした。

「死体をかき集めるのに手間がかかってな。待たせてすまなかった。葬式を頼めるか」

「無論、無論」

　若い武僧はのんびりとした動きで立ち上がった。

　身に纏う装束しょうぞくには赤黒い血の染しみがいくつも散っているが、気にした風もない。

「して、弔とむらいの様式は？」

「御坊の宗派ではどうなさるのか」

「屍しかばねは晒さらして天地に還かえせば、いずれ強きものとして再来しまする」

「再来リスポーン？」

　奇妙な言葉、あるいは嫌な言葉を聞いたというように、女将軍は顔をしかめた。

「……穴を掘って敵の死体を放り込んである。火をつける故ゆえ、祝禱しゅくとうを頼む」

「承知、承知」

　女将軍の歩調に合わせ、武僧は槍の並んだ土手をゆっくりと歩き出した。

　敵の騎馬が突っ込んできたおかげで槍は所々が折れ、まるで歯抜けの櫛くしのようだ。

　夕日を透かして伸びる不揃ふぞろいの影を踏みしめ、武僧は天気の話をするように言葉を紡つむぐ。

「隙間ニッチに合わないものは死ぬ、と申しますしな。……ふ、ふ」

「私も御坊のような手合は嫌いではないがな。昔、生家に訪ねてきたことがある」

　妹が良く懐なついていた。そんな言葉に、武僧は「ほほう」と声を漏もらした。

「して、やたら小鬼ばらが多うございましたが、あれも全すべて弔うので？」

「仕方あるまい」

　女将軍は、飽き飽きしたとばかりの口調で応じた。

「ゴブリンだろうがなんだろうが、またぞろアンデッドになられては困る」

　行く手には、荒れ地の片隅に垂れた墨すみの染みの如ごとく、黒々とした領域が見えてくる。

　死体を放り込まれた、穴だ。いずれも怪物──祈らぬ者どもの軀むくろばかりだ。

　祈らぬ者ノンプレイヤーどもは、闇人ダークエルフなどはともかく、仲間の死体を持ち帰らない。

　呪詛じゅそによって立ち上がり、亡者となって軍勢に舞い戻ることを期待しているからだ。

　仲間の死体を回収するのは、祈りし者プレイヤーのみ。

　それを無駄な感傷に過ぎぬと嘲あざける者もいようが──感傷なくして人は生きられまい。

　もっとも、好き嫌いは良くない。不死の亡者を滅ぼす瞬間は、なんとも心躍るものだ。

　武僧はそんな事を考えながら、不潔な小鬼どもの死骸で埋まった墓穴を見下ろした。

「混沌の雑兵ぞうひょうどもは、量がありますからな」

「ああ。五年前に……魔神王が滅ぼされたというのにな」

　いささか疲弊ひへいしたように女将軍が息を吐く。

「たまに思うよ。己おのれに都合の良い存在以外は全て敵とは、随分と楽な生き方だろう、とな」

　それが精神的なものか肉体的なものか、武僧には判別がつかなかった。

　どちらにしろ、武僧はそれを指摘するような野暮やぼは好まない。

　悪鬼、邪竜、異形の甲蟲こうちゅう、亡者、小鬼の死骸を前にしているのだ。武勲話の方が女性も喜ぶ。

「残党狩りはまだ続きますかな？」

「一段落はついたがね。西の方でも、小鬼禍がちらほら起こっているとは聞いたけれど」

「西……」

　武僧は地平の彼方かなた、沈みつつある夕日の方へと目を細めた。

　彼の背後、遠くでは夜の青さが滲み始めており、太陽は僅わずかな残滓ざんししか認められない。

　じきに星が散り、双つの月が朧気おぼろげに輝き出すことだろう。

「冒険者は嫌だ。学もない。農奴のうどや娼婦しょうふも嫌だ。そんな奴やつらが賊になるのも、じきだろうな」

「ふ、ふ。各々おのおのが生きるため隙間ニッチを探し求めるのは、良きことでありましょうよ」

「手探りでも自分で歩き出すだけ、甘やかされた手合よりはマシか……」

　女将軍はかすかに笑い、痛みに顔をしかめた。武僧はそれをちらりと見やる。

「そういう輩やからをご存知で？」

「黙っていても手取り足取り、安全な方法を教えてもらえないのはおかしい、なんてね」

　──まるで自分たちに、それだけしてもらえる価値があるとでも思っている奴らだ。

　女将軍は低い声で呟つぶやいた。そこにいかなる想おもいがあるのかを、武僧は知らない。

「そういうのと一緒にされたくないから、私はここまで来た」

　妹もそうだろう。

　呟く彼女は遠く、荒野こうやの最果てを見据みすえていて、瞳ひとみは彼方を映しているようだった。

　己の生存領域を手に入れるべく、彼女は歩き続けてきたのだろう。

　武僧は顎あごを持ち上げ、その旅路を肯定するように朗ほがらかな声で言った。

「世は、まだまだ乱れまするな」

「ああ、嬉うれしいことじゃないか」

「いやはや、まったく」

　二人は顔を見合わせて、からからと笑った。

　平和平穏大いに結構。別にそれを進んで壊そうとは思いもよらない。

　だが戦いの中に生きることを見出みいだしたのだ。

　混沌の勢力何するものぞ、真まっ向こうから迎え撃って皆殺しにしてくれよう。

　意思を持ち、自らの行動を決める。

　それは《宿命》と《偶然》の骰子サイコロに左右されぬ、駒こまたるものが持つ唯一絶対最大の権利だ。

　己の道を己自身で決める限り、どんな末路であれ、神々の祝福がそこにはある。

　それにきっと、彼女の美しさは都で隠棲いんせいするより、戦場にあってこそ華やかに咲き誇るもの。

　武僧は彼女が心ないものに摘つまれることを望まないし、彼女がそれを選ばないことを喜んだ。

　自分と女将軍は旅の道行きを一時共にしただけであれど、その行く手に幸いあれ、だ。

「では、葬式を始めますかな。なに、埋めようが焼こうが、生命は塵芥ちりあくたに戻るもの故」

　土手をず、と滑るように武僧は下り始める。

　その姿を見下ろしていた女将軍は、ふと思い立ったように声をあげた。

「それで御坊、戦が終わった後はどちらへ行かれる？」

「さてもはても。全ては風の吹くまま、足の向くままではありますが──」

　武僧はのんびりと歩きながら、太陽の方をみやった。

　もはやそこに輝きはなく、地平線から一筋の光線が伸びるばかり。

　それはまるで世界の最果てに立つ塔のようで、彼はその光景を善しとする。

「西の辺境なら、まだまだ騒々しく楽しめるでしょうなあ」

　そう言って、年若い蜥蜴人リザードマンの僧侶は愉快そうに目を回して見せたのだった。
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「洞窟どうくつ探検といっても廃坑はいこうの地図作成だよね。怪物もいなさそうだし、すぐに向かおっか」

「いや、ちょっと待て」

　思わず声をかけてしまってから、若い戦士はしまったと後悔に顔を歪ゆがませた。

　大方の依頼が捌さばけた後、朝ももう遅い時間の冒険者ギルドでの事である。

　やや傾かたむいた日差ひざしが窓から入り、冒険者たちの立てた土埃つちぼこりを白く照らしている。

　いくら掃除が行き届いているといっても、冒険者の泥靴が出入りするのだ、無理もない。

　その土埃の臭においが混じった空気を吸って吐き、彼は言い訳がましく頭をかいた。

「……いや、その……だな」

　彼を見つめる、きょとんとした──あるいは何だこいつと訝いぶかる──瞳ひとみが四対。

　見ればその四人は、戦士よりも新顔──いや、今日ギルドに来たばかりといった様子だ。

　装備は安っぽくも傷跡はなく、真新しい。瞳もきらきらと輝いている。

　中でも一番前に立っている娘、銀髪を高く結った彼女の目が一番真まっ直すぐだった。

　只人ヒュームで、背が高く、胸元むなもとは豊満で、脚あしも長く、筋肉の透ける体軀たいくはきっと武闘家か何かだ。

　けれどその目つきだけが誰だれかに重なって見えて、若い戦士は歯切れ悪く言葉を紡つむいだ。

「……怪物がいるかどうかわからないから、調査をするんだろう？」

　若い戦士はやっとの思いで言葉を吐き出すと、粘ねばつく唾つばを飲んで、付け加えた。

「不意打ちの可能性は常にあるんだ。気をつけた方が良い」

「え、あ、そ、そうか。そうですよね」

　若い戦士の言葉に、その銀髪の武闘家は「うわ」と慌てた様子で仲間たちと顔を見合わせる。

　そんな可能性なんて、これっぽっちも考えていなかったのだろう。

　見れば彼ら彼女らは一様に兜かぶとを携行けいこうしている様子もなく、盾たての類たぐいも持っていない。

　──これで冒険者、か。

　幾度か経へたからこそ、改めてわかる。自分がどれほど無謀で、未熟で、愚おろかだったか。

　ほんの僅わずかな時間と経験の差が、どれほどの違いに繫つながるのか、はっきりとわかる。

　知らないのだ。思いもよらぬ危険が存在しているなどと。

　自分の力で切り抜けられると、そう信じる気持ちだけがそこにある。

「どうしよう……」

「いやでも、受けない訳にはいかないだろ。金はもうほとんどないんだ」

「だからやっぱり下水道に行けば……」

「四人分稼ぐのに、どれくらい潜もぐらなきゃいけないと思ってるんですか？」
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　新米らは顔を突き合わせて、ああでもない、こうでもない、と話しあう。

　それは傍はたから聞いていても──およそそのうち野垂れ死ぬだろう、典型的なものだ。

　指さして嘲あざけり、馬鹿ばかにするのは容易なことだ。

　自分には関かかわりのないことだと、見捨てて立ち去ったって誰も咎とがめやしない。

　冒険者とは自己責任だ。

　どう生きても良いかわりに、どう死んだって誰も尻しりを拭ぬぐってはくれない。

　まだ身分保障をしてくれるだけギルドは有情だ。


　何もなしの状態で広野に放り出されることに比べれば──……。



　──俺おれも同じ、だな。

　しばし後、若い戦士は深く息を吐いた。

　今だって毛の生はえたようなものだが、駆け出しの頃は彼らと大差ないだろう。

　そう思えばやたらと上から目線で話しかけるのは、なんとも恥ずかしい行いなように思える。

　──そう悩むぐらいなら、始めから声をかけなければ良かったのだ。


　彼は頭を搔かき、立ち去ろうと踵きびすを返した。今日はもともと午後からゆっくり依頼を──……。



「あ、あのっ」

　その足を止めさせたのは、背にかけられた声だった。

　振り返ると、やはり真っ直ぐな視線。

　銀髪の娘が、その髪を跳ね上げるようにぺこりと頭を下げる。

「すみません、教えてくれて。ありがとうございましたっ」

　──そんなつもりじゃあ、なかったんだけどな。

　仲間たちのもとへ小走りに駆けてく娘の背中で、銀髪が尾のようにひょこひょこ揺れている。

　若い戦士は、深々と息を吐いた。

　──いつまでもくさくさしてたって、誰も助けてはくれない……って事か。

「……廃坑の地図作りだって？」

　若い戦士は、なりたての冒険者たちに向かってゆっくりと歩き出した。


　頭の中で、どう上から目線にならないよう同行を提案するか、考えながら──……。
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　その日はいつも通り、ひどく忌々いまいましい一日だった。

　苔こけむした石造りの遺跡は底冷えするし、天井てんじょうの隙間すきまからは陽ひの光が針のように刺してくる。

　見張りのゴブリンは鉄錆てつさびの浮いた槍やりを手に、苛立いらだたしげに床を蹴けった。

「ＧＯＲＯＯＢＢ！　ＧＯＲＢ!!」

「い、っぎゃあぁぁっ!?　ひぃっ!?　ひぃっ!?」

「ＧＯＲＯＯＲＢＢ!!」

　耳を澄ませば遠く、広間の方からはお楽しみの声が聞こえてくる。

　まったく、なんだってこんな時に自分は夜番なんだ。

　こんなところに入ってくるような奴やつは早々いないだろうに。

　ゴブリンの頭からは、既に先日捕らえたのが遺跡漁あさりの冒険者だったことは抜けている。

　ただ男が数人、女が数人いて、これでしばらくは楽しめそうだと思った事は覚えていた。

　鉱人ドワーフの男はずいぶんと肥こえていたから、食事の心配は当分しないで済む。

　奴らの肉は硬いが、贅沢ぜいたくは──もっとも彼は当然の権利と思っていたが──言えない。


「ぎいぃいぃいぃぃぃぃッ!?」



「ＧＢＯＲ!!」

　しかし、それにしても今日は女がよく鳴いている。

　さては新しい遊びを思いついたなと、そのゴブリンは舌舐なめずりをした。

　最初の頃は殺した男の頭を突きつけると女どもが騒ぎ出して、なんとも面白おもしろかったものだ。

　なのに最近は反応が鈍くなってきて、飽きがきていたところだった。

　首──もう腐りかけていたが──を見せても「あ」とか「う」とか言うばかりなのだ。

　それがこの様子なのだから、きっとなかなかに面白い事をやっているのだろう。

　そう考えると、いてもたってもいられなくなって、ゴブリンはしきりに足踏みをした。

　見張りなんてやめっちまっても良いのでは？

　ふと脳裏のうりに閃ひらめいたその考えに、ゴブリンは我ながら名案だと頷うなずいた。

　こっそり混ざったってだれも気づきやしない。むしろ他ほかの奴が見張りをやるべきだ。

　そうだ、そうしよう。ゴブリンは槍を放り出し、腰巻きを無駄に直して振り返った。

　次の瞬間、するりと蛇へびのように何かが口元に絡からみつき、喉のどの上を鋭い刃が走る。

　ゴブリンは自分の血がぴゅうと吹き出す音を聞き、それに溺おぼれてがぼがぼと言った。

　そしてじきに動く事もできなくなり、そのゴブリンは死んだ。

　誰だれもその死を悼いたまなかった。





§






「一つ」

　その冒険者は痙攣けいれんするゴブリンが息絶えるまで口を塞ふさぎ、ゆっくりと死体を転がした。

　剣に血振りをくれて鞘さやに叩たたき込こみ、足元から拾った手槍を検あらためて、腰帯に手挟たばさむ。

　持てる量に限りはあるが、邪魔にならないなら武器は幾らあっても困らない。

　それから静かに周囲の様子を探り、ゴブリンの死体を物陰へ蹴り込む。念のためだ。

　彼はついでに、左手に握っていた松明たいまつを静かに床へ転がして、両手を空あけた。

　遠く、広間からはゴブリンどもの饗宴きょうえんがよく響いてくる。

　彼はゆっくりと慎重に、腹に力を込めて踵かかとから足を下ろし、物音を立てず這はうように進んだ。

　爪先立つまさきだちでは無駄に力が入るし、何より一番重い部分が勢い良く地に落ちる。

　忍び足をしたいのに前のめりに突っ込んでどうするんだと、師には酷ひどく殴られたものだ。

　灯りが漏もれているが、ゴブリンは光を必要としない。暖を取るためか、遊びのためだろう。

　──後者か。

　案の定だった。

「あーッ!?　あぁーッ!?」

「ＧＯＲＯＢＯＧＯ！　ＧＯＲＯＢＯＧＯＧＯＧ!!」

　女の濁った悲鳴があがり、ゴブリンどもがそれを聞いてげらげらと嘲あざけり笑っている。

　広間の中央に焚たかれた火で炙あぶった鉄棒を、娘の肌に押し付けているのだ。

　そのたびに彼女は身をよじり、無様で滑稽こっけいな踊りのように逃れようとする。

　一見、彼には彼女が冒険者なのか村娘なのか、まるでわからなかった。

　怯おびえ、悲鳴をあげ、逃げ惑まどい、啜すすり泣なき、許しを請う姿は、そこらの小娘も同然だ。

　だがその首にはちゃらちゃらと音を立てて認識票が揺れている。

　事前に情報を得ていた彼ですらわからぬほど、その娘は心をへし折られていた。

　そうなるまでに何があったのか、彼は考えなかった。知っていたからだ。

　それに、彼女はまだマシな方だろう。

　ゴミ溜ためのように散らばった骨の中には、他に数名の娘が血と汚濁に濡ぬれ、転がされている。

　濁って光を失った瞳ひとみのもの、あるべきものが欠けているもの、うわ言を呟つぶやくばかりのもの。

　他にもゴブリンどもの腹の中に収まった虜囚りょしゅうがいただろう。

　どちらが幸運なのか──彼は考えなかった。他に優先すべきことがある。

　──敵影四。剣、斧、棍棒こんぼう。弓はなし。うち一匹は田舎者ホブか。

「ＧＯＲＯＯＢＯＧ！　ＧＯＲＯＢＧ!!」

「ＧＢＲＲＧ……」

　体格の良い一匹が、皿──ゴブリン手製ではあるまい──から肉を摑つかんで貪むさぼっている。

　ばかりか顎あごで他のゴブリンを使い、小突き、その手にあった盃さかづきを奪い取っていた。

　その首元に光るのは、冒険者たちから奪ったと思わしき認識票が数枚。

　あれが頭目で間違いないだろう。ホブゴブリン。

　彼は少し考えた後、するりと広間に滑り込んだ。そして石壁、その隙間に指をかける。

　苔むしてはいるが手がかりには十分だ。ぐい、ぐいと体を持ち上げていく。

　一段登っては足元を探り、踏ん張って次の場所へ手をかけ、また登る。

　俊敏な動きとはいえないが、幼いころにやっていた木登りを思えば楽なものだ。

　あの木はまだ残っているだろうか。もうなくなってしまったか。


「いぎっ……ゃ、……も、やァ……ッ」



「ＧＲＯＢＧ！　ＧＲＲＯＲＯＧＢ!!」

　ふと過よぎる思考を無視し、彼はゴブリンどもの方へ気を配る。

　幸いと言って良いのかどうか、今のところは気づかれそうな様子はない。

　幾ら相手が騒いでいるからといって物音を立てて良いわけではないが、多少は問題ない。

　彼は一度手を止めて呼吸を整え、それからもう少しばかり壁を登攀とうはんした。

　そうしてから距離を確かめた後で、彼は思い切り壁を蹴って跳んだ。

　超人的な跳躍などできるわけもない。鎧兜よろいかぶとを纏まとって跳べば落ちるだけ。

　だが必要なのは小鬼を踏み潰つぶすのに必要なだけの速度と高度だ。これで十分。

「ＧＢＯＲＯＢ!?」

　突然の落下物に潰された小鬼が濁った声をあげる。それを無視して首を踏み折る。二。

「ＧＧＢ!?　ＧＯＢＯＧＯＲＢ!!」

「ＧＲＢＧ!!」

　不意打たれたゴブリンどもが口々に騒ぎながら立ち上がるが、それはもちろんわかっている。

　時間を無駄にすることなく、既に彼の両手は短剣を引き抜いていた。

「ＧＲＯＯＧＢＧ!?」

「ＧＯＲＲＧ!?」

　投げ打たれた短剣が喉に刺さり、ゴブリンが溺れるように手を振り回して倒れる。三。

　彼はその死に様を確かめもせず腰帯から槍を逆手さかてに抜き、背後へと繰り出した。

「ＧＯＢＯＯＯＧＯＢ!?」

　女を貫くことに夢中になって初動の遅れた小鬼が、背中から貫かれて身悶みもだえした。四。

　吹き出た血を頭から浴びた捕虜の女が「ひぃっ」と悲鳴をあげるが、今はどうでも良い。

「ＧＯＯＯＲＯＧＯＢ!!」

　立て続けに仲間を殺されたホブゴブリンが、材木のような棍棒を振りかぶっている。

　奇襲で頭を倒せれば一番だが、保証はない。撃ち漏らして五対一になるのは避けたかった。

　まずは戦力的不利を覆くつがえす。話はそれからだ。

「ＧＯＲＯＢＧ！　ＧＧＢＧＯＲＯＧＢ!!」

「お、ぉッ！」

　地面に叩きつけられた棍棒が、残飯のような食事を叩き潰して跳ね上げる。

　彼はすかさず飛とび退のいてそれを避け、右手に中途半端ちゅうとはんぱな長さの剣を抜いた。

「無事か？」

「ぁ、ぅ……」

　すぐ傍そばには先程まで拷問されていた女がいる。声をかけても反応は鈍い。

　巻き込みかねない。後退はできない。ホブゴブリンが迫る。彼は舌打ちをした。

「ふん」

「ＧＯＲＯＧ!?」

　こちらへ続けて攻めようとしていたホブゴブリンの悲鳴が上がった。

　彼がすぐ足元に転がっていた、赤く焼けた鉄棒を蹴り上げたからだ。

　先程まで娘を焼く側だったにもかかわらず、ホブゴブリンは鉄の熱さに思わず身じろぎする。

　その隙すきを逃すことなく彼は左手の円盾まるたてを掲げ、真まっ直すぐに懐ふところへ飛び込んだ。

「ＧＲＯＧＯＲＯ!!」


「ぬぅ……ッ！」



　叩きつけられる棍棒を、なるべく相手の手元で受け、逸そらす。左手がみしりと軋きしむ。

　だがもう問題はない。右手の剣をホブゴブリンの腹に突き立て、思い切り捻ひねった。

「ＧＯＲＯＧＯＢＯＧＯＢＯＧＯＲＯＢＧ!?」

　絶叫を上げてホブゴブリンが棍棒を取り落とす。


　これで、五────……。



「ＧＧＢＧＲＯ!!」

「が……ッ!?」

　しかし次の瞬間、彼は頭を思い切り拳こぶしで殴り抜かれ、宙を舞った。

　広間の片隅に叩き込まれ、骨や食い滓かすを巻き込みながら倒れ──いや、転がった。

　間髪入れずそこに振り下ろされた拳を避けるためだ。

　茫然ぼうぜん自失じしつとしていた娘たちが迫る危機に悲鳴をあげる中、彼は頭を振って立ち上がる。

　──即死ではなかった？

　急所ではない。いや、そんな事を考えるよりも前にすべき事がある。

　彼は手探りに足元を探り、ぐらぐらと揺れて不確かな視界の中でそれを叩きつけた。

「ＧＢＯＯＲＧＢ!?」

　悲鳴。肉と骨を潰す音。どこに当たったかもわからない。だが当たった。


「お、ぉ……ッ！」



「ＧＯＲＯＧＢ!?　ＧＢＲＲＧ!?　ＧＯＢＯＧ!?　ＧＢＢＧＢ!?」

　距離を詰め、振り上げ、振り下ろす。繰り返す。もう一度。さらに一発。

　じきにホブゴブリンの鳴き声が途絶え、びちゃびちゃと水っぽい音が響くだけになる。

　彼はようやく息を吐いて、手に持っていた武器を見た。

　ぶすぶすと煙をあげるそれは、ゴブリンたちが焚たき火びに使っていた燃えさしだった。

「……なるほど」

　彼はそれを検めた後で放り捨て、ホブゴブリンの腹を踏みつけて剣を引き抜く。

　臓物ぞうもつが溢あふれるが、念のためもう一度それを刃でかき混まぜ、トドメを刺すことにする。

　腹を突いて死ななかったのだ。顔が潰れていても立ち上がる可能性だってある。

　そしてゴブリンの腰巻きで血を拭ぬぐい、鞘に叩き込んで、彼は静かに呟いた。

「五。……小規模な群れというわけでもないだろうが」

　恐らく、先行した遺跡探索の冒険者たちによって数が減らされた後だったのだろう。

　そして──恐らくは壊滅したのだ。

　彼はその事実を考え、受け入れ、それから首を横に振った。

　誤解してはいけない。これは良くある事ではあっても、常にでも、頻繁ひんぱんに、でもない。

　ただ運が悪い者というのは、いつだって存在するだけなのだ。

　たまたま駆け出しで何の知識も経験もなかったり、たまたま戦闘中に足を滑らせたり……。

　ただ、それだけのことだ。

　故にこそ、生き延びている自分が彼らより優れているなどとは、思ってもいけない。

　それは彼が師から度々教わったことであり、またこうして実感し続けていることでもあった。

　なにしろゴブリンというやつは、例外なく自分がこの世で一番優秀だと思っているのだから。

　彼はそう戒いましめながら、不運な生存者、数名の娘たちを荷物でも抱えるように運び、座らせた。

　自分の荷物とゴブリンどもの収穫から比較的綺麗きれいな毛布を集め、被かぶせてやる。

　まだ状況を理解できていないのと、体力の消耗もあるのだろう。

　啜り泣くばかりで話もできそうにない様子を良しとして、彼は淡々と事実だけを伝えた。

「じきに帰れる」そして少し考えてから付け加えた。「少し待て」

　──それ以外の慰なぐさめに何の意味があるだろうか。

　背後でわっと泣き出した娘たちを無視し、彼は無造作な手つきで小鬼どもの戦利品を漁った。

　今回は拐かどわかしからそう間を置かなかったが、以前にゴブリンどもの子供を見たことがあったからだ。

　隠れていたらことだった。ゴブリンは増えるのが早いことを、彼は学習していた。

　それに、死んだ冒険者の認識票くらいは持ち帰ってやるべきだ。


「…………？」



　ふと、汚物の中に突っ込んでいた手が硬いものに触れた。

　ずるりと引き出してみれば、それは小さな指輪だった。宝石の指輪。
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《座標マッピング》の指輪だろうか？

　──いや、違う。

　指先で汚物を拭い落とし、彼はちりちりと輝くその宝石を覗のぞき込んだ。

　彼はそう見識のある方ではなかったが、こんな宝石は見たことがなかった。

　中で何かが燃えている。

　燃え続けている。

「ふむ」

　だがしかし、彼はそれを無造作に雑囊ざつのうへと押し込み、それっきり意識の外に追いやった。

　考えるべきは他にある。

　ゴブリンどもの死骸。攫さらわれた娘たち。無事に連れ帰り、報告をしなければならない。

　そして報酬を受取り、装備を整え、次の依頼を探し、ゴブリンを殺す。

　薄汚れた革鎧に、角の折れた鉄兜。中途半端な長さの剣を帯び、小振りな円盾を括くくった彼。

　ゴブリンスレイヤーにとっても、その日はいつも通り、ひどく忌々しい一日に過ぎなかった。
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「はぁ、良いお天気！」

　青い空と陽光の下、牛飼娘は綱つなへと引っ掛けた白いシーツを、ぱんと勢い良く広げて干した。

　灰の上澄うわずみを入れたタライに洗濯物を入れ、踏みつけて洗って、それを乾かして、取り込む。

　手間暇はかかるがいざ始めてみると何だか楽しくなるのが不思議で、彼女はくすりと笑った。

　彼は──どうにか納屋なやではなく、母屋おもやで普通に眠ってくれるようになった。

　その結果が、こうして日々の洗濯ということに繫つながるのだから、楽しいのも自然か。

「～♪」

　鼻歌混じりに次のものを手に取る。シャツ──彼のシャツ。

　留守の間に納屋へ入り込んで、こっそりと回収してきた品だ。

　土と埃ほこり、汗、それとたぶん──血じゃないかなあ、と思われる汚れ。

　それを洗わないで放っておくなんてことは、彼女にはとてもできない事だ。

　裸足はだしでぎゅむぎゅむと踏みしめると、見る間に水が汚れて驚いたものだが……。

「うん、ばっちり！」

　ぱんと勢い良く広げてシワを伸ばし、牛飼娘は満足気に頷いた。

　落ちない染みはあるけれど、汚れは落ちた。十分十分。

　仮にも女の子と毎日顔を合わせるのだ。少しは身だしなみに気を使ってもらって良いだろう。

「後は、あの鎧とかだよねえ……」

　うーん、と顎に手を当てて考える。

　汚いと思うのだけど、どうしてか綺麗にはしてくれそうにない。

　かといって勝手にぴかぴかに磨みがいてしまうというのは、気が引ける。

　それは彼の仕事の領分であるから、こっちが踏み込むわけにはいかないだろう。

　──仕事、か。

　牛飼娘は作業の手を止めて、ふと空を見上げた。

　冒険。冒険者。

　その言葉は、身近にあるようでいて、とても遠いように思えた。

　彼が鎧兜に身を包んで武器を手に遺跡や洞窟どうくつに潜もぐり、怪物と戦っている。

　覚えている彼は五年前、喧嘩けんかしてしまった時のもので……その彼が冒険者となって現れた。

　そこに続いているものがあると、わかる自分がいる。

　一方で、どうしても重ねて見ることができない自分もいる。

「……難しい、なぁ」

　思い切って鋏はさみを入れて以来、だいぶ軽くなった前髪を、なんとなしに弄もてあそぶ。

　視界は随分と広々としていて、見えるものも違ってくるけれど、まだ受け止められないのか。

「まあ、焦あせることはない……のか、な？」

　おや？　と牛飼娘は首を傾かしげた。次の洗濯物を取ろうとした手が空振からぶりをした。

　しゃがんで覗き込んでみれば、もうタライの中は空っぽだ。

　ふむ。気づかない間に全部片付けてしまったのか。

　──どうしよう。

　掌を透かして見上げた太陽はまだ高く、これで仕事終わりというには早すぎる。

　牛や豚や鶏の世話だってもちろんあるが、四六時中つきっきりというわけでもない。

　それに牧場の手伝いは積極的にやっていても、伯父はあまり力仕事をやらせてくれないのだ。

　今までが今までだし心配されているのもわかるのだが、やはりちょっと寂さびしいところもある。

「うーん……。……よし！」

　そうだ。牛飼娘は下手くそな手つきで指を鳴らした。晩御飯を作ろう。それが良い。

　特に何か意味のある考えではなく、それは純然たる思いつきに過ぎなかった。


　だけれど結構な名案なように思えて、牛飼娘は足取りも軽く家へ戻り──……。



「ととっ、いけない、いけない」

　浮かれて忘れそうになっていたタライを抱えて、水を切ってこれも乾かす。

　そうしてから彼女は小走りに玄関へと走る。

　何を作ろう。何があったかな。美味おいしくできるかな。伯父さんの好みはわかるけど。

「彼、食べてくれるかな……」

　呟いて、唇をそっと指先で撫なでる。

　それは何だかとても幸せな想像で、彼女は腕まくりをして、よし！　と気合を入れた。
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「ダメだね、買い取れんぜ」

「そうか」

　その偏屈な老人はカウンターの上に指輪を放り、酷く胡乱うろんげな目でその冒険者を見やった。

「どうやって手に入れたんだ、こんな代物しろもの」

「拾った」

　答えたゴブリンスレイヤーは、そう言ってから思い出したように付け加えた。

「遺跡だ。ゴブリンの巣になっていた」

「小鬼どもか……」

　今日も今日とて冒険者ギルドに併設された武具屋は、相応の賑にぎわいを見せていた。

　ゴブリンスレイヤーがずかずかと入ってきたのは、昼過ぎ頃ごろだったろうか。

　漂う臭においと汚れから、冒険を終えて即やって来たのだろう事は明白だ。

　顔見知りらしい槍を持った戦士が「げっ」と顔をしかめるのを無視し、彼は言った。

「装備の補充を頼む」

　そこまではいつも通り──この男が冒険者となって以来の事で、工房の親方も慣れたものだ。

　松明、薬草、傷薬、毒消、楔くさびや何か細々としたもの、ナイフに武器防具。

　──戦士っつーより野伏レンジャーだか斥候スカウトの類たぐいだよな。

　こないだは弓矢を欲しがっていた。使えるかと聞くと多少はと言っていた。

　偏屈な割に小器用な奴だと、親方は脳内の台帳に記しるしている。

　いつもと違ったのは、その後だ。

　代金を支払おうと雑囊を漁っていた彼が、ふと思い出したようにそれを取り出したのだ。

　指輪。

　金属の環わに、きらきらと燃えるような宝石がついている。

　いや──燃えているのだ。宝石の中で、何かが。

「買い取れるか？」

　無造作に放られたそれを受け取り、片かた眼鏡めがねをつけて丹念に眺めた後、親方は首を横に振った。

「ダメだね、買い取れんぜ」

　そして、先程の会話である。

　親方は腕を組んでふぅむと唸うなり、とんとんとカウンターの上を指先で叩いた。

「魔法の指輪だってぇのは間違いねえが、未鑑定じゃ危なっかしくて引き取れねえよ」

「鑑定はできるのか？」

「できるが、手間でな」

　親方は腕を伸ばし、近くに吊つるしている木札をこつこつと叩いた。

　そこには幾種類かの字と印で『武器防具道具売買候』『鑑定承升。引取半額』と記してある。

　絵看板があるのは、当然文字の読み書きができない者のためだ。

　こと冒険者を相手にする限り、店の敷居は低く、店員の肝きもが据すわっているに越したことはない。

「ボッタクリっつう奴もいるが、こっちも技術料ってぇもんがあるからな。値引はできん」

「そうか」

　応こたえるゴブリンスレイヤーの姿は、装備を手がけた親方の目からしても見すぼらしい。

　小汚い何か変な奴──などと揶揄やゆされるのもわからなくはない有様ありさまだ。


　魔法の指輪ならば、額も相応だ。まだそう経験を積んでいない彼が支払えるか──……。



「金はあんのかね？」

「ある」という答えを聞いて、親方は「お」という顔をした。

「稼いだのか」

「ゴブリン退治の報酬を貯めている」

　そういえば、と親方は頷いた。こいつはひっきりなしに依頼を請けていたか。

　しかしゴブリンスレイヤーは「だが」と大おお真面目まじめに首を横へ振った。

「使う予定がある。高額なら支払えん」

　──仕方あるめえ。

「ま、試しに自分で指輪をつけてみるってぇ手もあるが……」

「指輪をうかつに嵌はめるなと、厳しく言われている」

「それが賢明だな。……ああ、そうだ」

　親方は深々と息を吐き、わざとらしく思い出したように言葉を付け足した。

　なに、自分とて歳としを食っているのだ。たまには若者に世話の一つも焼いてやって良いだろう。

「他の冒険者に鑑定できるやつがいるかもしれんぜ。聞いてみたらどうだ」

「……他の冒険者」

　短く呟いたゴブリンスレイヤーは指輪を拾い上げ、無造作に雑囊へ突っ込んで頷いた。

「わかった」

　親方の「わかってんのかね」という言葉を背に、彼はずかずかと歩き出した。

　実際わかっているのかといえば、彼は理解していなかった。

　もちろん、鑑定しなければ売却できない、他の冒険者に鑑定を頼む事は認識した。


　問題は──……。



「ふむ」

　ギルドの待合スペースへと足を踏み入れた彼は、ぐるりと周囲の冒険者たちを見回した。

　だがその誰もが、彼の方をちらりと見ると目を逸らしてしまう。

　忌避きひされている──というわけではない。だが、決して良い視線でもなかった。

　ゴブリンばかり殺しているという変わり者に対する、物珍しげな視線。

　ようするに小汚い駆け出しの冒険者に対して、それ以上の興味がないのだろう。

　それは彼にとっても同じ事だ。そして、それこそが問題であった。

「鑑定」


　果たして、誰がそれをできるのか──……。



　他の冒険者たちが何を生業なりわいにしているのかすら、彼は知らないのだ。

　ゴブリンスレイヤーは低く唸り、待合室片隅の椅子いすへと腰を下ろした。

　一番奥の椅子だ。

　依頼の取り合いを思えば出遅れる位置だが、別に焦らずともゴブリン退治の依頼はある。

　他の冒険者の邪魔にならないこの椅子は、彼が座るのに良いと思えた。

　ふとゴブリンスレイヤーは雑囊に放り込んでいた指輪を取り出し、窓の光にかざした。

　きらきらと瞬またたく炎の向こう側に、ギルドを行き交う冒険者たちの姿が透けて見えた。

　右に、左に。掲示板を眺め、仲間と談笑し、受付へ向かい、あるいは旅立つ冒険者たち。

　その流れを彼はぼんやりと眺めた。色々な冒険者がいて、色々な事をしている。

　──どうしたものか。

　考えたところで、あまり意味はないのだろう。

　役立つなら使う。売れるなら軍資金とする。どちらも不可能ならば処分する。

　それだけで良いはずだ。惜しむこともない。

「あのう……」

　遠慮がちな声がかけられたのは、はたしてその時であった。

「……なにか、お困りですか？」

　見れば、そこには髪を緩ゆるく編んで束たばねた、ギルドの女性職員の姿があった。

　誰だったかと、思うことはない。ゴブリンスレイヤーも幾度か世話になっている。

　受付嬢だ。

「大したことではない」

　彼はそう言って、手にしていた指輪を彼女に見せた。

　ちらちらと瞬く炎が封じられているそれに、受付嬢は「わぁ」と思わず声を漏らす。

「きれいな指輪ですねぇ。どこか、遺跡の探索にでも行かれたのですか？」

「いや」ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「ゴブリンの巣で見つけた」

「そうでしたか……」

　受付嬢はなんとも言えないような表情を浮かべた。

　ゴブリンスレイヤーが訝いぶかしむと、彼女はふるりと髪を揺らして首を振り、にこりと微笑ほほえんだ。

「ゴブリンスレイヤーさん、ですものね」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「それで、鑑定できる人物を探していた」

「探して……」受付嬢はぱちくりと瞬きをした。「……いた？」

「誰に頼めば良いかわからん」

　彼は指輪を雑囊へ無造作に突っ込みながら、溜息を吐つくように言った。

「だから、処分しようと決めたところだ」

　使えないものを持っていても仕方がない。

　ゴブリンスレイヤーがそう呟くと、受付嬢はまたしても曖昧あいまいな表情を浮かべる。

　その意味するところがわからず、ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

「なんだ」

「いや、ええと……」

　びくりと肩を震わせた彼女が、もじもじと落ち着きなく、その髪の房をいじくった。

「それでしたら、私が一人紹介できる……かもしれませんよ？」
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「……あ、ら？」

　いつものようにギルドへと足を踏み入れたその魔女は、長い睫毛まつげを揺らして瞬いた。


　受付嬢がこちらへ向けて手を振っている。ばかりか、その隣には──……。



「……」

　魔女は弧こを描くように唇を緩めると、腰をくねらせるようにしずしずと歩んだ。

　その肉感的な肢体したいへ、ちらほらと周囲の冒険者がこちらを見て何事か囁ささやきあう声。

　しかし魔女は鍔広つばひろの帽子で目元を隠し、そちらへちらりとも視線を向けようとはしない。

　自おのずから面と向かって声をかけようとしない者の言葉に、どれほどの価値があろう。

　むしろ周囲の反応を楽しむように進む彼女は、表情を崩くずさぬままに小首を緩く傾げた。

「ど、した……の」

　掠かすれた吐息混じりの声が、僅わずかに途切れる。息を吸い込み、豊かな胸が揺れる。

　そして彼女はくつりと喉奥で笑いを転がし、悪戯いたずらを面白がる子供のようにその名を告げた。

「ゴブリン、スレイヤー？」

「頼みがある」

　対して、その薄汚れた革鎧と安っぽい鉄兜の男は、酷く低く淡々とした声で言った。

「鑑定はできるか？」

「鑑定……？」

　意図が読み取れず──いや、読み取った上でか、魔女は訝しむように問い返す。

　傍で見守っていた受付嬢が、困ったように笑いながら「あのですね」と助け舟を出した。

「実はゴブリンスレイヤーさんが、遺跡で指輪を手に入れたんです」

「あ、あ……」魔女はわざとらしく目を細め、こくりと頷いた。「それ、で……ね」


「ええ。調べて頂けますか、と──……」



　受付嬢の言葉に魔女はついとその白く細い腕を伸ばし、男を誘うように手招きをした。

「見せ、て？」

「これだ」

　ゴブリンスレイヤーは無頓着な様子で雑囊を漁り、指輪を引っ張り出す。

「へ、ぇ……」

「わ……」

　魔女が思わず「ほぅ」と吐息を漏らし、改めてじっくり眺めた受付嬢が目を見開いた。

　金属の環に瞬く、僅かな煌きらめき。さきほどは受付嬢も気づかなかったほど、ささやかなそれ。

　一目でわかるような強力な魔法の品ではなく、装飾品としての価値もそう高くはあるまい。

　けれど何故なぜだか心惹ひかれる、そんな輝きが宝石の中で燃えている。

　魔女はその指輪を手にとると、窓辺から差し込む陽の光に透かしてためつすがめつ眺めた。

　そして指先でなぞるように環を撫で、裏返し、内側に文字が刻まれていないかを検める。

　ほどなくして、彼女はゆるゆると首を左右に振った。

「ごめ、んなさ……い」

　言葉と共に指輪が差し出される。ゴブリンスレイヤーは受け取って、雑囊に押し込んだ。

「これ、は……ちょっと、わから、ない……わ」

「そうか」

　応じる言葉に落胆の色はない。

　彼は平然としたもので、むしろ「手間を取らせた」と魔女へ一言声をかけるほどだった。

　むしろ逆に受付嬢の方が落胆した様子で「そうですか」と言う程である。

「残念でしたね」

「いや」と彼は首を横に振った。「なら、処分するだけだ」

「でも……ね？」

　しかし、魔女の言葉はそれで終わりではなかった。

　自分の杖つえにしだれかかるように体を支えながら、彼女はついと指先で、彼の雑囊を示す。

「そ、れ……。欲し……がってる、ね？　人、なら……知って、る、わ……よ？」

「ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸り、雑囊へ手を添えた。

「なら渡すか」

「……ふ、ふ。……欲よく、ない……の、ね？」

　くつくつ。魔女は忍び笑うと、呪文じゅもんを歌うようにして、その人物の在所ざいしょを口にした。

　それは住所などという上等なものではなく、町外れの小川の傍という、曖昧なものだった。

「そ、こ……ね。たぶ、ん……いつでも、いる……んじゃ、ないか、しら？」

「そうか」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「助かった」

「い、いの」と魔女はゆっくり頭を左右に振った。「良いもの、ね。……見れた、から」

　そして思い出したように「林檎酒シードル。……もって、いった、ら？」と付け加えた。

　ゴブリンスレイヤーは少し考えるように鉄兜を傾げると「わかった」と低く応じた。

「すまん。助かった」

　そうして、彼はずかずかと歩き出してしまった。

　後に残された受付嬢は一瞬あっけに取られたようだが、すぐに「いえ」と笑顔を浮かべた。

　最後に呟かれた言葉が誰に向けられたものか、一拍を置いて受け取ることができたからだ。

　遠ざかる背中に「いーえ」と声をかけて手を振る。応えてはくれないのはわかっていたが。

「そ、れ……で？」

　と、そんな彼女に、にっこりと笑みを浮かべた魔女が、鼠ねずみを弄ぶ猫のように声をかけた。

　受付嬢が「は、はい？」と、びくりと肩を震わせながら応じると、ますます笑みが深まる。

「お礼、ね。……もらって、良い……かし、ら？」

「わ、私ですか？」

　なんだろう。受付嬢が怯えを滲にじませて顔を引き攣らせる。

　お金だろうか。まだまだ初任給から増額されていないしお手当は少ない。


　冒険で便宜べんぎ？　いやいや不正は良くないし──……。



「ね。……槍、得意な……冒、険者。……ご、存知……？」

「へ？」

　などと困惑していた受付嬢は、ぱちくりと目を瞬かせた。

　少し考えて「ああ」と合点がいく。それならば知っている。新進気鋭の冒険者だ。

　そう言えば自分が受付で応対することもあった。

「百足むかで、の時……とか。何度か臨時で、組んで……良く声……かけてもらう……け、ど」

　仲も悪くはない。軽口も叩いたりできる。友達、といっても良いようには思う。

　だけど、と。遠慮がちに小さな声で、魔女はやっと聞き取れるような声で呟いた。


　固定で一党パーティになりたいのだ──……。



　そうはにかむように呟く魔女の姿は年若い娘のようで、受付嬢はくすりと笑った。

「ええ、もう……。任せてください！」
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　行けばわかると言われた通り、行けばすぐにわかった。

　酒場で購あがなった林檎酒の瓶びんを片手に下げ、人々の行き交う通りを歩くことしばらく。

　普段、泊まりに牧場へ向かうのとは真反対の道をずっと行くと、町外れにそれはあった。

　あばら家──というのが正しいのだろうか。

　小川の傍、ぎぃぎぃと音を立てて回る水車と、煙突から煙を吐いている、小さな家だ。

　小屋というには造りがしっかりしていて住居向きだし、屋敷と呼ぶにはいささか襤褸ぼろ。

　──やはりあばら家だろう。

　ゴブリンスレイヤーはそう結論を出し、古いドアの前に立つ。

　妙なことにノッカーだけは真鍮しんちゅう製でぴかぴかとしていて、建物に不釣り合いだった。

　──地形把握は密に行っておくべきだな。

　彼は自分が今までろくにこの街の地理を把握していなかったことを、苦々しく思った。

　頭に叩き込んでおくべきであった。このあばら家の存在を、彼は今の今まで知らないでいた。

　自分の不始末を腹に飲み、彼は真鍮のノッカーを無遠慮に叩いて、家人を呼ばわった。

「すまない、鑑定を依頼したいのだが」

　反応はない。

　彼はさらに数秒を扉の前で過ごした。

　やはり返事はなく、ゴブリンスレイヤーは立ち尽くしたまま低く唸った。

　留守ではあるまい。魔女の言葉がなくとも、煙突の煙を見れば明白だ。

　いないのならともかく、いるのに返答もなく出直すのでは意味があるまい。

　彼はもう一度、さらに力を込めてノッカーを叩いた。

「すまない、鑑定を依頼したいのだが」

　すると中から「ああ、開いているから上がってくれたまえ」と声が響く。

　なんとも横着な態度ではあったが、ゴブリンスレイヤーは気にせずに扉を開けた。

　横柄さという意味では、自分とて似たようなものだ。応じてくれただけ感謝すべきだろう。

　あばら家の中は──まず考えるべきはどこを歩けば良いのだろう、という事だった。

　端的に表現するなら、完全に埋め尽くされている、といったところか。

　古書が積まれ、がらくたか子供の玩具のようなものが置かれ、食べ物の滓を乗せた皿もある。

　炉端で軋んだ金属音を伴ってふいごが動き、天井には綱が張られ洗濯物が吊るされている。

　そんな部屋の一番奥。かろうじて開拓された空間に、机へ齧かじりついて蠢うごめく影があった。

　周囲にぶつからぬよう気をつけ、慎重に近づく事で、ようやくそれが人とわかった。

　頭からすっぽりと古びて継つぎ接はぎだらけのローブを纏った、魔術師然とした人物。

　それが卓上に何やら広げて、ああでもないこうでもないと唸っていた。

　札カードだ。

　色とりどりの、そして様々な絵の描かれた札を束ねては崩し、切っては積んでいる。

　ゴブリンスレイヤーが背後に立っても、まるで気にした風がない。

　彼はしばらく様子を窺うかがった後、やはり言葉がないので、静かに切り出すことにした。

「指輪の鑑定を依頼したい」


「あー……？　指輪ね。そうかい。そうかい。指輪……」



　興味もなさそうに応じる声は、思っていたよりもだいぶ若く、そして高い。

　頰杖ほおづえを突いたまま札を繰っていたその動きが、ぶつぶつと何事か呟いた後にぴたりと止まる。

「指輪ッ!?」

　がたりと立ち上がった拍子に、まるで吹雪ふぶきかなにかのように札が舞い上がり、散らばった。

　同時、ばさりと頭を覆おおっていたフードが外れる。

　零こぼれ落ちるのは肩口で適当に切った──くすんだ金色。

「なんてこった！　まさか《灯スパーク》を手に入れたのかい!?」

　薄汚れた革鎧の胸元むなもとに飛び込まんばかりに身を乗り出す、彼女。

　──女だったのか。

　ゴブリンスレイヤーは兜の奥で目を瞬かせた。

　櫛くしを入れていないのか入れても無駄なのか、あちこち跳ねた髪。

　それを彼女がわしゃりとかき回すと、ふわりと奇妙な匂においが不快ではない程度に薫かおる。

　間近に迫った瞳は緑だろうか。眼鏡に隠れて、不思議とぼやけたような色合いをしている。

　何の獣のものかさだかでない毛糸の上衣は、彼女の膝ひざ上程度までの丈たけがあった。

　彼にはそれがそういう物なのか、果たして大きさを気にせず着ているのかは判別がつかない。

　それをすっぽり外套がいとう付きのローブで隠せば、なるほど、性別不明の魔術師というわけだ。

「いや、待て、早合点してはいけないな！　まずその指輪を見せてくれたまえよ！」

　女魔術師がそう一人で騒いで、あっけに取られたままの彼を置いてさっと身を引いた。

「……」

　何と言って良いものかはわからなかったが、そもそも最初から検分してもらうつもりなのだ。

　ゴブリンスレイヤーが鞄かばんから取り出した指輪は、やはり薄闇うすやみの中でぼんやりと瞬いていた。

　昼間にもかかわらず部屋が暗いのは、窓を埋めるほどに本が積まれているからだろう。

　舞い散る埃が白く煌めき、部屋の中を蛍か何かのようにふわふわと漂うのが良く見える。

「これだ」


「ははぁ……！　なるほど、なるほど……どれ、拝見」



　挨拶あいさつもそこそこ、子供のように「早く、早く」とせがんだ彼女は、指輪をそっと摘つまみ取った。

　ためつすがめつ、目を大きく見開いて彼女は指輪の輝きへと顔を近づける。

　それは光が何だかわからないような顔で、生まれて初めて虹にじを見た子供のように思えた。

　やがて彼女は口吻くちづけを交わす仕草で唇を動かし、一言、二言、何事かを呟いた。

　するとその白い掌中で、指輪の光は奇妙な燐光りんこうを伴い、ぼうっと輝きを増したではないか。

　ばちりばちりと火花の弾はじけるように光が宙へと飛び、星のように煌めいて消えていく。

　まさしく《灯スパーク》。

　それはほどなくゆっくりと収まっていき、また指輪の宝玉の中へと沈んでいった。

　全すべてを見届けた彼女は目元を幾度か擦り、うん、うん、と数度頷いてから静かに呟いた。

「……どこでこれを？」

「ゴブリンの巣だ」

「ゴブリン？　──ゴブリンだって!?」

「そうだ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「ゴブリンの寝床の、ゴミ溜めの中だ」

「は……はは、ははははははははははははッ!!」

　一転、彼女は破顔した。ばかりか、ばしりと膝を打つなり声をあげて笑いだした。

　いや、笑い転げた──といった方が良いか。腹を抱えて笑い続け、しまいには机を手で叩く。

「いやあ、っはっはあッ！　そうか、そうか、それは盲点だった！」

「……」

「昔からろくでもない品といやあ、洞窟にある魔力の指輪と相場が決まっているだろうに！」

　確かに、とゴブリンスレイヤーは頷いた。師もそんな事を言っていた記憶がある。

　揺らされた机からがらくたが崩れそうになるのを「おっと」と彼女は手で押さえた。

　ゴブリンスレイヤーはしばらく待っても望む答えがなかったので、自分から問うた。

「それで、それはどのような効果のある指輪だ」

「多くの人にとっては大したことはない」

　女はそう言って、自分の椅子に盛大によりかかり、これみよがしに脚あしを組み替えた。

　篭りがちだろうにもかかわらず、しっかりと引き締まってすらりとした足なのがわかった。

「だが、私にとっては価値あるものさ」

「俺おれにとっては、どうだ」

「そうだな。せいぜいが《呼気》の指輪だね。どこでも息はできる。文字通り、どこでも」

「ふむ」

「どうだろう？」

　女は、ついと唇の端を吊り上げて、蜘蛛くもが糸を紡つむぐような笑みを浮かべた。

「きみ、ぜひともこれを売ってくれないか？」

　そしてまたしても、ずいっとゴブリンスレイヤーの兜へ、唇が触れそうなほど身を乗り出す。

「金は幾らでも払う。いや──」と彼女はにんまり笑った。「何でも、しようじゃないか？」

　ふわりと奇妙な香りが漂った。酒ではない。薬草の匂いだろうと彼は見当をつけた。

　ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

「金以外でも良いのか」

「もちろん」

「そうか」

　女が心得たとばかりに頷く。ゴブリンスレイヤーは迷わずに言った。

「ゴブリンを殺すのに役立つものを貰もらいたい」

「──は……？」

　女は一瞬きょとりとした後、堪こらえきれないとばかりに吹き出し、また笑いだした。


「ひ、く、……くくっ、ふ、は……っ！　ご、ゴブリン!?　ゴブリンかッ!!」



　ともすれば指輪のありかを聞いた時よりも大きな声で、机の上のものが盛大に崩れた。

　ひぃひぃと悲鳴をあげて身を捩よじり、目尻に涙を浮かべ、彼女は椅子からずり落ちる。

「は、ひ、ひひっ……ふ、くくくくっ……な、なんたる──なんたる……っ」

　豊かな胸を大きく弾はずませ、喘あえぐようにして息継ぎをする彼女。

　ゴブリンスレイヤーは彼女が落ち着くまで待ってから、思い出したように付け加えた。

「林檎酒も渡そう」


「か、か……勘弁してぇ……っ！」



　ばしばしと叩かれた机から、ついに札の山が決壊してどさどさと崩れ落ちる。

　もうもうと舞い上がる埃の中、床の上をのたうち回って転げ回る女。

　それが、ゴブリンスレイヤーと孤電の術士アークメイジとの出会いだった。
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「いぃやぁあぁあぁぁああぁぁッ!!」

　甲高かんだかい女の叫び声が廃坑はいこうに木霊こだまし、肉のぶつかる音と濁った悲鳴が響き渡る。

　高々と振り上げられた少女の足先が、見事にゴブリンの顎骨あごほねを蹴けり砕いたのだ。

　どうと音を立てて崩くずれ落ちる小鬼は血泡を噴いており、間違いなく致命的クリティカル。

　まあゴブリンならば、こんなものだ。ご大層な武器や技がなくても殺せる。

「廃坑になんでゴブリンがいるんですかね？」

　えいえいと振り上げた足をそのまま素振すぶりする武闘家の娘に、若い戦士は顔をしかめた。

「……東の方で合戦があったらしいからな。そこから流れてきたのかもしれんぜ」

「え？　中央を通ってです？　無理くさくありません？」

「地下はどこでも繫つながってるもんさ」

　苦々しい思い出を振り切るように若い戦士はそう言って、抜かずに済んだ剣から手を離す。

　なるほどー、と感心してる娘一人に任せたいわけではないが、致し方あるまい。

　隊列全体を見回すのに最前線は難しい。だが、二番手か三番手では武器が届かないのだ。

　──いっそ俺おれもあいつみたいに槍やりでも振り回すかな……。

　そんな事を考えながら、若い戦士は振り返って背後の男へと問いかける。

「先生、どうだ？」

「そうですね……」

　先生と呼ばれ、応じたのは口調に反して妙に荒々しい声であった。

　古びた外套がいとうを跳ね上げると、その下に現れるのは狼おおかみの如ごとき犬の面構つらがまえ。

　獣人パットフットの魔術師──年齢から講師を辞して念願の冒険者となった、中年の男が顎を剝むく。

「こうも粉塵臭くさいのでは、鼻も利ききません。道も入り組んでいて、作図も難しいですなあ」

「ざっとで良い。何も正確な図面が必要なわけじゃあないんだ」

　ええ、ええ、と穏やかな調子で首肯しゅこうし、獣人の魔術師は羊皮紙に白墨はくぼくを走らせていく。

　──先生に地図役マッパーを任せて良かったな。

　その落ち着いた様子に、若い戦士はしみじみと思う。

　今回の依頼の収入に直結するし、何より冷静沈着だというのが良い。

　慌てふためいて呪文じゅもんをぶっぱなす魔術師より、よほど信頼できる。というのも──。

「──？　どうかしましたか？」

　髪を垂らして小首を傾かしげる、何もわかってなさそうな彼女はまだ良い。問題は他ほか二人だ。

「おうい、この奥にまだ道が続いてるみたいだぜ」

「この小娘がずかずかと先に進まないよう、気を配るのに苦労した」

　ゆらりと闇やみの奥から出てきたのは、まだ髭ひげも生はえていない鉱人ドワーフの娘と、森人エルフの青年だ。

　といっても見た目で年齢がわかるような種族ではあるまい。

　かたや斥候スカウトを志こころざして修行中の鉱人、もう一人は地母神ちぼしんの信仰に目覚めた森人。

　若い戦士の青年が知っているのはそれだけで、今はそれだけで十分だった。

「なにおう!?　そっちはすぐに戻ろう戻ろうって臆病おくびょう風に吹かれてただけじゃんかさ！」

「慎重と言って欲しい。鉱人とは視野が違うのだ、我々は」

　夜目が利くのが二人だからと偵察に出すと、すぐにこれだ。戦士は顔を覆おおった。

　──あいつら、仲良かったんだなぁ。

　かつての──別れたとは思っていないが──仲間たちを思い出す。

　まとめ役をやってくれていた僧侶には苦労をかけたものだ。いずれ謝ろう。

「二人とも、仲良しさんですねえ」

　にこにこと微笑ほほえむ武闘家にも、おろおろとしている先生にも仲裁は期待できない。

　戦士は「あのなあ」と落ち着いた口調を保ったまま、二人へと声をかけた。

「先を見てくれとは言ったが、突っ込めとは言ってないぞ」

「む……」

　鉱人の小娘がぶすくれた様子で唸うなり、森人の司祭がそれみたことかと目を細める。

「そして偵察しろと言った以上、無駄に喧嘩けんかを売って騒がないでくれ」

「……ふ」

　森人の司祭が誤魔化ごまかすように微笑を浮かべ、鉱人の小娘が半目になってそれを睨にらんだ。

「ほらあたしまで叱しかられたじゃんか」

「何を言うか、貴様のせいだ」

「博打ばくちにドはまりして素寒貧すかんぴんになったとこを尼さんから施ほどこしもらって宗教へ転んだ癖くせに」

「ぐむ!?」

　これもまた会心の一撃クリティカル、というやつか。

　鉱人の軍隊育ちという彼女の口は達者で、知恵で劣っても経験では森人に勝まさるわけだ。

　からからと笑う鉱人の隣で森人が黙り込んだのを良しとして、戦士は前へ向き直った。

「何にしても隊列を整えて、奥へ向かおう。ゴブリンが出たことも報告しなきゃだが……」

「地図、できてないですもんね」


　銀髪の武闘家に「ああ」と頷うなずき、闇の奥へ一歩踏み出す。と──……。



「……いけませんね、これは。嫌な臭においだ」

　不意に先生が低く唸った。若い戦士は素早く剣を抜いた。

「でこぼこ二人は下がって先生を頼む。俺と彼女が前に出る。先生、呪文の準備を」

「え、え？」

「誰だれと誰がでこぼこか……！」

　戸惑とまどう武闘家と罵ののしる森人のことは放っておいて、戦士は暗闇くらやみの奥へ目を凝らし、耳を澄ます。

　まず彼が知覚できたのは無数の足音。次いで腐敗臭。そして闇に光る濁った目。

　──兜かぶとはどうする？

　敵の数が多い。乱戦になるなら司令塔が周囲を見られなくなるのはまずい、か？

　背に吊つるした兜のことを一瞬考え、彼は以前とは異なる理由で装着を放棄する。

「鉢金はちがねでも買っておくべきだな……」

「ゴブリンと……何か大きいのが来ます！」

　わらわらと闇から湧わき出でるように現れる緑肌グリーンスキンども。

「ＧＯＯＲＲＢＧＧ……」

「ＧＯＲＯＢ！　ＧＧＢＢＲＲＯＧ！」

　四、いや五匹。手に手に粗末な武器を持っている。それは良い。良くはないが良い。

「ＧＢＲＲＲＲＲ！」

　そしてその郎党を率いるように、ぬうっと坑道の天井てんじょう近くまでそびえ立つ巨体。

　手にした棍棒こんぼうを意味もなく振り回し、威嚇いかくするその姿。

　若い戦士は知っている。見たことはない。だが前の一党で話だけは聞いていた。

「──田舎者ホブだ！」

「いえ、古い言葉で巨大という意味ですよ」

　犬面の魔術師がのんびりと言うが、流石さすがというべきか、既に両手で印を結んでいる。

「毒の香りがするな」と森人の僧侶が優雅に言った。「私の務めは解毒げどくであるらしい」

「他に奇跡を授さずかってないんだろ」

「フッ、今は語るべき時ではない」

「どうだか」

　鉱人の小娘が憎まれ口を叩きながら、鉈なためいた短剣を逆手さかてに引き抜く。

　術者二人を守るのが自分の仕事だとわかっているのだろう。若い戦士は頷いた。

「鎧よろいの厚い俺が小鬼どもを引き受ける。毒刃も通りづらいだろ。だから君は──」

「大物ですね、任せてください！」

　快活かいかつに叫んだ彼女が地を蹴って敵陣へと飛び込むのが、戦いの契機となった。

「ＧＲＲＯＲＢ！」

「ＧＢＲ!!」

　寄せ手は小鬼。若い戦士は壁抜きを──嫌な思い出だ──考え左右に目を向けつつ、前へ。


　閉所でぶんぶんと両手剣を振り回しても良い事はないが──……。



「お、らっ！」

　彼は通路ぎりぎりの間合いで、剣を横薙よこなぎに払った。切っ先が壁面を擦り、音を立てる。

「ＧＯＯＢＲ!?」

　と、同時、ぬらぬらと光る短剣が刃に弾はじかれ、小鬼がたじろいだ。

　──案の定、毒の短剣か。

　だがこれで良い。戦士は戦いの緊張感に乾く唇をなめ、剣を構え直す。

　引き付けプロヴォック、攻撃を阻みパリィ、間合いに入れば機会攻撃ＡｏＯ。

　自分の役目は壁役タンクだ。

　攻撃の要かなめは敵陣をすり抜けて矢の如く突き進む、少女である。

「ＧＧＧＢＢＯＲＧ!!」

　無論、徒手としゅ空拳くうけんの娘一人が飛び込んできたからとてたじろぐ怪物どもではない。

　鼻息も荒く、狭い天井をかすめて振りかぶった棍棒が、致死的な剛力で振り下ろされた。

「やっ！」

　歩を刻み、棍棒の軌道から武闘家が半身をずらす。髪が風圧を受けてふわりとなびく。

「いぃやあっ!!」

　そして腰を深く落として真まっ直すぐ拳こぶしを突いた瞬間、どぉんと鐘かねを叩たたくような音が響いた。

「ＧＯＯＢ!?」

　ホブゴブリンの醜く膨ふくれた腹が波打つように波紋はもんを生み、巨体が数歩よろめく。

　だが、それだけだ。大柄の小鬼は不思議そうに腹を見やり、にたりといやらしく笑った。

「ＧＧＧＧＧＧ……！」

「うわ、なんですかこれ！　柔らかいですよ!?」

　分厚い脂肪が装甲ＡＣとなって痛痒つうように至らなかった結果へ、少女が困惑する。

「慌てるな、重ねて行け！」

「ＧＯＯＲＯＧＢ!?」

　戦士は斜めに構えた剣で小鬼の攻撃を外へ滑らせ、すかさず切り返してまず一匹。

　濁った悲鳴をあげるゴブリンの死体を蹴倒けたおしながら叫ぶと、「はい！」と返事が来る。

「よ、と……！」

　そうして機会攻撃でできた隙すきを補うように、戦士の後方から投矢ダートが飛んだ。

「ＧＢＲＯ!?」

　手に深々と突き刺さったそれに小鬼が悲鳴をあげ、戦士は体勢を立て直す猶予を得る。

「ふふふ、からくり式の弓というのも面白おもしろいものだ」

　発条ばね仕掛けの投射器ダートガンを手にしているのは、森人の僧侶だ。

　傍そばで短剣を構えている鉱人の小娘が、呆あきれたように声を漏もらす。

「……おまえ、地母神様の教義はどうしたんだよ」

「失敬な。これは自衛のため、必要最低限の武装にすぎん」

　さてはそういうのを買っているから金欠になるのか。戦士は苦笑し、小鬼を斬きり伏せた。

「ＧＯＯＢＯＲＧ!?」

　これで二匹。あの手の玩具は装塡そうてんに時間がかかるものだ。頼りっぱなしは良くない。

　森人の僧侶が安心して射撃できるのは、鉱人の斥候が傍で守りについているからだ。

　後衛三人を守るのが自分の仕事。若い戦士はそれを弁わきまえているつもりでいた。

　そして前線へと目を向ければ、武闘家の少女とホブゴブリンの戦いは未いまだ続いている。

「た、ぁっ!!」

「ＧＯＯＯＧ！　ＧＯＲＯＢＧ!!」

　だが、得てしてこういう事は起こり得るものだ。

　勢いをつけて振り抜いた少女の足が、間合いを誤ったかホブゴブリンの掌に止められる。

「っ、!?　ぁ!?」

「ＧＯＲＯＧＢ！　ＧＯＯＯＧＢＧＲ!!」

　ホブゴブリンの顔が醜悪に歪ゆがみ、武闘家の顔に恐怖の色が一瞬走った。

　握りつぶされるか、そのまま振り回されるか。小鬼どもの残虐性は子供のそれと同じだ。

「先生ッ！」

「《アルマ武器……フギオー逃亡……アーミッティウス喪失》！」

　あとになって思えば、冷静沈着な獣人に最後尾を任せたのは我ながら見事な采配さいはいであった。

　指示を出すまでもなく老魔術師は落ち着いたもので、既に的確な呪文を編み上げていたのだ。

　真に力ある言葉が咆哮ほうこうによって解き放たれ、ホブゴブリンへと襲いかかる。

「!?」


「……っ！」



　それ──《無手アクワード》はまず、ずるりと棍棒が右手からすっぽ抜ける形で現れた。

　ついで武闘家の目が光る。怪物の掌中で、彼女の足がぐるりと回る。

「いぃいいぃぃ、やああぁああぁっ!!」

　怪鳥音と共に繰り出されるのは、相手の手を踏み台にしての空中蹴りだ。

　独楽こまのように回転しながら放たれた蹴撃しゅうげきが、ホブゴブリンの顔面へと叩き込こまれる。

「ＧＢＯＲＧ!?」

　悲鳴は、骨の砕ける音に混じって消えた。

　鼻を叩き潰つぶされたホブゴブリンは顔から血を噴き上げ、そのまま声もなく崩れ落ちたのだ。

　砕けた骨が脳に突き刺さったのでしょうね、とは後で先生が述べたことだ。

　つまるところは、致命的な一撃クリティカルヒット。

「よ、と、と……。あ、危なかったです……！」

　ひらりとはいかず、よたよた着地した武闘家の少女がほっとその豊かな胸元むなもとを撫なでる。

　若い戦士は大きく息を吐き、「よし」と眼前の小鬼へと改めて向き直った。

「ＧＯＢＯＲＧ!?」

「ＧＲＧ!?　ＧＯＯＢＧ!?」

　大将を失った今、残りのゴブリンは僅かに三匹。

　もはや特筆すべくこともなく、怪物どもは一行とかからず皆殺しとなった。

　──さて。

　戦いが終われば、後はその身ぐるみを剝はぐ時間が待っている。

「どれどれ。まあ、小鬼なんかの持ち物じゃ大したものはなさそうだけど……」

　嬉々ききとして死骸へ手を伸ばすのは、無論のこと鉱人の斥候だ。

　太い手指がどうしてあんなに器用に動くのか、若い戦士にはどうにも不思議でならない。

　ともあれ、彼が気にすべきことは他にある。

　荷物を探って水袋を取り出すと、彼は獣人の魔術師へと目配せをする。

「ええ、どうぞ。構いませんよ。二人は私が」

「助かる」

　そうして青年が向かった先は、坑道の隅に座り込んでいる少女のところだ。

　近づくと快活そうな表情で見上げるが、その顔は強張こわばっていて、ひどくぎこちない。

「……ほれ」

　だが彼はそれを指摘せず、隣に座って水袋を差し出した。

「……いただきます」

　武闘家の少女はそれを受け取ろうとするが、伸ばした両腕はぶるぶるとふるえていた。

　緊張か、恐怖か。

「い、いやあ……。冒険って……その、思ってたより……」

「怖いだろ？」

「……死んじゃうかと思いました」

　ぽつりと呟つぶやいた少女は、こくり、こくりと、どうにか二口水を飲み、水袋に栓をする。

　若い戦士は「だよな」と頷き、返してもらった水袋を手の中で弄もてあそんだ。

「俺も怖かった。けどまあ、うん、怖くないより良いんだろうな」

「……ですか」

「怖いと思わなかったら、たぶんそのまま死んじまうよ」

　まあ思ってても死ぬ時は死ぬんだが。

　そう付け加えると彼女は「何ですかそれ」と無理やりにだが、笑みを浮かべる。

「でもゴブリン相手に怖がったなんて、自慢できませんよね……」

　けれどその声は表情と裏腹に、どこかしょんぼりとした情けないものだった。

「……一旗ひとはたあげてくるね、って。お父さんやお母さんに言ってきたのに」

「岩喰怪虫ロックイーター相手にビビったことなら、自慢できるか？」

「ろっくいぃたぁ？」

　きょとりと小首を傾げて銀髪を垂らした少女に、彼はいや、と苦笑いして首を振る。

　何もかも違うのだ。彼女とも、前の仲間たちとも。

「まあ、最初から何でもうまくいくわけじゃないってことだ。生きてりゃ次があるよ」

「……はい」

　だからその言葉が慰なぐさめになるかどうか、彼には良くわからなかった。

　むしろそれは自分がかけてもらいたかった言葉なのかもしれなかった。

　少女がこくりと、小さく、けれどしっかりと頷いた事が、何故なぜか少し嬉うれしかった。

「お、手紙持ってるぜ、このホブゴブリン！　読めないけど！」

「ははは、これだから鉱人は……どれどれ？　……フッ、やはりな。そういう事か」

「おまえそれ絶対読めてないよね!?」

　ホブゴブリンの周りでは、鉱人と森人の二人がぎゃーぎゃーと声をあげて騒いでいる。

　老魔術師が苦笑混じりに間に入り、薄汚れた紙片を取り上げれば「ああ」と頷いた。

「これは文字というより絵文字ですね。恐らくは、指示を待て、ということでしょうか」

「絵文字って……ゴブリンが字なんか読めんの？」

「読めないとは限りませんねえ。この様式、書いたのは妖術師ワーロックか……？」

　そんな他愛たあいのないやりとり。鉱山の規模から考えて、もうそろそろどん詰まりだろう。

　ぼんやりとそれを眺めていた若い戦士は、ふと思い出したように、ぽつりと言った。

「……なあ、君、読み書きはできるのか？」

「いやあ、まったく、ぜんぜん！」

　何故か得意げに、隣の少女はその豊かな胸を反そらして断言する。若い戦士は、笑った。

「じゃあ今度、習うか。……一緒に」

「はいっ！」

　──まだもう少し、がんばってみるよ。

　あの禿頭とくとうの僧侶が街に戻ってきたら、そう言って、酒でも飲もう。

　そう決めて、若い戦士はゆっくりと立ち上がった。
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「ん……ぅ……う？」



　僅わずかな物音と何かが動く気配を感じて、牛飼娘はぼんやりと目を覚ました。

　体が強張こわばっているわりに火照ほてっていて、喉のどがひりひりとし、頭が痛い。

　──寝ちゃった？

　机の上──身を起こそうとすると、はらりと毛布が落ちた。伯父がかけてくれたのか。

　外はすっかり明るくなっていて、空気はぶるりとするほど肌寒い。

　夜明けの白んだ光がぼんやりと入ってくる室内を、牛飼娘は目を擦りながら見た。

「──ッ!?」

　ぎくりと身をすくませたのは、その中にのそりと動く影を認めたからだ。

　ひっと引きつった声が喉奥から漏もれて、すぐにその正体に察しがついて気が抜ける。

「なんだ、君かぁ……」

「起きたのか」

　彼は卓上に、がちゃりと音を立てて何か革袋を置いたらしかった。

　暗がりの中でぼんやりと浮かび上がる、赤黒く薄汚れた鎧兜よろいかぶと。心臓に悪い。

　ばくばくと音を立てて跳ねる胸を押さえて、彼女はほっと息を吐く。

「……ね。家に帰ったんだから、それ脱いだら？」

　牛飼娘は戸惑とまどい、困ったような口調でそう言ってみた。

　彼は「油断はできない」と短く呟つぶやくが、牛飼娘には意味がよくわからなかった。

　わからないなりに、彼女は立ち上がろうと腰を浮かしかけた。


「あ、そうだ。ご飯──……」



「いらん」

　作ってあるんだけど、と言うよりも早く、彼の短い返事。牛飼娘は言葉が出せない。

「すぐに出かける」と彼は続けた。「ゴブリン退治だ」

「え、でも……」

　戸惑い、牛飼娘は視線をさ迷わせた。

　見慣れたいつもの食堂。その中に、ぽっかりと人型に切り取られた何かがあった。

　こくりと唾つばを飲む。ほんの僅かに声が震えた。

「……今、帰ってきたばっかり……だよね」

「今日は他ほかの用事を片付けていた」

　彼は酷ひどく低く、淡々とした声で話す。

　それは別に──多分、自分にだけではなくて、誰だれに対してもそうなのだろうけれど。

　牛飼娘には、何故なぜだか暗い夜の草原を抜ける風のように聞こえた。

「仕事はこれから行く」

　そう言って、彼はずかずかと牛飼娘の隣を通り過ぎて、玄関の扉に手をかけている。

「あ、でも、部屋、掃除して──その、シーツとかも洗って……」

「そうか」

　それっきり、彼は何も言わなかった。ドアが開いて、閉じて、室内には彼女一人。

　寝た方が良いとか、食べた方が良いとか、言い出すことさえできなかった。

　はう、と溜息ためいきを吐ついて、ぺたりとまた椅子いすに腰を下ろす。思わず前のめりに突っ伏した。

「……よく、わかんないなぁ」

　頑張ろう！　とは決めた。もううじうじしないようにとも決めた。では何をすれば良い？

　牛飼娘にはそれがさっぱりわからぬまま、まだ自分の温ぬくもりが残る机に額ひたいを当てた。

　──彼、ホントもう、しょっちゅう出かけてくよね。

　外で仕事をしていれば当然かもしれないが、家にいるより外にいる方が長い気がする。

　そういうもの、なのだろうか？

　彼女はぼんやりと考えたけれど、やはりよくわからなかった。

　五年前まで、父と母はずっと家にいてくれた。五年前からは、伯父がずっといてくれた。

　商人の親がいた子はどうだったろうと考えて、名前はおろか顔も思い出せないことに気づく。

「はぁ……」

　牛飼娘は、思い切り溜息を吐いた。と、ぎしぎしと床が軋きしむ音。

「なんだ、朝っぱらから溜息なんか吐いて」

「伯父さん……」

　我ながら情けない声だなと思いながら、牛飼娘は体を起こして「おはよう」と言った。

　寝起きの伯父はゴキゴキと強張った体をほぐしながら、まったく、と呆あきれ顔をしている。

「そこで寝たら風邪かぜを引くぞ」

「うん。わかってたんだけど……」

　──彼を待ってたんだよね。

　とは言わないまま、牛飼娘はゆっくりと立ち上がった。

「朝ごはん、作るね。……昨日のスープ温めるだけだけど」

「ああ、頼む」

　伯父が食堂の椅子に座るのと入れ違いに、牛飼娘は台所に立った。

　前掛けをつけながらひょいっとしゃがみこんで、竈かまどの中を覗のぞき込む。

　小さな陶器の蓋ふたが置いてある以外、すっかり冷え切って、冷たい灰があるばかりだ。

　まず牛飼娘はその冷えた灰を搔かき出だして、こぼさぬように壺へ入れていくことから始めた。

　なにしろ灰は鍋を磨みがいたり、洗濯をするのに重宝するのだ。零こぼしたりしたら勿体もったいない。

　竈の中が綺麗きれいになると、かわりに薪まきと焚付たきつけの藁わらを組んで重ねていく。

　後は被かぶせてある陶器の蓋を退けて、昨夜の燃えさしへ、ふいごで風を送るだけ。

　幸い火種は燃え上がり、竈には火が入った。

　牛飼娘は「これでよし」と手の汚れを軽く叩たたいて落とし、立ち上がった。

「……ん？」

　そうこうしている内に、伯父は卓上の革袋に気がついたらしい。

　訝いぶかしむ声が聞こえたので、牛飼娘は台所から顔だけを覗かせた。

「あ、彼が置いてったみたい」

「なんだ、戻ったのか」

「すぐ出かけちゃったけどね」

　てへへ、と照れ笑い──いや、苦笑いか。牛飼娘は何ともバツが悪くて、作業に戻った。

　ごとりと鍋をかけて、ついでに串にパンを刺して炙あぶることにする。

「……宿代か」

　じゃらりという金属音。伯父が袋をあけて、中から金を取り出したらしい。

　ちらりと見てみると、銅貨と銀貨ばかりとはいえ、結構な量が収まっていた。

　牛飼娘が「わ」と声を漏らすと、伯父がちらりとこちらを見て溜息を吐く。

「ろくに寝泊まりもせん癖くせに、律儀りちぎな奴だ」

「やっぱり、忙しいのかな？」

　鍋の中身を意味もなく──いや、意味はあるのだが──かき混まぜて、牛飼娘は問うた。

「冒険者って……あんまり、そんなイメージもなかったんだけど」

「どうだろうな。私も冒険者とは、そう付き合いがないからな」

　伯父の言葉に牛飼娘は「そっか」と短く答えた。

　なら、これから付き合っていけばわかるのだろうか？


　冒険者がどういう生活をしているのかとか、どうすれば助けになるのか、とか──……。



　火の塩梅あんばいを見るためにしゃがみ込んだ牛飼娘の耳に「もしかすると」と伯父の言葉が届く。

「恋人でもできたのかもしれんな」


「────！」



　牛飼娘は自分でも理由のわからない衝動に突き動かされ、弾はじけるように立ち上がった。

　驚いた様子でこちらを見る伯父と目が合う。

「ど、どうした……？」


「う、ううん、何でも──……」



　いやでも、まさか。ぐるりぐるり。頭の中で何かが渦うずを巻く。

「で、でも、恋人……は、ないんじゃ……ない、かなぁ？」

　どうしてだろう。声が上擦る。伯父は「かもしれん」と言った。

「それにしては見た目を気にしていないからな」

「だ、だよね！」


　牛飼娘はほっとしたように息を吐いて──……。




「まあ、年頃としごろの男だ。金も稼げてる。となれば、娼婦しょうふに入れ込んだりなんかも──……」



　続く言葉に、胸の奥底に淀よどむ何かをそのまま、顔を真まっ赤かにして口から迸ほとばしらせた。

「おじさん、嫌いッ!!」

　そしてその勢いのまま、彼女は前掛けを引ひっ摑つかむようにして放り、家の外へ走り出す。

　後には伯父が、投げ渡された前掛けを手に、困ったような顔で取り残される。

　呆気あっけにとられた様子の彼は、手元の前掛けと大きく開け放たれた扉を見やり、立ち尽くした。

「……」

　所在なさげに前掛けを弄もてあそびながら、伯父は天井てんじょうを見上げ、なんとも情けない調子で呟く。

「……わからん」


　まったく、わからない。年頃の娘という奴やつは──……そうか、あの娘も年頃か。



「……娼婦とかなんとかの話題は出すもんでもなかったなぁ」

　彼は椅子と体をきしませながら立ち上がり、姪めいが放り出した台所へと向かった。

　火の様子を確認し、姪が先程まで混ぜていた鍋を改めて覗き込む。昨夜の品だ。
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「しかし……」

　わからないといえば、あの若者もそうだった。

　知らない仲ではない。幼い頃の姿は、なんとなくだが覚えている。

　その彼が生きていたこと。冒険者になったこと。姪が気にかけていることは、まあ良い。


　問題は──……。



「……ゴブリンスレイヤー、か」

　小鬼を殺す者。小鬼殺し。

　人に呼ばれ、あまつさえ自分からそう名乗っているらしいとも聞く。

　冒険者が名を売るため、そうした派手な異名を自称する事は多いとは、知っているが……。

「──何か、あの子に妙な事が起きなければ良いが……」

　思わずそっと呟いて、まるで娘が変な男に誑たぶらかされた父のようだと考え、伯父は顔をしかめた。

　それはあまりにも妹夫婦に不義理な考えだと、彼はそう思うのだ。





§






　ギルド内の酒場で林檎酒シードルを購あがない、ゴブリンスレイヤーは朝日に照らされる道を急いだ。

『今日はもう遅い』と孤電の術士アークメイジは言った。『明日の朝にでも来てくれたまえ』と。

　ゴブリンスレイヤーは正確な刻限を聞かなかったことを少し後悔した。朝とはいつだ。

　彼は少し考えた末、朝一番に赴おもむく事に決めた。ダメならそこから待てば良いだけの事。

　幸い、早出の冒険者に対応すべく酒場が準備を終えていたのは助かった。

　圃人レーアの料理人は気前よく林檎酒を売ってくれたから、今も彼の腰でそれは揺れている。

　ものも言わずに黙々と歩き続けて、ほどなくゴブリンスレイヤーは川辺へたどり着いた。

　昨日と同じ場所に、同じように、その小屋はあった。

　朝の日差ひざしに照らされていながら、不思議とその雰囲気は昨日と変わらない。

　ぎぃぎぃと音を立てて水車が回り、煙突からは煙を吐いている。小さな家。

　まるでそこだけ絵画か何かのように切り取られているような、そんな印象を思わせた。

　彼は少し考えた後、戸口にまで歩み寄り、がつがつと無造作に真鍮しんちゅうのノッカーを叩いた。

　すると奥から「ああ、開いているから上がってくれたまえ」と声が響く。

　ゴブリンスレイヤーは扉を開け、相変わらず薄暗い室内へと踏み入った。

　窓すらも塞ふさいで本とがらくたの積み上げられた部屋を、隙間すきまを縫うように進む。

　そしてやはり彼女──孤電の術士は、その薄闇うすやみの最奥に埋もれて、札を繰っていた。

「窓際まどぎわは本には湿気が宜よろしくないから避けたいのだけどね」

　彼女は言い訳がましく言ったあと、くつくつと喉奥で笑い、くるりと椅子を回した。

「遊んでいるように見えるかい？」

　背後に立ったゴブリンスレイヤーへ向き直り、手元の札を扇おうぎのようにひゅるりと開く。

「賢者と遊び人は相通ずる。これもまあ、研究の一つ、魔術書の編纂へんさんに近しいものでね」

　孤電の術士は札を束たばねて山積みにすると、にやにやと笑いながら「さて」と切り出した。

「報酬の件だったね。朝とは言ったが、こうも早いとは」

「待った方が良いか」とゴブリンスレイヤーが問うと、彼女は「いいや」と首を横に振った。

「時というのは流れゆくものだからね。事を進めるなら、早いという事は良いことだ」

　しかしゴブリンの知識か。女はくつくつと堪こらえきれない笑いに、目尻に涙を滲にじませた。

「新人の冒険者で男が一人なら、まあ七割が『体』と言うとみたんだがなぁ……」

　ふるふると肩を震わせる姿に、ゴブリンスレイヤーは彼女の笑いの発作ほっさが治まるのを待った。

　ほどなくして白い指先で目尻を拭ぬぐった彼女は、それでも笑いに唇の端をひくつかせた。

　これみよがしに体をひねると、ぴたりと衣服が張り詰めて肢体したいの線を露あらわにする。

　身だしなみに気を使わないというより、気を使う必要がないのやもしれない。

「そのぐらいに女として自信があるつもりだったんだけれど」

「そうか」

「残り二割が、魔法の道具。後の一割が私の知識」

「そうか」

「……きみは予想外だったねー」

「そうか」

　なんと言って良いのかわからず、ゴブリンスレイヤーは同じ相槌あいづちを繰り返した。

　今さら男女の事柄を持ち出された程度で動じることはなくとも、対応には困るものだ。

　結局彼は低く唸うなって押し黙った。つまりいつもと同じ態度を取ることにした。

　それを見た孤電の術士は頰杖ほおづえを突き、悩ましげに息を漏らしながら足を組み替えて見せた。

「『体と言ったらどうしていたんだ』とは聞いてくれないのかい？」

「聞かれたいのか」

「聞いてくれたまえよ」

　ほら、と彼女は抱擁ほうようをねだるように両手を広げた。ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と呟いた。

「体と言ったらどうしていたんだ」

「幻術かけてお望みのままに楽しんでもらったら、忘却術で適当に曖昧あいまいにして帰す」

「そうか」

　応こたえたゴブリンスレイヤーは、ふと疑問に思い、その兜を傾かしげた。

「詐欺さぎではないのか？」

「価値とは絶対的なものではなく相対的なものだからね」

　孤電の術士はそんな適当な事を言って、眼鏡めがねの奥ですっと目を細めてみせる。

　ゴブリンスレイヤーは少し考え、結局このやりとりに意味はないのだと結論づけた。
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　師がよくやった謎なぞ掛け遊びと同じだ。見かけの言葉それ自体に意味も、価値もない。

　読み解くべきは、その言葉の裏にあるものなのだろう。

　──なるほど。確かに相対的なものだ。

「ならば」

　答えを得たゴブリンスレイヤーは、腰に下げた瓶びんを机上にごとりと置いた。

「これは価値があるものなのか。お前にとっては」

「昨日も貰もらったのだが、まあ良しとしようか。あって困るものではないしね」

　そう言う彼女の机には、真新しい酒瓶さかびんが、既に半ば以上空あけられた状態で置いてある。

　にもかかわらず薫かおるのは林檎りんごの甘やかな匂においだけで、酒臭さけくささは微塵みじんも感じられない。

　酔った気配すらなく、彼女はくつくつと喉奥で笑いを転がした。

「ゴブリンについて、ゴブリンについて……。だっけか？」

「そうだ」

「いやはや、きみはちょうどよい時に現れたものだ」

　孤電の術士は林檎酒の瓶を取り上げ、軽く口づけをしてからそれを机の端に追いやった。

　そして積まれている羊皮紙の束を引っ張り出し、わざとらしくその上に積もった埃ほこりを払う。

「しばらくうっちゃっていたんだけどね」

　彼女はやはり言い訳がましく言って、林檎の匂いが薫る吐息を漏らした。

「実はいま、怪物辞典モンスターマニュアルの改訂を引き受けているんだ」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは一瞬思考してから問うた。

「ギルドからか」

「定期的に正誤表エラッタや改訂版を作ったりするんだが、これがまた大仕事でね」

　怪物の生態とは時として変化するものである──とは、ゴブリンスレイヤーも聞いていた。

　そもそもが世界の理ことわり全てを正確に把握して記しるすことなど、人の身では不可能であろう。

　理解した、などというのが思い上がりで、にもかかわらずそれを自覚することは稀まれだ。

「恩師筋からの頼みでね。私にまで数ページ担当しろと話がきてしまって、参っていたのさ」

『だからって好きに書いて何が悪い？　ってなもんだ。あぁ？　文句あっか！』

　あの年老いた圃人も、そう喚き散らしながら何事かをしきりに帳面へ書き付けていたものだ。

　一度、ゴブリンスレイヤーは「何を書いているのか」と聞いたことがあった。

『詩だ』と師は答え、『お前に詩が書けるか、読めるか』とさんざ小突かれたものだが……。

　彼女が「師」と口にした事で不意に蘇よみがえったその記憶を、彼はすぐに彼方かなたへと追いやった。

　ゴブリンスレイヤーは彼なりの知性で推論を纏まとめ、素早く導き出した回答を口にする。

「ゴブリンについてか」

「そう、ゴブリンについてだ」

　彼女はこくりと頷うなずき、そしてぐいっとゴブリンスレイヤーへと身を乗り出してきた。

　鉄兜へ唇が触れそうなほどの間近な距離。

　ゴブリンスレイヤーは面頰めんぼおの隙間から、彼女の目を見た。

「私は死体を解剖したり、生態を観察したい。その情報をきみに真っ先に提供する。なので」

　孤電の術士の瞳ひとみが、眼鏡の奥底で深淵しんえんのように揺らめく。唇が林檎の香りの言葉を紡つむぐ。

「──きみ、ゴブリン退治スレイが専門なんだろう？」
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　つまるところ、それは一から十まで良くある依頼だった。

　辺境の農村、その村外れにゴブリンが現れたのだという。

　それだけならば、まあそういう事もある、で済んだろう。

　なにせ前の戦いくさから五年。敗残の小鬼どもがうろついている程度、珍しくもない。

　しかしゴブリンどもは畑の作物を荒らし、次は家畜に手を出し盗み出した。

　そしてついに使いに出た村娘が襲われかけたと聞いて、村の若者たちは激怒した。

　彼らの中には戦に従軍した者もいたし、父祖から戦いについて聞いていた者もいた。

　納屋なやには農具があるし、使い古しの武具だって探せば出てくる。人手も足りた。

　何度目かに村へ忍び込んできたゴブリンを追い散らすには、十分すぎる。

　問題は、その後だ。

　若者たちはゴブリンの巣を突き止め、血気盛んなことに乗り込んで倒そうと気勢を上げた。

　それに村長が待ったをかけたのだ。


　若い衆が危険なことをする必要はない。冒険者を雇え──……と。



「つまり、これは典型的……いやさ定型的テンプレートな依頼というわけだ？」

「そうだ」

　ゴブリンスレイヤーは短く言った。

「村娘は攫さらわれていないが……そうだ」

　昼なお暗い森の中、道なき道を進みながらの会話である。

　ゴブリンスレイヤーは下生したばえをかき分け、数日前に若者が踏み荒らした痕跡こんせきを辿たどって進む。

　孤電の術士は長いローブの裾すそを引きずっていたが、不思議と枝葉に引っかかる気配がない。

　散歩でもするかのような足取りを見るに、ともすればゴブリンスレイヤーより余裕がある。

　──技量スキルではなく力量レベルの差か。

　ゴブリンスレイヤーはちらりと背後で鼻歌交じりに歩む彼女を見やり、そう結論づけた。

　そういえば、彼女は等級を持っているのだろうか？　あるとすれば第何位なのだろう。

　特に興味もなかったので、ゴブリンスレイヤーはあっさりとその疑問を投げ捨て、忘れた。

「とすれば、ゴブリンの群れにも段階ってやつがあるのかもねぇ」

　むしろ続く言葉の方に彼は意識を寄せた。

　孤電の術士は自らの言葉を彼に聞かせようとする素振そぶりもなく、独り言のように言った。

「今回は定着初期だろ？　流れ者が、女を攫おうとする。これは規模の拡大を目指している」

　規模が大きくなり気が大きくなり、大胆に村を襲うのが第二段階。彼女は指を折って数える。

「そして来るべき第三段階が……」

「村を滅ぼす」

「うん、そうなるね」

　ゴブリンスレイヤーの言葉に、彼女はまるで教師がするように頷いて見せた。

「魔神だ邪教だ闇人ダークエルフだ、祈らぬ者どもの薫陶くんとうを受けてそこに至る事もあろうさ」

　孤電の術士は自らの考えをそらんじながら、腰の酒瓶を唇に咥くわえるようにして口づけた。

　ん、と喉を鳴らし、ふぁっと息をもらして、瓶から唇を離すと唾液が銀の糸を引く。

　唇についた酒精の雫しずくともども、彼女はちろりと舌で舐なめとって、「では」と言った。

「第四段階はあるのかな？」

「……」

「というのはきみがしそうな質問だけれど、そこまで群れが肥大化した話は聞いたことがないね」

　ゴブリンの王国。彼女は歌うように口ずさみ、彼は黙って足下の茂みを踏み荒らした。

「利己的で暴力的な小鬼だもの。王がいてもすぐに四分五裂するか、あっさり討伐とうばつされるか」

「冒険者もいる」

　ゴブリンスレイヤーは短く言った。自分で思うよりも低い声だった。そして短く付け加えた。

「だいたいの時は」

「ま、有史以来、完全無欠な機構などないからね。祈ろうが祈るまいが」

　孤電の術士はそう言って、くつくつと愉快そうに笑い声を転がした。

　ほどなく、彼らは森の中にこんもりと盛り上がった、小さな丘に出くわした。

　いや、丘というにはいささか趣おもむきが異なるか。

　それは苔こけむして、土と雑草に覆おおわれた、墳墓ふんぼであった。

　塚山……とでも言った方が正しいのかもしれない。

　遥はるか古代の名も知れぬ王か武将か、その墓も、今となっては見る影もない。

　入口に赤く錆さびた槍やりを持った、小鬼が一匹、欠伸あくび混じりに歩哨ほしょうについているのでは……。

「まったく、物の価値を知らない奴らだよ」

　孤電の術士は言葉ほどに荒くない、むしろ楽しむような口調で言った。

　続けて、ゴブリンスレイヤーへと片目を閉じて見せる。

「で、どう見る？」

　ゴブリンスレイヤーは「む」と低い声で一言唸った。

　彼は孤電の術士ともども茂みに身を潜ひそめ、様子を窺うかがった。ゴブリンは欠伸をしている。

　結論は単純だ。

「殺す」

「待っていれば、交代かさぼりか、引っ込むかもしれないよ？」

　孤電の術士はちらりと木々の向こうに覆い隠された、太陽があるはずの位置を見上げた。

「それに、彼は眠そうだ。夜行性なのかもね？」

「かもしれん」

　ゴブリンスレイヤーは注意深く彼女の言葉を記憶しながら、自分の武具を検あらためた。

　再度思考を確認し、手順を組み立てる。失敗した時の行動も。問題なし。

「だが、殺す」

「何故？」

　面白おもしろがって、からかうような孤電の術士の言葉。ゴブリンスレイヤーは迷わず答えた。

「いずれにせよ、ゴブリンどもは皆殺しにするからだ」

「なるほど？」

　ではお手並み拝見。孤電の術士の囁ささやきを背に、ゴブリンスレイヤーは行動に出た。

　呼吸を整え、彼は一気に茂みから飛び出しながら、ナイフを投げ打った。

「ＧＯＲＯＧＯ!?」

　ゴブリンは何事かを叫ぶよりも前に、肩口に突き刺さった刃の痛みに悲鳴をあげた。

　ゴブリンスレイヤーは舌打ちを一つ。喉を狙ねらったのだ。

　鞘さやから剣を抜き放ち、勢いそのままに躍り掛かって、喉元のどもとへ刃を叩き込こむ。

「ＧＢＲＲＯＢ!?　ＧＯＢ!?」

　ゴブリンはがぼがぼと血泡を噴いて暴あばれ、ゴブリンスレイヤーの肩口に槍の柄えが当たる。

　だが刃を一度捻ひねって喉をかき混ぜてやると、ゴブリンは大きく痙攣けいれんして動かなくなった。

「一つ」

「お見事」

　返り血に濡ぬれて屍しかばねの傍そばで息を吐く彼のもとへ、孤電の術士は手を叩きながら歩み寄る。

「やはり喉は急所か。やっぱり人とそう変わらないのかな？　圃人に近い気はするけれど」

「わからん」

　ゴブリンスレイヤーは的を外したナイフを引き抜き、小鬼の腰巻きで血脂を拭った。

　同時に喉をかき混ぜた剣の刃からも血を拭ふき取って、鞘へと叩き込む。

　そして最後に小鬼の槍を取り上げ、その具合を検めた。

　穂先が錆びて使い物にはなるまいが、棒には足りる。彼はそれを背に回し、腰帯に挟んだ。

「仕留め損なった事もある」

「ふうん。致命的一撃クリティカルヒットならずか。興味深いね」

　杖先で死体を検分し、小鬼のまくれた腰巻きの下を覗いて、けらけらと彼女は笑う。

　ほどなく孤電の術士は「さて」、とうきうきした調子で顔を上げた。

「腑分ふわけは後のお楽しみにとっておくとして、巣に踏み込むとしようか！」

「ああ」と言ったゴブリンスレイヤーは、しかしすぐに動かなかった。

　彼は鉄兜ごしにじっと、睨にらむように孤電の術士を見やった。

　その視線を受け止めて、彼女は「何だい？」と唇を吊り上げて蠱惑こわく的に小首を傾げた。

　ふわりと甘やかな林檎の香り。

「……女の匂いに気づくかもしれんな」

「へえ」と彼女は自分が狙われる可能性にもかかわらず、目をきらきらと輝かせた。

「鼻が利きくのかい？　こんな見るからに不潔で、あんな悪臭漂う穴蔵の暮らしで」

「見られても、聞かれてもいないはずだが……」

　ゴブリンスレイヤーはかつての、最初の戦いで得た教訓を思い返した。

「……気づかれた事がある」

「──なるほどね」

　ひとつ頷くと、彼女は不意にばさりと自分の身を覆うローブを取り払った。

　露わになるのは柔らかな線を浮かび上がらせる、臍へそまでの短衣と、裾の短い穿はき物。

「ちょっと持っていてくれたまえ」

　彼女はゴブリンスレイヤーへとローブを放り、腰から奇妙に曲がったナイフを抜いた。

　そして小鬼の死体へ一気に振り下ろし、醜く太った小腹を切り裂き、内臓を引きずり出す。

　溢あふれ出たどす黒く濁った血を両手に掬すくい、まるで水浴びでもするように全身へ塗りたくる。

「そのローブは気に入っていてね。だが、まあ、これなら良かろうものさ」

　彼女は村娘がおしゃれを見せびらかすように、くるくると両手を広げて回った。

「どうだい？」

「恐らく」とゴブリンスレイヤーは言った。そして付け足す。「大丈夫だろう」

「同胞の臭におい、普段使いの物の臭いは気にならない。そういう風に鼻はできているものでね」

　差し出されたローブを受け取り、彼女は全身の水気を払うように切ってからそれを羽織はおった。

「きみとて、もう真新しい革や金属の臭いは気になるまい？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷き、それから墳墓の入口を見やった。

「だが、ゴブリンは違う」

「その通り！」

　孤電の術士は我が意を得たりとばかり、笑顔を浮かべて杖を手繰たぐった。

「では、さっそく行こうじゃあないか！」

　ゴブリンスレイヤーはその言葉に応えずに歩き出し、孤電の術士はその後を追った。

　ふわりと、林檎の香りが漂ったような気がした。

　きっと気のせいだろう。

　ゴブリンの巣穴に、ゴブリンの臭い以外を感じる事はないのだから。
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　薄闇の中に目を凝らしたゴブリンスレイヤーは、溜息を吐いた。

　彼は雑囊ざつのうから松明たいまつを取り出すと、火打ち石を叩いて点火、盾たてを括くくった左手に握りしめる。

「闇に乗じた方が良いんじゃないかい？」

「連中は夜目が利く」覗き込んできた孤電の術士へ、彼は短く言った。「俺おれは利かん」

　不利な状況へ自分から飛び込んでいく必要はない。

　孤電の術士は「ふぅん」と興味深そうに言って、唇を尖とがらせた。

「夜目というのではなく、只人ヒュームと小鬼では見えている世界という奴が違うのかもしれないね」

　ぶつぶつと彼女が呟く何事かの言葉。ゴブリンスレイヤーは耳を傾かたむけたが、理解できない。

　それに気づいた孤電の術士は「ああ」と頷いて、笑った。

「おそらくきみにとって重要なのは、ゴブリンが闇を見通せるという点さ。夜ではなくね」

「そうか」

　その言葉を脳裏のうりに刻む。夜ではなく、闇。この差は大きい。

「そういえば、ゴブリンって奴は罠わなを使うのかな？」

　灯ともされた炎に浮かび上がる周囲の光景、遺跡の壁画へと目を向けながら彼女は問うた。

「前版の怪物辞典モンスターマニュアルにそんな事が少し書いてもあったけれど」

「壁抜きはされたことがある」

　ゴブリンスレイヤーは用心しながら答えた。孤電の術士は目を細める。

「ベーコンのフライ音か」

「……なに？」

「どうぞ、続けて」

「……」

　墳墓の外見から予想される大きさと、今いる位置、通路の幅、壁の厚さ。

　小鬼の力で崩くずせるだろうか。彼は考えたが、まだ予想がつかなかった。警戒がいる。

「落とし穴と、待ち伏せもだ」

「実にシンプルだ。やはり穴蔵で、壁や床の崩落……経験から学んだなら、遺跡の罠も……」

「使えるわけがない。……と侮あなどったことはない」


「居住環境による、か。使い方を、身を以もって学べば。雪や砂漠、地域では罠も違う──……」



　孤電の術士はぶつぶつと独り言めいて思索に耽ふけったあと、あっけらかんと笑って言った。

「なんて、そこまで書く紙面はないね。原始的な罠を用いる。この一文だけだろうよ」

　孤電の術士はにんまり笑い、これ見よがしに掲げられた生き物の死骸で作られた柱を示す。

　殺し、喰くらい、犯し、その成果を見せびらかすようなゴブリンの象徴シンボル。

「かくてこの悪臭、足場、狭さ、小鬼の悪意、細部に宿るものは記録されないのであった」

　ゴブリンスレイヤーは少し考えて「ゴブリンに限った話でもあるまい」と言った。

　彼女は「全書ってのはそういうものだからね」とけらけらと笑った。

　孤電の術士の語りは歌うように流れ、止とどまることを知らない。

　それはゴブリンスレイヤーをひどく落ち着かない気持ちにさせた。

　彼はひっきりなしに周囲を見回し、耳を澄ませ、些細ささいな物音に神経を尖らせた。

　自分と小鬼以外の音と声、気配があり、何かが動いている。

　──気が散る？

　いや、そうではあるまい。気を配るべき事柄が一つ二つ、増えただけの話だ。

　ゴブリンスレイヤーは生臭く湿って濁った空気を、肺一杯に吸い込み、ゆっくりと吐いた。

　足下に粘ねばつく不潔な汚物が靴に張り付き、歩く度たびに音を立てそうになる。注意せねば。


　そういえば、やはりこの女はまるで足音をたてる様子が──……。



「おや？」

　不意に彼女のきょとんとした声があがって言葉が止まり、ゴブリンスレイヤーも足を止めた。

「どうかしたか」

「見てよ、これ」と彼女は杖の先で足下の汚物を示した。「獣の糞だ」

　ゴブリンスレイヤーは屈かがみ込んで、躊躇ちゅうちょなく革かわ籠手ごてに包まれた指先で探った。

　形には見覚えがあった。随分と小さい頃、姉に教わったものだ。

「ゴブリンのものではなさそうだが……」

「ああ、違うね。これはたぶん……」

　彼女が言葉を区切って、墳墓の通路、その奥へと目を向けた。

　ゴブリンスレイヤーも遅れて松明をそちらへ向ける。

　壁と床だけが炎の照り返しで揺れ、まるで枠線ワイヤフレームのように見える。


　そして、かすかに遠くから木霊こだまする、僅かな音。これは──……。



「狼おおかみのものだよ」

　獣の、うなり声。

「術の心得は？」

　ゴブリンスレイヤーの低い問いに、彼女は「舐めてもらっちゃあ困る」と言った。

「火の玉や稲妻いなずまを投げるだけが魔術師と思ってもらいたくはないね。とはいえ」

　孤電の術士は懐ふところから取り出した札の束を切りながら、けらけらと真剣味の薄い様子で笑った。

「今の私は依頼人だよ。何とかするのは私でなく、きみの仕事だ」

「そうか……！」

　咆哮ほうこうと共に二匹の狼が床の汚物を蹴け散らして駆けてくるのが、炎の灯りの中に見て取れた。

　ここまでに分かれ道はない。迎え撃つしかない。隠密が無駄になった。

　脳裏に過よぎる思考をそのまま保留し、ゴブリンスレイヤーは迷わず左手の松明を振り抜いた。

　ぎゃんと悲鳴をあげて、飛びかかってきた一匹目が横よこ薙なぎに壁へと叩きつけられた。

　ゴブリンスレイヤーは棍棒こんぼうがわりにした松明をそのままに、右手に剣を抜いて切りかかる。

「が……ッ!?」

　しかし速度と質量をあわせた威力は狼の方が上回る。

　狼の胸から肩口にかけて刃は切り裂くも、毛皮に阻はばまれて致命傷には至らず。

　突進の勢いそのままにゴブリンスレイヤーは組伏された。

　手からこぼれ落ちた剣がからからと石畳の床を転がり、鉄兜の下で汚物が跳ねた。

　血肉の腐臭を漂わせた牙きばが、彼の首元を狙ってがちがちと嚙かみ合あわされる。

　──喉笛のどぶえを食いちぎられれば終わる……！

　ゴブリンスレイヤーは迷わず松明を手放し、強引ごういんに左の盾でその牙を阻んだ。

　壁から地に落ちた狼も、姿勢を立て直してこちらへ迫りつつある。時間はない。

　彼は剣の回収を放棄し、背に負った槍の柄へと手をかけた。


「こ、の……ッ！」



　腐食した柄を、てこの要領で半ばから折り取り、その石突いしづきを逆手さかてに狼の眼球へと叩きつける。

　悲鳴。飛とび退のこうとする足を摑んで、さらに石突で眼窩がんかを抉えぐる。脳髄をかき混ぜる。


「…………次ッ！」



　とうとう口から泡を吹いて痙攣するばかりとなった狼を払いのけ、彼は立ち上がった。

　もう一匹が、口から涎よだれをまき散らしながら跳躍し、躍り掛かる。

　彼は背を低くして前へ転がり、その下を抜けた。左手が地面に転がされた松明を摑み取る。


「お、ぉ……！」



　ゴブリンスレイヤーは振り向きざま、狼の腹へと松明を突き立てた。

　きゃいんと悲鳴があがり、肉と毛皮の焦こげる嫌な臭いと煙が立ちこめる。

　無論、松明は本来武器ではない。こんな使い方をすれば松明の火はすぐに消えてしまう。

　しかし彼は燃えさしを狼の口へねじ込み、それでもってとどめを刺した。

「……わぉ。上手うまく捌さばくね」

「まだ本命が来る」

　ゴブリンスレイヤーは呼吸を整えながら、剣を摑み取り、左手で雑囊から松明を引き抜く。

「《アルマ武器……インフラマラエ点火……オッフェーロ付与》」

　と、不意に指を弾く音がして火花が散った。

　ぼうっと燐光りんこうを帯びたそれは宙を飛んで松明に当たり、たちまち燃え上がる。

　孤電の術士は長靴の踵かかとで、淀んだ小鬼の巣という土地を蹴りタップ、にんまりと笑う。

「赤き魔力の名の下に。さあさ、依頼人を守ってくれたまえよ、ゴブリンスレイヤーくん？」

「良いとも」

　ゴブリンスレイヤーは短く答え、闇の中から足音と共に迫り来る軍勢へ身構えた。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、手には中途半端ちゅうとはんぱな剣と松明、小振りな円盾を携たずさえて。

「ゴブリンどもは、皆殺しだ」

　戦いが、始まった。
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「ＧＯＲＯＢ！　ＧＯＲＯＢＧ！」

「ＧＯＯＲＯＧＧＢ!!」

　冒険者だ。情けなくて弱そうな冒険者だ。女もいるぞ。殺せ。犯せ。

　汚らしい涎をまき散らし、ゴブリンどもが手に手に雑多な武器を持って押し寄せてくる。

　ゴブリンスレイヤーはそれを狭い通路で迎え撃った。

「二つ……三つ！」

「ＧＧＢ!?」

「ＧＯＲＯＧ！　ＧＢＢＧＢ!?」

　背に孤電の術士を庇かばい、円盾で振り下ろされる錆びた短剣を捌き、剣を繰り出して突く。

　すかさず襲い来る二匹目へ、未いまだ痙攣している一匹目を蹴り飛ばして行動を阻害。

　続けざま、一挙動にて呑気のんきしてた三匹目に剣を投げ打った。

「ＧＢＧＢ!?」

「四──五！」

　盾に食い込む短剣を抜き、死骸を邪魔そうに押しのけた二匹目の頭蓋ずがいを、柄頭つかがしらで叩き割る。

　手足を振り回して崩れ落ちたそいつの手元から棍棒を拾い上げ、四匹目も同様に頭を打った。

「ＧＯＲＯＧＯＲＢ!?」

　これで最初の見張りを入れて五つ。

　武具を振り回して盾に打ち込むだけだが、ゴブリンの勢いは止まることを知らない。

「いやあ、これはなかなか迫力がある。惚ほれてしまうかもしれないよ」

　見物に徹していた孤電の術士が、思ってもいないような口振りでけらけらと笑った。

「しかし数に任せた力押し？　ゴブリンらしいがいささか稚拙ちせつに過ぎる──おっと」

　孤電の術士が、芝居の舞台で予想外の展開が起こった時のように声をあげた。

「ＧＯＲＯＧＢ！」

「ＧＢＢ！　ＧＲＯＧＯＢ！」

　ゴブリンスレイヤーが舌打ちをする。そのゴブリンどもの声は背後から聞こえたのだ。

　入口の方からも、ゴブリンの群れ──回り込まれた！

「なるほどね。壁抜きはできないが、これなら効果は変わらない。裏口でもあったかな」

「壁を背にして立て！」

　一声叫ぶと彼女は「はいはい」と素直に位置を変え、ゴブリンスレイヤーはその前に立った。

　右手に棍棒、左手に松明を握ってゆるく両腕を広げると、左右のゴブリンを威圧する。

　背後からの襲撃がないのであれば、こうすれば彼女も守れる──自分が生きている間は。

「六！」

「ＧＯＢＯＧＯＲ!?」

　右の小鬼を棍棒で牽制けんせいし、左の小鬼を棍棒さながらに松明で打つ。

　灯された魔術の炎は、たちまち舐めるようにゴブリンの頭を覆い尽くし、焼き焦がす。

「ＧＧＧＯＢ!?」

「な？　火の玉を投げるだけではないだろう？」

《炎与エンチャント・ファイヤ》。

　ゴブリンスレイヤーは、彼女がさえずる呪文じゅもんの名に興味はない。

　悲鳴をあげて悶もだえ苦しむゴブリンを蹴り倒し、すかさず松明の炎を棍棒へと移す。

　燃え上がる二つの武器を手に、ゴブリンスレイヤーは小鬼どもを次々と打うち据すえていった。

「七……八！　九！　……十！」

　右に、左に。燃え上がる武器が振るわれると、火の粉が尾のように散って赤い軌跡を描く。

　小鬼を殺すのに魔法の武具は不要だが──魔力の炎は、躊躇ためらいを生み出すには十分だった。

　轟々ごうごうと燃え上がる異様な武器に小鬼どもは攻めあぐね、そこへすかさず打撃を繰り出す。

「ＧＧＧＢＧＯＲ!?」

「ＧＯＢ!?　ＧＧＯＢＯＧＯＧ!?」

　ゴブリンの肉が焼け焦げる臭い、血が煮える臭い、脳漿のうしょうと頭骨が混ざり合って飛び散った。

「しかし、棍棒へかけるには贅沢ぜいたくな呪文だよなあ……」

　ゴブリンスレイヤーが孤電の術士の言葉に気づいたのは、棍棒の炎が消えた時だった。

　殺した小鬼は既に十を数えており、ぴたりと小鬼の波も途絶えていた。

　ゴブリンスレイヤーは大きく息を吐いた。

　肩で荒く息をし、汗に滲む視界を振り払い、自分は健在。彼女も無事だ。

　しかし流石さすがに松明と棍棒は限界がきたと見えて、彼はそれを無造作に足下に落とした。

　かわりに死体の指を踏み折って、比較的まともそうな剣を奪い取る。

「……あと、いくつだ」

　体力的な問題は、一朝一夕に解決するものではないが──鍛える必要性を彼は痛感していた。

　呼吸を整えようと努めながらの問いかけに、孤電の術士は「そうだね」とのんびり応じる。

「村人の証言と遺跡入口の足跡の数を鑑かんがみるに、そろそろ打ち止めじゃないかね」

　はがれ落ちた壁材を椅子代わりにちょこんと座っていた孤電の術士は、くつくつと笑った。

「しかしきみ、なかなかやるね。いよいよもって惚れてしまいそうだ」

「そうか」

「おや、つれない態度だ」

「冗句の類たぐいであれば、真剣に受け取る気もない」

「言葉で人心惑まどわせぬとは、自信がなくなってしまいそうだよ……と、来たようだね」

　言われずとも、ゴブリンスレイヤーの耳にもその音は届いていた。

　ずん、ずんと重く鈍い足音。遺跡の奥から迫り来るそれは、つい先日も聞いた覚えがある。

　通路を埋め尽くす巨体──いや、それだけではない。その足下、隠れるように動く影。


「田舎者ホブに…………」




「…………ははあ、シャーマンという奴か。第二段階への移行中だったわけだ」



　いかにも愚鈍ぐどんそうな顔つきをした巨体のゴブリン。

　その足下にいる賢さかしらな顔つきの、杖を持ったゴブリン。

　どちらが頭目なのかはわからない。だが、ついに群れの長が出張ってきた事はわかった。

　孤電の術士が「とすると先の柱はトーテムか何かだったわけだ」と、したり顔で呟く。

　ゴブリンスレイヤーはその事を知らなかった。ゴブリンスレイヤーが見るべきは違った。

　ホブゴブリンは手に、盾を持っていた。

　その盾は、人の形をしていた。手足をありえない方向へ折り曲げられた人形のようだった。


「ぁ……ぃ……」



　村娘が攫われたという話は聞いていない。流れ者、旅人の類だろうか。

　ホブゴブリンは女を見せつけるように盾を振り回した。乳房が壁に当たり、悲鳴があがる。

　そしてゴブリンどもは、げたげたと笑った。

　仲間の死よりも、その無様な盾の姿と、きっと手も足もでない冒険者どもを嘲あざけるように。


「…………」



　孤電の術士が「おお、ひどい」と他人事ひとごとのように呟いた。

「孕はらんでいるかな。ふむん、胎児の状態も見てみたくはあるけれども」

　それを無視して、ゴブリンスレイヤーは息を整えた。

　ゴブリンスレイヤーは手にした剣をゆっくりと振りかぶった。

　揺れる視界。呼吸を止める。狙いを定める。少し腕を下げる。ほんの僅かに。

　先の戦いで、一つわかったことがある。

　──こいつらは盾の使い方を知らない。


「ＧＯＲＯＧＯＢＯＧＯＲ！？！？」



　ゴブリン──ホブゴブリンの、聞くに耐えない濁った悲鳴があがった。

　何が起こったのか、奴にはわからなかったか、信じられなかったに違いない。


　盾で覆い隠せない巨体、その股ぐらに剣が突き刺さったとは──……。



「お、ぉっ!!」

　ゴブリンスレイヤーは背に回した右手で折れた槍の穂先を引っ摑み、跳んだ。

　ホブゴブリンの醜態しゅうたいを見たゴブリンシャーマンが、喚き散らしながら杖を振り上げる。

「ＧＯＢＯＯＧＯＢ……！」

「術が飛んでくるぞ！」

　孤電の術士からの警告。大丈夫。わかっている。

「ＧＯＲＯＯＯＧＯＢ!?」


「ひ、ぃ……っ!?」



　ホブゴブリンが振り回し放り出した虜囚りょしゅうを片手で受ける。軽い。勢いは止まらない。

　ゴブリンスレイヤーは大きく踏み込みながら、片手で槍の穂先を振りかぶる。

「十と、一ッ!!」

「ＧＯＢＯＯＲＯＧ!?　ＧＯＢＯＧ!?」

　距離を詰めたし、急所がどこであれ呪文を紡ぐ場所は同じだ。口と舌。喉を潰つぶせ。

　濁った悲鳴をあげるシャーマンの喉笛を、錆びた穂先が半ば割れ砕けながら深々と貫いた。

　血泡に溺おぼれてもがく小鬼を蹴倒けたおし踏みつけ、彼はホブゴブリンへと向き直る。

「ＧＯＲＧＧＢＢＢＢ……！」

「十二だ……！」

　両手は空から。だが武器は目の前にある。

　身悶みもだえしながら腕を振りかぶる田舎者の股間を、ゴブリンスレイヤーは蹴りつけた。

「ＧＯＯＢＢＧＢＧＲＧＢＧ!?」

　無論、剣ごと。

　鍔つばまで深々と埋まった刃が、そのまま内臓に達したのが柔らかな感触でわかる。

　──だが、お前はその程度で死なない。


「ＧＯＲＯＧＢＢ！？！？」



　彼は虜囚を地に横たえると、地面でのたうちまわるホブゴブリンへ襲いかかった。

　振りかぶるのは左手の盾だ。もっと磨いておけば楽だったろう。少しの反省。

　金属製の縁ふちが、深々とホブゴブリンの頭蓋をかち割った。もう一撃。脳漿が吹き出す。

　後に残るのは痙攣が数度。断末魔の震えが、太い手足をぴんと張りつめさせた。

　それで、終わりだった。
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　ぱちり、ぱちりと火の粉が弾けるその傍で、煙に混じって腐臭が漂う。

　薄暗い遺跡の中は、先にもまして反吐へどの出るような臭いに包まれている。

「そこが胃でこっちが小腸……くらいは知ってるよね」

「ああ」

「食べ物を分析するならここ。こっちが膀胱、精巣。男のナニだね。急所さ」

　口元を布で覆った孤電の術士が、猫の爪つめの如ごとく捻ねじれた刃──手術刀を手に呟いた。

　大きいんだか小さいんだか。冗句めいた彼女の言葉を、ゴブリンスレイヤーは真剣に聞く。

　彼らの目の前には、無惨むざんにも腹を裂かれ、臓物ぞうもつを引きずり出された小鬼が横たわっていた。

　無残なゴブリンの死骸──腹を割かれたものは、他にも何匹もいた。

　ぐじゅりとゴブリンの性器を指先で弄び、彼女は「女泣かせの逸物いちもつだ」とくつくつ笑った。

「しかし雌がいないというのはホントみたいだなぁ。子宮も卵巣も、持ってる奴はいないや」

　戦い終わって日が暮れて、訪れた夜はゴブリンどもの時間だ。

　固まった血で赤黒く染まった前掛けを身に着けた女に、悠長に腑分けをさせるべきか否いなか。

　それはこうして小鬼の腹を捌いている最中であっても、ゴブリンスレイヤーには疑問だった。

「残党がいたら戻ってくるかもしれないよ」

　しかし意外にもそう言って、夜営を提案したのは孤電の術士の方だったのだ。

　ゴブリンスレイヤーには、それがどういう意図によるものか未だに理解し難がたかった。


　残党がいるから早めに腑分けをするのか、待ち構えながら腑分けをするのか──……。



「あの子をまたゴブリンに襲わせたくはなかろ？」

　くつりという笑い声。治療を施ほどこされ、毛布に包まれ、魔術で眠らされた少女。

　だがいずれにせよ、小鬼の死体と捕虜を抱えて移動しながら襲われるよりは、マシだ。

　ゴブリンスレイヤーは頷くしかなく、ならばやる事は一つだった。

「腑分けを頼む」

　孤電の術士の手つきは、異様なほどに滑らかで美しかった。

　白い手指の先を赤黒い血で染めながら、彼女は猫のように目を輝かせて手術刀を走らせる。

「肝きも、腎臓の位置も只人とそう変わらないね。もっとも他種族の内臓の位置は知らないけど」

「そうか」

「森人エルフや鉱人ドワーフを腑分けする機会はなくってね。圃人の盗人ぬすっともなかなか縛り首にならないし」

　彼女は慈悲深いほど無造作な手つきでゴブリンの内臓をかき混ぜ、肝を摑み取った。

「打たれれば激痛、刺されれば大出血、奇跡がなくば助からない」

「……前に、腹を刺しても動き続けた小鬼がいた」

　ゴブリンスレイヤーは、以前から疑問に思っていた事を言った。

「あれは何故だ？」

「体力タフネス……いや打たれ強さヒットポイントかな」

　孤電の術士は「実際に見ないと断言はできないが」と慎重に前置きして言葉を紡ぐ。

　短い付き合いだが、彼女はわからないことはわからないと言い、断言しない性質らしかった。

　それはゴブリンスレイヤーにとって、すこぶるありがたい事でもあった。

　不確かな言葉を信じて馬鹿ばかを見るなど、馬鹿馬鹿ばかばかしいにも程がある。

　久しぶりに会う親戚と食事を取るなら裏取りをしろ、とは師の言葉だったか。

「致命傷でも即死はしなかった。あるいは筋肉、脂肪に阻まれて刃が届かなかったか」

「なるほど」

　ゴブリンスレイヤーは愛用──という意識はないが──する剣の刃渡りを指で測った。

　使い捨てる、中途半端な長さの剣だ。戦場で振るうものより短く、予備とするには長い。

　閉所で振るい、小鬼を殺すには足りる代物しろものだが、大型の個体に刺突は避けるべきか……？

　だが斬撃ざんげきよりは確実に殺せる。選択肢から外すのは愚おろかにも程がある。

「狙うならどこだ」

「ええと、ちょっと待ってくれたまえよ」

　料理に注文をつけられたように言いながら、孤電の術士は小鬼の死体をかき混ぜた。

　その手つきを見れば、以前に自分の行った腑分けがいかに粗雑なものであったか良くわかる。

　専門的な知識と技術の有無は、こういった些細な部分でも如実にょじつに現れるのだろう。

　熟達したその動きと言葉を逃さぬよう、ゴブリンスレイヤーは目を凝らし、耳を澄ませた。


「…………うん、腿もも、脇わきの下した、首に太い血管がある。気道も人と変わらないね。そこだよ」



「首……喉か」

　ゴブリンスレイヤーは頷き、考えた。喉を潰す。先も有効だった。効果も一目でわかる。

　同時に、見張りへと投じた短剣が狙いを外した事を思い返す。何をすべきかは明白だ。

「練習が必要だな」

「ふふ。人と変わらず、加えて練習……と言えば」

　孤電の術士は意味深な流し目を、遺跡の薄暗がりの中へと送った。

　男を誘うようなその視線の先には、がらくたのように積み上げられた、何かがある。

　墳墓の副葬品だったろう、錆びて刃毀はこぼれし、刺さったら折れそうな武器の中……。

　つぎはぎだらけの革でできた、何とも不格好なそれは、巣穴の奥で見いだされたものだ。

「鞍くら、とはね」

　ほう、と溜息と共に孤電の術士がもらした言葉を、ゴブリンスレイヤーは無表情に聞いた。

　小鬼の乗り手ゴブリンライダー。

　あのゴブリンどもは、乗騎として狼を飼っていたのだ。

「……やはり、五年前の合戦か？」

「他の種族のやり口を見て真似まねたか、教導されたか。小鬼は騎乗の秘密を盗み出したわけだ」

　彼女は口元を覆う布を取り払い、両手の血を丁寧に拭い、酒精で清めながら落とす。

　そして柔らかな膝ひざの上に頰杖を突き、すうっと目を細めて、ゴブリンスレイヤーを見やった。

「生物は、自身が存在する環境に適応していくものさ」

　その視線は、例えるなら昆虫を眺めるような、どことなく奇妙な目つきだった。


　面白がっている風でもあり、さりとて観察対象がどうなろうと興味はない──……。



「知っているかい？　寒地に暮らす只人は大柄になるんだ。北方の、山向こうの蛮族ばんぞくとかさ」

「……物語では聞いている」

　ゴブリンスレイヤーは、かつて姉が語り聞かせてくれたおとぎ話を思い返した。

　北方の蛮族。勇敢な男。戦士にして盗賊。財貨と玉座を蹂躙じゅうりんし、繰り広げられる冒険の数々。

　手にした剣のみで、奴隷から傭兵、将軍を経へて、やがては王へ至る偉大な男の物語。

　それは彼にとって歴史であり、神話であり、伝説であり、そして御伽噺おとぎばなしだった。

　実際に起こったのかどうかなどは関係ない。誰に馬鹿にされようとも関係はない。

　彼にとって、あの英雄譚えいゆうたんこそが真実だったのだ。

「鋼はがねを奉ずる民だ……と」

「その通り」

　孤電の術士はうなずき、無造作な手つきで前掛けを外し、放った。

　焚たき火びの傍にすとんと腰を下ろした彼女が、自分の傍かたわらへ招くように地を叩く。

　ゴブリンスレイヤーは信じられないような思いで、ぽつりと呟いた。

「知っているのか」

「荒涼たる闇と夜の国。彼の豪傑を知らず、筋肉主義マチスモと笑う者に呪いあれだ」

　そうだと彼は頷き、少し考え、眠り続ける捕虜の傍ら──孤電の術士の対面へと座り込む。

　孤電の術士はそれを見て「良いけどね」と薄く笑った後、魔術師さながらに炎を覗き込んだ。

「これは師匠の……蜥蜴人リザードマンの受け売りだけどね、大昔はひどく寒かった時期があるらしい」

　伝説だよ。孤電の術士は声を出さず、唇の動きだけで、そう囁く。

「小鬼がその時代から存在している以上、きみが言う田舎者は先祖返りなのかもしれないね」

　ゴブリンスレイヤーは、焚き火から離れたところに横たわる死骸へと目を向けた。

　先ほど自分が苦戦の末に葬り去った、巨体のゴブリン──ホブゴブリン。

　それはまるでゴブリンとは思えないような様相であり、改めて考えた事もなかったが……。

「つまり筋力が増しているのは、体格が変化した結果に過ぎない……と？」

「かもね。だから小鬼どもの先祖は、穴蔵で暮らさずに平原を渡る生活をしていたのかも」

　孤電の術士は酒瓶に口づけ、舐めしゃぶるように酒精を口に含み、喉を鳴らして一口飲んだ。

「小鬼とはすべからく、勢力を増せば平原に打って出て、村の略奪に走るもの……だろう？」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸り、そして頷いた。

「時々は」

「そういう意味では、栄養状態も見過ごせない。まともな食生活をしたら、どうなるだろう」

　ゴブリンスレイヤーは押し黙った。

　想像もつかなかった。

　薄汚れた小鬼どもが、只人並に喰らい、只人並の生活を送る。おぞましい光景。

　たとえ混沌の勢力に支配された領地であっても、小鬼は最底辺の雑兵ぞうひょうに過ぎない。

　その立場が覆くつがえるとすればそれは、小鬼が四方世界全ての言葉持つ者に勝利した時だろう。

　ゴブリンが自分で何かを作り出すことはできない──全ては奪うもの、盗むものだ。

「ああ、そうだきみ、魚の体格と群れに関する研究は知っているかい？」

　そして孤電の術士の語りは止まらない。ゴブリンスレイヤーの思考は切り替えさせられる。

「知らん」

　不意に投げられた疑問へ、ゴブリンスレイヤーは素っ気なく言った。

　別に慌てふためくこともない。謎掛けの最中に石を投げつけられるよりはマシだ。

「聞いたこともない」

　まあ、無理もない。孤電の術士は頷いて、私も師匠から教わったんだ、と続けた。

「群れで暮らす小魚、一匹で暮らす小魚、大きくなるのは後者なんだ」

「……当たり前のように聞こえるが」

「その『当たり前』を調べるのが学問だよ。当たりの前で止まっては、当たらないだろ？」

　どこか得意げに孤電の術士は語った。豊かな胸を反そらして、笑みを浮かべて。

「過密した群れでは成長は滞り、糞で水は汚れ、魚は苛立いらだち、共食いも平然と始まる……」

「……」

「まさにゴブリン。そういうことさ」

　ゴブリンスレイヤーは押し黙ったまま、焚き火の薪が音を立てて崩れるのを見た。

　孤電の術士が、鉄兜の奥を見透かすようににやにやと視線を突き刺してくるのを感じる。

　だが、それが何だというのだ。ゴブリンスレイヤーは言った。

「……お前の語り口は、随分と奇妙なように思える」

「言ったろ、師匠が蜥蜴人でね。蜥蜴人流さ。つまり、立派な異端学徒なのだよ、私は」

　孤電の術士は、炎へ酒瓶を透かし見ながら、瓶の口から伝う雫を舐めとった。

「でも、蜥蜴人は記録なんて遺のこしたがらないから。私が覚えておこうと思ってさ」

　圃人は好き勝手に書くし、鉱人は話したがらず、森人は「当たり前」で止まっている。

　不死イモータルの魔術師は自分用の覚え書きで済ませてしまうし、脳が腐っているんだ。

　彼女が苦笑混じりに愚痴を言うのに、彼は短く「そうか」とだけ相槌を返す。

「竜に至っては、記録せずとも記憶できるからね。あれは死なないし、忘れないから」

　ゴブリンスレイヤーは手近な棒で焚き火をかき混ぜ、「そうか」と言った。

　孤電の術士は「そうとも」と言って、くつくつと喉の奥で笑った。

「竜は蓄財するもの。知識とてまた同じく宝。無償で人に分け与えるわけもなし」

　孤電の術士は一人、歌うように口ずさむ。火花が弾け、音色ねいろを添える。

　──知は宝なり。

　見るが良い、今こうして洞窟どうくつの中にいる賢人を。

　書物の一頁いちページを綴つづるために、果たしてどれほどの賢人魔術師が知を振り絞る事だろう。

「さりとて殺せば知識は消える。竜の頭の中から盗むなど、忍びの者とてなせぬもの」

　ゴブリンスレイヤーは、ふと自分の師である圃人の老人を思い返した。

　──なんでゴブリンに殺されるようなクズに、わざわざ教えなきゃならねえんだ!?

　師はそう言って、不出来な己おのれの頭をひどく打ち据えたものだ。

　学もなく、無邪気に勝てると信じてる馬鹿者に、与える宝などありはしない。

　もしや孤電の術士の師たる蜥蜴人とは竜なのではないかと、ふと思う。

　だがそれ以上に興味もなく、彼はそれを問おうとなどとは考えもしなかった。

「仮に竜から知識を分け与えられる機会があるとして……」

　彼女は僅かに頰ほおを赤らめていたが、それが酒精か、炎の照り返しか、区別がつかない。

　だけれど瞳はどこかとろりととろけたようで、ゴブリンスレイヤーの兜を見ていた。

「それで小鬼の知識なんてのを求める奴は、本当に『何か変なの』だけさ」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは言った。そしてまたしても会話が途絶えた。

　焚き火は弾け、薪がまたしても崩れた。耳をそばだてる。小鬼の足音はしない。

　聞こえるのはくぐもった自分の呼吸音と、彼女の穏やかな吐息の音。眠れる娘の寝息。

　感じるのは腐敗した汚物と血と臓物に混じる、甘い林檎の香り。

「ま、調べるべきは生態、習性、由来、亜種、生息区域、知覚、知能、文化くらいかな」

　やがてそんな沈黙を断ち切るように、孤電の術士はあっけらかんと明るく言った。

「私はこれ以上、自分で調べる気はないけどね。たとえば……言葉とかさ。ゴブリン語……」

　あると思う？　孤電の術士がここ数日で幾度も繰り返した、からかうような問いかけ。

「ある」

　ゴブリンスレイヤーは断言した。迷うことはなかった。

「確かかな？　鳴き声かもしれないぜ。ゴブゴブ言ってるのが、会話に聞こえるだけかも」

　聞かれるまでもないことだ。そんなことは五年も前から知っている。

「奴らが捕虜を指差し、嘲るところを見た」

「つまり、ゴブリンには冗談という文化があるわけだ」

　孤電の術士は、またも生徒をほめる教師のような口振りで、うれしそうに頷いた。

　ゴブリンスレイヤーは彼女の言葉の意味を解しかねて、むっつりと黙り込んで見返す。

　兜の面頰を透かしての視線に孤電の術士は頓着とんちゃくした様子もなく、よく回る舌で言葉を続ける。

「どうしたい？　新発見じゃあないか。きみの知りたがっていたゴブリンの知識だぜ」

「……そうなのか」

「そうさ。怪物に限らないが、研究っていうのは本来──地道な実地調査の積み重ねだよ」

　竜の書ドラコノミコン、悪魔の書デモノミコン、変り種なら鼠人の書スケイブン。

　指折り数えた孤電の術士は、物珍しいものを見た子供のように息を吐いた。

「きみ、そのうち『殺しの手引きスレイヤーズガイド』が書けるぜ？」

「興味がない」

　ゴブリンスレイヤーは、やはり迷うことなく言った。

　何故？　孤電の術士が、唇を動かして囁く。

「小鬼の源流ルーツを突き止め、広めたら、小鬼殺しも捗はかどるだろうに」

　彼は当の昔に思い定めたことを、平然と答えた。

「そんなことをしている間に、ゴブリンは村を滅ぼすからだ」

「──」

　今度は孤電の術士が黙り込む番だった。

　ゴブリンスレイヤーには、彼女が言葉を失ったようにも見えた。

　だけれど彼の答えは決まっている。五年前、いやそれよりも、ずっと前から。

「それにゴブリンがどこから来るのかは知っている」

　ゴブリンスレイヤーは言った。

「緑の月だ」

　彼はそう言い切った。姉の言葉を思い出す。姉は間違えたりなどしなかったはずだ。

「そう、教わった」

「……」

　孤電の術士は、すぐに答えなかった。

　彼女は酒精を呷あおり、口元を拭い、炎から目を逸そらすように顔を俯うつむかせる。

「界渡りプレインズウォーク、ね」

　謎めいた言葉だった。魔術師の言葉はすべからくそうだ。

　そして彼女はひどく強張った──どこか無理やり、作ったような笑みを浮かべた。

「それは作り話、子供のしつけの話。笑い話のたぐい。……だろう？」

「俺は笑わん」

「……」

　それっきり夜が明けるまで、会話はぷっつりと途絶えた。

　孤電の術士は何一つとして言葉を喋しゃべることはなく、彼もまた話しかけなかったからだ。

　やがて、朝日の最初の一束が遺跡の入口から投げ込まれた。

　白い光が蛇へびのように自分の足元まで這はい進み、ゴブリンスレイヤーは立ち上がった。

　ゴブリンの残党はいない。皆殺しにした。後は村に戻り、娘を預け、帰るまでだ。

　娘を背負ってゴブリンスレイヤーが歩き出すと、孤電の術士は無言のままに後へ続いた。

　遺跡の外へ出ると、木々の枝葉の隙間を縫い、陽光が針のように目に突き刺さる。

　鉄兜の庇ひさしの奥で目を細めたゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと森の中へ足を踏み出した。

「久遠くおんの闇さ」

　その背を追うようにして、不意に孤電の術士がぽつりと言った。

「この卓テーブルの最果て、虚無の向こう、永遠の彼方、永劫えいごうの探求」

　ゴブリンスレイヤーには、彼女が何を言っているのかまるでわからなかった。

　その口調がどこか寂さびしそうだった事についても、特に興味は覚えなかった。

「まあ、旅は道連れ……とはいえ、誰も彼も同じ場所へ行くわけでもなし、か」

　だからそんな会話も、特に覚えようとは思わなかった。
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「……うー」

　面白おもしろくないなどと言ってはいけないのは重々承知だが、思わず口から息が漏もれてしまった。

　昼下がりの冒険者ギルド。昼食休憩明けの気怠けだるげな、弛緩しかんした空気が漂う中での事である。

　受付の上に突っ伏していた受付嬢がぽつりと漏らした言葉を、隣の同僚が耳聡みみざとく聞きき咎とがめる。

「なになに？　なんの話？」

「何の話でもないですよ」

　至高しこう神しんの信者だというわりに、彼女は目を輝かせて身を乗り出してくる。

　おもちゃにされるのはごめんだ。

　受付嬢がぷい、とそっぽを向くと、彼女は「ははん」と笑った。

「お気に入りの新人さんか！」

「う……」

　図星だった。

　よもや直感インスピレーションの奇跡でも使ったのではあるまいかと思うほど。


　あれは知識神の奇跡だったように思うのだが──……。



「最近、ご無沙汰ぶさたなのかなあ？」

「……なんですか、その言い方」

　にまにまと猫のように──それも鼠ねずみをいたぶる時の──笑う同僚に、唇をとがらせる。

　それではまるで、彼が通ってくるのを自分が心待ちにしているみたいではないか。

「ま、良いんじゃない？　冒険者さんには冒険者さんの人生があるわけだし」

　同僚は笑う。どこで戦い、どこで死ぬか。自分の意志で選ぶ権利は向こうにある。

　受付嬢は「わかってますよ」とますます唇をとがらせた。

「依頼はいつも通り完璧かんぺきですし。最近は魔法使いさんの手伝いで忙しいみたいですけど」

「ああ、それかぁ」

　──致命的な失敗ファンブルだ。

　にんまりと深まった友人の笑みに、受付嬢はぽろっと漏らした言葉に内心頭を抱えた。

　別に、そう、気にすることはないはずなのだ。

　冒険者が色々な仕事を受けたり、ひいきの依頼人がいたり。喜ばしいことではないか。

　ただ、それが、こう、なんというか。

　──もやもやするんですよね。

　孤電の術士アークメイジ──街外れの水車小屋に住む偏屈な魔術師。あるいは賢者。
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　彼女が研究の助手として彼を雇い、彼が足しげく小屋に通っていることは知っている。

　というか、そういう依頼を斡旋あっせんしたのは自分だ。自分なのだ。なのだけれど。

　──お似合いじゃねえの？

　そんな噂うわさが耳に入ると、何故なぜだか胸がもやもやする。

　明日をも知れぬ冒険者。恋愛だ猥談わいだんだ、くだらない噂話だのは貴重な楽しみの一つ。

　無責任に言い合うのも当然のことで、いちいち気にしていたらどうしようもない。

　おまけにそもそも自分が魔女を通じて紹介したにもかかわらず、だ。

　自分のあまりの身勝手さに心底嫌気が差す。いや、だいいち自分と彼は何の関係もない。

　そう、ただの冒険者と、冒険者ギルドの受付嬢でしかないのだ。

　それが何かこう、どうこう考えて悩んで不満をため込むなど、一方的過ぎるにもほどがある。

　──そりゃあ……。

　ゴブリンスレイヤー。そう呼ばれる冒険者は偏屈で、ゴブリンゴブリンばかり言っている。

　何か変なの。そう呼ばれるのも仕方ないなと、受付嬢も思う。

　そんな人物と、多少なり顔なじみになって会話している自分は、少数派だろう。

　にもかかわらず出会って間もなく懇意こんいにしてる孤電の術士──彼女は、どんな人物なのか。

　ギルドから怪物辞典モンスターマニュアル改稿依頼がされているとは聞いたことがある。

　さる高名な魔術師の弟子だ、とも聞いたことがある。

　何かを研究している、追いかけているというのは確かだろう。魔術師はだいたいそうだ。

　だが死人の夏を終わらせた十二の騎士にまつわる天秤てんびんに執心だという噂……は眉まゆ唾つばだろう。

　天秤それ自体はありふれた品に過ぎない。それを見出みいだした騎士たちが優れていただけの事。

　まだ始祖の極楽鳥を探し求めているなどという話の方が信憑性しんぴょうせいはあった。

　いずれにせよ、受付嬢は彼についても何も知らず、彼女についても何も知らない。


　胸の中のもやもやを整理するに、それが一番の原因なのだろう──……。



「まあ、健全健全」

　同僚はそんな自分の有様ありさまを見て、けらけらと笑いながら背中を軽く撫なでてくれた。

　何がですか。突っ伏したまま顔を横に向け、目線だけで抗議する。

「私たちは『ようこそ冒険者ギルドへ。何のご用ですか？』って言うだけじゃないってこと」

「でも、そういう仕事ですよ？」

「お仕事してるのは生きてくためでしょー？」

「それは、まあ、そうですけど」

「なら楽しくやらなきゃ損じゃない。悩んだり恋したりすれば良いのだ」

「恋って……」

　思わず受付嬢は苦笑いした。同僚は──この友人は気が早すぎると思った。

　──早すぎる？

　そんな思考が頭に過よぎって、受付嬢はさっと自分の頰ほおが赤らむのを感じた。

　彼女は自分の抱く想おもいに、まだ名前もつけられないのに。

「──失礼」

　その時だった。

　からんと扉の開く音がして、歩くような速さでギルドへと滑り込んできた人がいた。

　受付嬢は目を瞬またたいた。

　薄汚れたローブで顔を隠し、景色から切り取られたように浮かび上がる──不思議な存在感。

「ちょっと、頼みたいことがあるんだけどね。近いうちに必要になるかもしれないから」

　孤電の術士からそう言われて、受付嬢は思わず「はい？」と頷うなずいていた。
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「出かけてくる」

「あ、うん……」

　もう？　そんな言葉を牛飼娘は飲み込んで、夜明けの薄闇うすやみへ去っていく彼の背を見送った。

　またも会話なし。朝食もなし。もちろん夕べの食事だってなしだ。

　──帰ってきてくれる、ようになったのは良いんだけど……。

　牛飼娘は物憂げに溜息ためいきを吐いて、その豊かな胸を押し潰つぶすように食卓へと突っ伏した。


　たまに部屋で寝てくれる。出会ったばかりの頃と雰囲気も変わった気がする。けど──……。



　──勝手に色々押し付けるのは、迷惑かなぁ。

　そんな風に思ってしまうのは、致し方ないところだろう。

　やはり、何かがおかしかった。

　致命的な部分──彼はただ冒険者になったわけではないのではないか、という。

　牛飼娘とて、ギルドには赴おもむく。だからこそ耳に入る言葉もある。

　ゴブリンスレイヤー。

　小鬼を殺す者。

　どうして？　などと問うまでもなかった。

　聞きたいことは、どうしてあげれば良い？　だ。

　思い出すのは、馬車に乗って村を離れる時、振り返って見た景色。

　夕方、彼と言い合って泣かして、泣いてしまった時。

　もう酷ひどくぼやけてしまって、細部が曖昧あいまいな父と母の顔。

　空からっぽのまま地面へと埋められる棺ひつぎ。

　その記憶の中にゴブリンによって故郷が滅ぼされる光景は、ない。

　ないのだ。

　ただぽっかりと、がんばって作った砂の城に水をかけられたような、そんな空白だけがある。


「…………はぁ」



　お節介、なのだろうか。

　牛飼娘はごろんと頭だけを転がして、台所の方を見た。

　鍋にはたっぷりのシチューが入っていて、温められる時を待っている。

　あの時、彼がぼろぼろになって帰ってきた時は、喜んで食べてくれていたと、思う。

　願望かもしれない。思いたい、のか。

「……わかんない、なぁ」

　彼のことも。冒険のことも。

　そんな事を考えている間にも、夜が明けていく。

　窓の外の光は白く変わり、そろそろ伯父も起きてくる頃だろう。

「……伯父さんの朝ご飯の準備、しないと」


　──恋人でもできたのかもしれんな。娼婦しょうふに入れ込んだりなんかも──……。




「…………！」



　ふと過よぎった伯父の言葉に、彼女はバンと食卓を叩たたくようにして身を起こした。

　顔が熱い。とても熱い。きっと真まっ赤かだろう。牛飼娘は頭をふるふると横に振った。

「か、顔、洗ってこよう……！」


　勢いそのまま、彼女は玄関から飛び出し、そして──……。



「……あれっ？」

　見慣れぬ物を見かけて、ふと足を止めた。

　壊れているから早く直さないとなと思っていた柵が、荒っぽく、応急処置が施ほどこされていた。

「……？」

　牛飼娘は少し考えたが、伯父が直したのだろうと思って、すぐに井戸に向けて走り出した。
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　いつもと同じ場所に、同じように、その小屋はあった。

　ぎぃぎぃと音を立てて水車が回り、煙突からは煙を吐いている。小さな家。

　朝靄あさもやが牛乳を流し込んだように漂う中、ゴブリンスレイヤーは無造作に戸口まで歩み寄った。

　がつがつと乱暴にノッカーを叩くと、奥から「上がってくれたまえ」と声が響く。

　ゴブリンスレイヤーは扉を開け、積み上げられた本で薄暗くなった部屋へと足を踏み入れる。

　がらくただと一目でわかるが用途のわからぬ品の山を崩くずさぬよう、奥へ奥へ。

「ああ、すまないね。手が放せないんだ」

　孤電の術士アークメイジは、そんな穴蔵の一番奥で、机に向かってしきりと手を動かしていた。

　指先が魔法のように閃ひらめいて札を繰り、めくり、向きを変え、裏返し、束たばねて山に重ねていく。

　様々な怪物や風景の描かれた絵札を、彼女は手妻てづまか何かのように操あやつっていた。

「林檎酒シードルを持ってきた」

「ああ、その辺に置いておいてくれたまえ」

　こちらを見もせずに言われた言葉に、ゴブリンスレイヤーは酒瓶さかびんを適当なところへ置いた。

　空になった瓶が足下にはいくつも転がっていて、ふわりと甘い香りが漂う。

　林檎りんごと薬の混じった、彼女の匂においだ。

「それと、頼まれていた品だ」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうを漁あさり、麻の小袋を引っ張り出した。

　袋の口はきつく縛られていたが、部屋の中にかすかな異臭が混じり始める。


　もっともそれを言えば、薄汚れた格好をしている彼のせいかもしれないが──……。



「小鬼どもの糞だ」

「ああ、その辺に置いておいてくれたまえ」

　酷く素っ気ない態度だったが、特に気にも留めずに彼は頷うなずき、袋を適当なところへ置いた。

　ここ数日はいつもの事だ。

　モンスターマニュアルにおいて小鬼について割ける紙面は少ない。

　だがそれは「調べないで書いて良い」わけではない──と彼女は言った。

　小鬼にまつわる品を回収し、届ける。報酬をもらう。

　どこに置いたか言わずとも、次に訪れるとその品はなくなっている。問題はないと彼は思う。

「報酬は？」

「ああ、うん。そうだな」

　曖昧な相槌あいづち。ゴブリンスレイヤーは続く言葉を、辛抱強く待った。

　しばらく彼女の小さな背中を見ていると、不意に「ああ」と思い出したように声があがった。

「その辺にある巻物、持って行って良いよ」

　いらない物を投げつけるような言葉だったが、彼は「わかった」と応じた。

　言われた通りに「その辺」を見れば、なるほど、丁寧に巻かれた巻物がいくつも積み重なっている。

「どれでも良いのか」

「どれでも良いよ」

　ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と少し考え、山を崩さぬよう一番上の巻物を適当に摑つかんだ。

　羊皮紙だろうか。単純な装丁そうていがなされ、奇怪な結び方をされた飾り紐ひもで封じられている。

　いわゆる魔法の巻物スクロールだろう。ゴブリンスレイヤーも、実物は初めて見た。

「これは？」

「中身については、街の魔法使いに適当に聞いて」

　それっきり、孤電の術士は彼のことを意識の外に追い出してしまったようだった。

　次々に札が翻ひるがえっては卓上を踊り、くるくる表裏と位置が入れ替わり、やがて重ねられていく。

　ひらめく彼女の指先に、あの灯の指輪が輝いている。内から、燃えるように。

　ゴブリンスレイヤーはしばらくそれを眺めていたが、暇いとまを告げて部屋を後にした。

　扉を閉める間際まぎわ、奥から「じゃあね」という声が聞こえた。挨拶あいさつだったのだろう。

　おそらくは。
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「……な、に？」

　酒場を訪れたゴブリンスレイヤーへ投げかけられたのは、素っ気ない魔女の言葉だった。

　片隅の席で壁に杖つえを立てかけ、優雅に足を組んで座り、気怠けだるげにくつろぐ姿。

　やはり目に留まるものなのか、ちらほらと他ほかの冒険者から視線が向かう。

　新人、それも単独で女性の魔術師ともなれば、声をかけようとする冒険者も多いのだろう。

　だがそんな彼らの目も、対面に立つ薄汚れた鎧姿よろいすがたを認めると逸そらされてしまう。

　魔女はどこか落ち着きなく髪をいじり、視線を帽子の鍔つばで隠しながら、彼を見やった。

「ま、た……鑑定……かし、ら？」

「ああ」とゴブリンスレイヤーは頷いた。そして少し考えてから付け加えた。「頼めるか」

「……そ、ね」

　つい、と美しい手が伸ばされる。見せて、という事なのだろう。

　ゴブリンスレイヤーは雑囊から先ほど受け取ったばかりの巻物を取り出し、手渡した。

「あの……人、か……ら？」

「そうだ」

「そ……」

　魔女はこくりと頷くと、くるくると掌中で巻物を回して、ほう、と気怠げに息をもらした。

「……あの、人。変わって……る、でしょ？」

　ゴブリンスレイヤーは答えなかった。

　彼は答えられるほど、人というものを知らなかった。彼女を知らなかった。

　だから少し考えた後で「そうか」と短く言った。魔女は頷く。

「とて、も……と、ても。……ね」

　巻物を卓上に置いて、彼女は服の内側から長なが煙管きせるを取り出した。

　そして優雅な手つきで火打ち石を叩いて、火を入れる。

「ああ、なれる……人。少ない、の。ことわり……の、外。そこは、とても、怖い……から」

　ふわりと甘ったるい煙を漂わせながら、魔女は言った。

「知らないから……で。見に、行ける人……は、すごい……わ、ね」

　ゴブリンスレイヤーには、やはり何を言っているのかわからなかった。

「それで、何の巻物だ」

「ふ、ふ。……これ、ね」

　魔女はつい、と爪つめの先で巻物をそっと突いた。

「《転移》の……巻物、ね」


「…………ふむ」



「白紙。……掘り出し、物」

　それは冒険者が予算の足しに売り払う巻物の中で、特別に残しておきたがる逸品いっぴんだった。

　失われた《転移》の呪文じゅもんを誰だれであれ行使可能な、まさに魔法の品マジックアイテム。

　魔神の塔だろうが、大魔術師の地下迷宮だろうが、一瞬にして脱出できる。

　一つあれば命が救える。帰ってくればまた挑める。その機会こそが値千金。

　ましてや駆け出し冒険者にとっては、使うにしろ売るにしろ、夢のような品物だ。

「……そうなのか？」

　いまいち理解していないゴブリンスレイヤーへ、彼女は「そ、ね」と呟つぶやいて、言葉を繫つないだ。

「行き先、書けば……どこ、でも行け、る。……この世の、中……だけ、ね」

　でも、考えて使わないといけない。魔女はくつりと笑みを零こぼした。

「海の底……遺跡、行こうとして、ね？　繫いで……水に、おぼれたり、流され、たり」


　何とか門へ飛び込んでも、潰されてしまったり──……。



　別に《転移》に限った話ではない。考えなしが魔術を扱えば、何であれ死ぬものだ。

　知性が足りていない者が魔術師になれないというのは、つまるところ、そういう理由だ。


　手持ちの札、使うべき時、何が起こるのか、考え、予測し、結果を導き──……研鑽けんさんを積む。



　賢者の学院、象牙の塔に真理なしというのも極端な意見ではある。

　知識と経験は、知性の両輪だ。どちらが欠けていても成り立たない。

　故ゆえにこそ、実践を求めて未熟な魔術師が世に出るのは、当然の事だった。

　知らなければならない。何もかも。全すべてを。故に未知の領域へ踏み出す。

　それは誉められこそすれ、嘲あざけられるような事ではないはずなのだ。本来は。

　ゴブリンスレイヤーは、魔女もそんな一人なのかと考えた。だが、わからなかった。

　他の誰かの来歴ライフパスなど、むやみやたらと興味を持つものではないだろう。

「……それ、で。ど……するの？」

「どうするとは」

　不意に問われた言葉に、ゴブリンスレイヤーは鸚鵡返おうむがえしに問い返した。

「行き、先……。書かないと、使え……ない。から？」

　魔女の瞳ひとみが揺れた。鍔広の帽子で隠れていて、滲にじみ出た表情はわからなかったが。

「行き先……」

「そ」

　魔女は煙管をふかし、甘い匂いを自分に纏まとわせるように煙を吐いた。

　同時に、歌うような言葉が宙ちゅうに漂う。


「ここではないいつか。今ではないどこか。窮極きゅうきょくの一。至るための扉────の、まがい物」



　言葉がまるで宙を踊るように、煙とともに漂って、消えていく。

「だ、から……行き先を、書かない……と。……ね」

「……」ゴブリンスレイヤーは低く唸うなった。「わからん」

「そ……」魔女は長い睫毛まつげを揺らして瞬またたいた。「売る、の……？」

「それもわからん」

　ゴブリンスレイヤーは短く言って、ゆっくりと首を横に振った。

「考えて、決める」

　魔女が頷き、そっと巻物を差し出してくる。それをゴブリンスレイヤーは手で制した。

「俺おれには巻物に、呪文だのを書き込む技能がない」

　預かっておいてくれ。そういうことなのだろう。

　魔女は少し考えた後、巻物を受け取って、その豊かな胸元むなもとへと押し込むようにしまう。

「依頼できるのか」

「すこ……し……時間、が。かかる……か、も？」

「そうか」

「これから、冒険デート……な、の」

　ゴブリンスレイヤーは繰り返して「そうか」と頷いた。

　そして謝礼に前金で金貨を数枚置いて、その場を後にした。
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「あなたは」

　受付嬢はぎこちなく顔に笑顔を貼はり付けて言った。

「素晴らしい冒険者だと評判なんです」

「本当ですか!?」

「ええ、将来有望で見所がある、と。もっぱらの話で……」

「いやあ、そうか！　やったぜ……！　見てくれてる奴やつぁ見てくれてるんだな！」

「それで、是非ともあなたと一党を組みたいと仰おっしゃってる方がいるのですけれど」

「どんな奴……いや、どんな人で!?」

「あなたの力量に見合った、才能ある魔法使いの方なんです。ほら、以前に臨時で……」

「ああ、あの魔女の……！」

　槍やりを背負った軽装の冒険者は、すぐにそれと思い至ったようだ。

　良かった、と受付嬢は内心で胸をなで下ろす。頰ほおが痙攣けいれんしている。まだ崩せない。

「どうでしたか、彼女。良い冒険者さんだったでしょう？」

「ええ、もちろん！」と槍使いは胸を反そらした。「腕っこきの魔術師だったと思いますよ！」

　それがどこまで真実なのか、受付嬢にはわからない。

　実際の冒険というものを、彼女は目まの当あたりにしたことがない。

　紙とペンによるものが、彼女の戦いで冒険だからだ。

　──そして交渉、ですね。

　受付嬢は頑張って頰をつりあげ、ひくつかせながら言った。

「それで、どうでしょう。よろしければ、また彼女と一党を組んで頂けませんか？」

「任せてください！　もう、俺に魔術があれば虎とらに翼！　失望なんかさせませんよ！」

　頼られたことがうれしいのか、槍使いは満面の笑みを浮かべて何度も頷く。

　そこに打算の陰は見えない。

　受付嬢も「よろしくお願いします」と頭を下げた。少し申し訳なくも思う。

「では！」と一礼すると、いても立ってもいられないのか、颯爽さっそうと槍使いは駆け出していく。

「あ、彼女、酒場にいると思いますよ！」

　その背に声をかけると「はふ」と受付嬢は息をもらし、そのままカウンターへ突っ伏した。

　噓うそは言っていない。何一つ噓は言っていない。

　槍使いが好評価なのは事実。腕利うでききなのも事実。魔女が組みたがっているのも事実。事実だ。

　思わず「もにゅ」と両手で頰を揉もんでしまう。作り笑いばかりで、何とも疲れてしまった。

　あの槍使いはともかくも、軽薄な冒険者に口先ばかり立つ者は多いからだ。

　巧妙に立ち回り、人によく思われるよう動き、責任と苦労を避け、楽して利益りえきをかすめ取る。

　別にそれは誰にだってある側面で、咎とがめられるものではない。


　それを格好良いと思うのは自由だけれど──……。



　──私が好感を持つかどうかも、自由ですよね。

　ただ、あの槍使いの冒険者は、実績がある。信用もしたい。態度を抜きにすれば、だ。

　でなくば、こんな風に気を回したりはしないのだから。

「お疲れ？」

「……はい」

　隣の席に座る同僚が、苦笑い気味に声をかけてくれた。

「まー、冒険者もいろんな人がいるからねー。いちいち気にしない方が良いよー？」

「それは……わかっているのですけれど」

　結局、お仕事なのだと同僚は言う。

　好ましい冒険者だろうが、嫌いな冒険者だろうが、いずれは死ぬかもしれない。

　神々の骰子サイコロは等しく平等であり、故に個人の努力の有無が可能性を左右する。

　だからこそ、請われた時以外は無闇むやみに関かかわるものではない。


　我々は、それほど偉い立場にあるわけではないのだ──……。



　それは冒険者ギルドの職員として、最初に教わることの一つだ。受付嬢も理解はしている。

　──しているつもり、なんですけどね……。

「……お茶、淹いれてきます」

「やたっ！　わたしのもお願いねー」

　ちゃっかりと自分の分も要求する同僚に「はいはい」と頷いて受付嬢は立ち上がった。

　カウンターに離席中の札を下げて、奥へと引っ込んだ。


　自分で沸かしたって良いのだが──……。



　──ちょっと横着、しちゃいましょう。

　酒場の厨房へ顔を出し、お湯を分けてもらう。圃人レーアの料理人は気前が良い。

　そうして茶葉が開くまで待ち、お気に入りのカップへと注そそぎ、彼女はそそくさと受付へ戻る。

「はい、どうぞ」

「わぁい！　ありがとう！」

　嬉々ききとしてカップを受け取った同僚が「お茶請けはー？」と要求するのを無視。


　受付嬢は自分の席につき、そっとカップに口づけて──……。



「あ！」

　かちゃりとカップをソーサーに置いて立ち上がった。

　ギルドの雑踏、その向こうからこちらへずかずかと近づいてくる黒い影。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜てつかぶと。腰には中途半端ちゅうとはんぱな剣を帯び、腕には小振りな円盾まるたて。

　ゴブリンスレイヤー。

　そう呼ばれるようになった、一人の冒険者だ。

　歩み寄る彼へ、受付嬢は小さく腰の辺りで手を振り、同僚に気づいて顔を赤らめた。

「え、えっと」と姿勢を正し「きょ、今日はどうされました？」

「ゴブリンだ」

　短い一言。いつも通りの言葉だ。受付嬢は先ほどと違う理由で、頰がひきつるのを感じた。

「でも、この間もゴブリン……でしたよね」

　確か……と書類をめくるまでもない。

　彼はゴブリン退治以外の依頼を、ほぼ請けていないのだから。

　そうでなくば、ゴブリンスレイヤーなどと呼ばれることはあるまい。

「そろそろ他の依頼はどうです？　えっと、マンティコアとか……！」

「いや」と彼は首を横に振った。「ゴブリンだ」

　ううん……。受付嬢は悩ましげに唇を尖とがらせた。

　最近、あの魔術師さんの所へ通っているから、少し変わったようにも考えたけれど……。

　やがて彼女は諦あきらめたのか深々と息を吐き、「わかりました」と頷いた。

「じゃあ、ちょっと見てみますね。……あ、よかったらお茶、どうぞ」

「ああ」

　幸い、まだカップに口をつける寸前だった。受付嬢は紅茶を差し出し、すぐに書類をめくる。

　世にゴブリン退治の依頼は尽くまじ。

　冗談混じりに「新人冒険者一組に対して小鬼の巣穴一つ」と言われるほど、その数は多い。

「あの、こちらに……えっと、今日は二つですね。ありますけれど」

「両方とも請ける」

　依頼書を見もせずに断言されて、また受付嬢は苦笑いを浮かべた。

　けれど冒険者がゴブリン退治を引き受けるというのなら、それを拒否することはできない。

　だいいち、彼は仕事をきちんとこなしてくれるのだ──あの槍使い同様に。

「では、俺は行く」

「あ、はい！　気をつけていってらっしゃい！」

　手短に手続きだけを終え、来たとき同様にずかずかと立ち去るゴブリンスレイヤー。

　その背を見やった同僚が「愛想ないね」と苦笑い。

　受付嬢も「そうですね」と同意する。


　雑談なし。必要なことだけ。そしてやるべきことはやる。それに──……。



　──カップは、空っぽ……ですか。

　鉄兜ごしにどうやって飲んだのか知らないが、それが何だかとても嬉うれしくて。

「……ふふっ」

　受付嬢は午後から夜まで、うきうきと機嫌よく職務に当たったのだった。
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「ＧＯＲＯＯＧＯＲＯ!!」

　叫び声をあげて飛びかかってくるゴブリンを、「ふん」と盾で受け止め、弾はじく。

　個体でそう飛距離が変わるわけでもない。洞窟どうくつの天井てんじょうから覗のぞく根を摑んだとしても。

　故に学べば予測は可能だ。

　ゴブリンスレイヤーは盾で叩き落とした小鬼へ覆おおい被かぶさり、喉のどを突く。

「ＧＯＢＧＲＧ!?」

「三」

　血を噴き出し、がぼがぼと溺おぼれながら息絶えるゴブリンを見下ろし、彼はそう言い切った。

　特別なゴブリン退治などそうあるわけもない。

　さして特筆することもなく、彼が訪れたのは農村の近くにできたというゴブリンの巣だった。

　孤電の術士を訪れ、ギルドに顔を出し、食料を調達し、出発。村で挨拶を交わし、洞窟へ。

　巣穴に踏み込んだのは夕暮れ時で、ゴブリンスレイヤーは小鬼どもの抵抗を覚悟していた。

　夜の闇やみは、祈らぬ者どもの領域だ。

「……ふむ」

　しかしゴブリンスレイヤーは殺したゴブリンの死体を蹴飛けとばし、隅に寄せながら独りごちる。

　どうにも、思いの外ほか、見張りの数が少ない。

　──ゴブリンどもは夜に動くものではなかったか。

　闇を見通す目を持ち、夜陰やいんに乗じて村を襲い、家畜や作物、娘を攫さらう。

　それがゴブリンだ。子供でも知っている。だが……。

「……」

　だからか？

　彼はふと、直感のように閃いた考えに、「いや、まさか」と首を横に振る。

　憶測で物を断じてはいけない。

　観察し、確認しろ。地道に積み重ねろ。そう教わったではないか。

　彼は喉笛のどぶえに突き立てた刃を抜き、ゴブリンの腰巻で血を拭ぬぐって構え直した。

　腰を深く落とし、一歩ずつ慎重に慎重に歩を進めていく。

　汚物を除けば虫や蝙蝠こうもりの糞はなく、それはおそらく、奴らの食事となったためだろうと思えた。

　さほど大きくない洞窟である。松明たいまつが一つ燃え尽きるよりも早く、彼は目的の部屋へ達した。

「やはり」

　思わず、声が漏もれた。先ほどの直感は正しかったのだ。

　──寝ている。

　そこは、ゴブリンの寝室──用途だけを言うなら──だった。

　洞窟の奥まった空間に、ゴブリンどもが五、六匹、床に寝転がって高いびきをかいている。

　──ゴブリンにとって、今は「明け方」か。

　冒険者どもが昼に踏み込むことを、ゴブリンどもはいつからか認識しているに違いない。

　ならば「真夜中」を警戒するのは当然のこと──人とて同じだ。夜警は重要な役目。

　だが、「早朝」なら……どうか。

　──勤勉なゴブリンなどいない、か。

　少数の見張りも寝ぼけ眼。役目を押し付けた残りのゴブリンは夢の中。

　わざわざ早く起きて仲間のために労苦を惜しまず働くなど、小鬼には思いもよらないだろう。


　言葉持つ者でなくば──……ゴブリンなどには──……。



　ふと、脳裏のうりに誰かの顔が過った。あの娘。今日も待っているのだろうか。牧場で。朝まで。

　彼は松明をそっと地面に置くと、剣を逆手さかてに構え、そっと広間へ足を踏み入れた。

　そして手近な一匹の口元に手を回すと、同時に喉笛へ刃を突き立て、抉えぐった。

「ＧＢＢＧ!?」

　カッと目を見開いた小鬼が何か叫ぼうと口を開くが、漏れ出てくるのはがぼがぼと濁った音。

　それさえも手で押さえ込まれては声にもならず、やがてぐたりと弛緩しかんして息絶えた。

「……四」

　音を立てず、気づかれず、起き出さぬよう、静かに迅速に行動を続けねばならない。

　息を殺し、足音を殺し、ゴブリンスレイヤーは慈悲深いほど機械的にその作業へ没頭した。

　神経のすり減るような行為だ。故にこそ、淡々と作業として繰り返す必要があった。

　気をつけるべきことに気をつけ、それ以外には意識を向けない。それで消耗を防げる。

「五つ……か」

　また一匹、ゴブリンスレイヤーはゴブリンを屠ほふった。


　手応えが酷く、剣の刃が血脂で鈍ったのを検あらためた彼は舌打ちとともに剣を捨て──……。



「ＧＯＢＢＧＲ……」

　不意に広間の隅で蠢うごめくものを認め、ゴブリンスレイヤーは咄嗟とっさに剣を投げ打った。

　闇を切り裂いて飛んだ刃は、ドッと鈍い音を立ててゴブリンの喉に食い込み、その命を奪う。

　夢と現うつつの区別もつかぬまま、そのゴブリンは仰向あおむけに崩れ落ち、そして死んだ。

　どさりと倒れ込む音にゴブリンスレイヤーは緊張し、足下に転がっていた棍棒こんぼうを摑み取った。

　身を低く沈め、残響音が完全に消えるまで生き残りのゴブリンどもを注視する。

「ＧＯＢＧＲ!?」

　一匹が声を漏らした。右手に力を込める。小鬼はぶつぶつと言いながら寝返りを打つ。

　ゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと息を吐いた。

　残りは、三匹。

　手間ではあろうが、それを厭いとうという発想は彼にはなかった。


　いっそ水で全て流し去ることでもできれば、もう少し効率も良くなるだろうが──……。



「……ふむ」

　考えてみる価値はある。ゴブリンスレイヤーは頷き、残りの三匹へと歩み寄った。

　真夜中までに、全ては終わった。
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「あー、もう、ちょっと出遅れちゃったなあ……！」

　牧場から街までさほどの距離はないが、支度したくに手間取ると急ぐ必要が出てくる。

　さりとて荷物の量も考えれば馬を使うほどではない。

　結局、牛飼娘がひぃこら言いながら荷車を引いていくことになる。

　──筋肉がついちゃうよねぇ。

　まあ、悪いことではないし、農作業をしていれば自然とついてくるものだが。


　それはそれとして女の子としてどうなのか──……。



　ふとそう考えた彼女は、自分がそんなことを思った事実がおかしくて、くすりと笑った。

　──前はぜんぜん、そんな事は気にも留めていなかったのにね。

　ふぅふぅ言いつつ額ひたいに滲む汗を拭いながら、ギルドの裏手に回って荷車を止める。

　もちろんこれで終わりなわけがなく、積み荷を降ろす作業が待っている。

　世の中には広げるだけで料理の出てくる敷物、無限に粥かゆの沸く匙さじなんかもあるという。

　しかし冒険者ギルドの酒場にそんなものはなく、つまり食材は毎日毎日使われていくものだ。

　よいしょと箱だの樽たるだのを持ち上げて、降ろして、また持ち上げて、降ろす。

　街にいる冒険者の楽しみといえば食べること、飲むことなのだから量が多いのは仕方がない。

　一通り荷物を降ろして手続きを終えると、滲むどころか全身汗でびっしょり。

　堪たまらず牛飼娘は手近な樽に腰掛けて、ぐたりと脱力するように壁へ寄りかかった。


「ふぃー……。つ、っかれたぁ……」



　濡ぬれたシャツがべたりと張り付き蒸むれる襟えりを広げ、ぱたぱた扇あおいで胸元に風を入れる。

　空を見れば夕暮れも間近で、風がさわさわと火照ほてった頰と額を撫なでて心地よい。

　次いで視線を横へと向ければ、目に入るのは冒険者たち。

　往ゆくのか、帰ってきたのか。ギルドから出入りする、思い思いの装備をした彼ら。

　その中に角を折った安物の鉄兜を探して、牛飼娘は目を凝らした。

　──いない、よね。

　まあ、わかってはいた事だ。いや、そう思いたかっただけか？

　ここの所、彼が帰って来るのは夜明けも近くなってきた頃だ。

　今日だって朝早く出かけていたし、今夜はきっと戻ってこないだろう。

　だいたい夕暮れ時に街へ戻ってきていたら、朝まで家に帰らず何をしているのか──なんて。

「……ううっ」

　もやもやと彼と女性が二人でいる姿が、曖昧な落書きのように想像されて、頰に熱が昇った。

　──まったく、伯父さんが変な事を言うから……。

　何の気なしに言われた言葉が、どうにも脳裏に残ってよろしくない。

　男の人というのは、確かに、そりゃあ、そういうものかもしれないけれど……。

　牛飼娘はふるふると頭を振って、不埒ふらちな妄想を追い払う。

「おい、知ってるか？」

「何がだよ」

「ゴブリンスレイヤー」

　その拍子にこんな会話が飛び込んできて、彼女はぴくりと耳をそばだてた。

　息を殺して足音に気をつけて、樽から降りると壁伝いにそっと様子を窺うかがう。

　ギルドの戸口で談笑する、冒険者たちだ。

　見たところ若い戦士と……相手の冒険者は、牛飼娘には職業もよくわからなかった。

　革鎧を着て、腰に剣を帯びている。兜を腰にひっかけて、でもそのぐらいだ。

　彼が戦士なのか斥候スカウトなのか、そもそも二つの職業の違いすら彼女はよく知らない。

　冒険者さんだ、と彼女は目を開いて、理由もわからぬまま壁に姿を隠した。

「誰だっけ、それ」

「ほら、あのゴブリン退治ばっかやってる奴」


「あー…………？」



「俺と同じ日に冒険者になった……あー、兜脱がない奴」

「ああ、あの汚い格好の」

　牛飼娘としては何か言いたかったけれど、飛び出す勇気はまったくない。

　意味もなく無駄に高まる緊張と胸の高鳴りを、深呼吸をすることで誤魔化ごまかし、なだめる。

　彼はゴブリンスレイヤーと呼ばれている。知っていた。大丈夫。わかっている。

「で、そのゴブリンキラーがどうしたって？」

「ゴブリンスレイヤーな」と若い戦士は顔をしかめた。

「いや、最近あいつが、川沿いの小屋に通っててさ」

「川沿い……」と、話し相手の冒険者は少し考えて「あの偏屈な女のいるとこか？」

　女。

　牛飼娘は息を飲んだ。ぎゅっと緩ゆるめていた胸元の服を握りしめた。

　いや、まだ早い。何か判断するべき時ではない。待つべきだ。うん。

「知ってるのか？」

「変わり者の、なんかよくわからん研究してる賢者セージだか魔術師メイジだよ」

　冒険者はその女性に何か嫌な思い出があるのか、露骨に苦々しげな口調で言った。

「一度ばかし鑑定を頼んだら『見たとおりの品を鑑定する必要はないだろ』とさ」

「追い払われた？」

「門前払い」

「どうせがらくたか何かだったんだろ？」

「使っても何も起きないから持ち込んで……。まあ、確かにそういう杖だったんだけどさ」

「魔法の杖マジックスタッフって奴か。で、効果は？」

「持ってると転ばない」

　二人の冒険者が「ははは」と乾いた笑い声をあげた。

　何かの冗談なのだろうか？　杖は転ばないように突くためのものだ。

　牛飼娘は会話の意味がちっともわからず、じれたように爪先つまさきで石畳を蹴けった。

　聞きたいのはそこじゃあない。もっと早く、その先を。教えて欲しい。

「で、なんだってその……えーと」

「ゴブリンスレイヤーな」

「そう、ゴブリンスレイヤーの事が気になるんだよ？」

「まあ、同期みたいなもんだからなあ……」

　若い戦士は、何とも言えない表情をして呟いた。

「一党パーティでも組んだのかと思うと、少し気になったのさ」

「お前も単独ソロだもんな。一党は組まないのか？　紹介してやるよ」

「いやあ、俺は」と彼はゆっくり首を左右に振った。「当分、これで良いよ」

　若い戦士の言葉に、相手の冒険者は「そうかい」と意地悪く笑みを浮かべた。

「新人の面倒を見るんで手一杯ってことか。目当ては、あの銀髪の子か？」

「別にそういうんじゃないさ」

　若い戦士は憤然としたように言い返し、それから気の抜けたように笑った。

「まあ、俺のことは良いんだ。それで、その魔術師ってのと一党組んだのか？」

　そう、そこだ。牛飼娘はごくりと唾つばを飲んで、物陰からそっと身を乗り出した。

「さあなあ、とてもそんなタイプの女には見えなかったけど」

　幸いというべきか否いなか、冒険者は思い返すのに夢中でこちらの様子には気づいていない。

　牛飼娘は幼い頃に伝え聞いた竜の巣を探る冒険者さながら、じっと耳を澄ませる。

　その冒険者は若い戦士へ説明するべく、なんて言って良いか、と難しい口振りで続けた。

「小汚いローブ着て、ゴミ溜ためみたいな部屋の奥にいてさ。薬だかの変な匂いがすんのさ」

「あー……錬金術師なのか？」

「かもしれん。冒険者って風には見えない。堅物で真面目まじめな女学者なら俺が口説くどいてたのに」

「おいおい……」

　妙な好みだ。若い戦士は溜息を吐いて、ゆっくりと首を横に振った。

「まあ、ゴブリンスレイヤーも一党を組むような奴には見えないしなぁ……」

「とはいえ小汚い格好した奴らが一緒に何かやってんだろ。お似合いじゃねえの？」

　牛飼娘は「え」と声を漏らし、冒険者が「ん？」と首を傾かしげ、彼女は慌てて口を押さえた。

「どうした？」

「いや、何か……まあ気のせいか。町中に怪物なんざいねえだろうし」

「なんだそりゃ」

　女給の可愛かわいい店を見つけた、彼女は俺に気がある。またそれか。今度はホントだ、行こうぜ。

　二人は言い合いながら、夕闇ゆうやみの雑踏へと消えていく。

　物陰にぼんやりと立ち尽くしたまま、牛飼娘は二人を見送った。

　彼が入り浸びたっている。女性の家へ。二人で何かしている。らしい。らしい？

　いや、そう驚くべき事ではない……のだろう。たぶん、きっと。

　自分と彼は、家主の娘……いや姪めいと借家人みたいな間柄で、それ以上でもそれ以下でもない。

　自分だって彼に言っていない事はある。

　彼だって、自分に言っていない事があって当然だ。


　世話を焼いている。けれど、それはつまりお節介で。だから──……。




「お似合い。…………お似合い」



　彼女はどうして良いかわからない感情に、思わず両手で顔を覆った。

　汗と埃ほこりの臭においが目にしみて、鼻の奥がつんとする。そのままぐしぐしと掌で顔を擦る。


「…………帰ろう」



　そうだ、帰ろう。

　空はもう赤く、夜は近く、風は冷たくて、体は酷く重い。

　だから、帰ろう。

　きっと彼は、今夜も帰っては来ないだろうけれど。
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　冒険者ギルドを訪れると、すでに内部は静まりかえっていた。

　燃料節約のために細く絞られた灯りがじりじりと燃えており、ホールは薄暗い。

　受付では夜番の職員──受付嬢が椅子いすに座って、こくりこくりと頭を揺らし船を漕こいでいる。

　鉄錆てつさびと泥と汚物の臭いを伴ってはいても、ゴブリンスレイヤーは足音を立てずに歩いた。

　彼は備え付けの羽ペンで羊皮紙に簡潔な報告をまとめ、そっと受付へと置き、文鎮を載のせる。

「……？　ぁ……う、うわ……っ」

　途端、小さな声をあげて受付嬢がびくりと身を震わせて顔を上げた。

　彼女は目の前の鉄兜を見てのけぞり、それからあわてて目を擦って姿勢を正す。

「す、すみません。失礼いたしました。ええと……」

「報告だ」

　ゴブリンスレイヤーは言った。そして思い出したように、短く付け加えた。

「ゴブリン退治の」

「あ、ああ……」

　受付嬢は書類を手にとって一瞬目を瞬かせたが、姿勢を改めて「拝見します」と言った。

　書類には殴り書いたような金釘流かなくぎりゅうの文字が踊っている。我ながら酷ひどい字だと、彼は思う。

　読み書きは小さい頃、姉に教わったきりだ。結局それ以来向上の機会はなかった。

　──字が汚くても、丁寧に書けば大丈夫。

　姉はそう言っていた。丁寧には書いたつもりだった。

「はい、はい……ええと、何か変わったことはありました？」

「ゴブリンがいた」と彼は言った。「数はそう多くなかった。全て殺した」

「……大丈夫、そうですね」

　受付嬢はくすりとほほえむと、丁寧な態度と手つきで書類を確認し、頷いた。

　そして書類を大事そうに紙挟みに綴じて、しまい込む。

「依頼終了と判断します。お疲れさまでした！　では、今報酬を用意しますね」

「……」

　そう言って受付嬢は椅子から尻しりを浮かせて立ち上がろうとした。

　ゴブリンスレイヤーは工房の方へと鉄兜を巡らせた。やはり灯りは消えている。

　炉の炎は落とされていないだろうが、今から仕事を頼んでも取りかかるのは明日からだろう。

「……いや」と彼は首を横に振った。「明日受け取る」

「そうですか？」

　彼は鉄兜をゆっくりと上下に動かした。それで話は終わりだと考えていた。

　では、ええと。しかし受付嬢は何か言いたげに指先をいじり回している。

　ゴブリンスレイヤーが黙って待っていると、彼女は「そのう」とはにかんだように言った。

「実はこの依頼、何日か前から張り出されて、なかなか引き受けてくれる人がいなくて……」

「そうなのか」

「報酬、あまりよくないですから。でも、ええと……」

「なんだ」

　彼女は、すうっと息を吸い込んで豊かな胸を膨ふくらませ、そして一気に言葉を紡つむぎ出した。

「だから、助かりました！　ありがとうございます！」

　ゴブリンスレイヤーは短く「そうか」とだけ言った。

　そして「では」とやはり短く暇を告げ、泥まみれの足跡を残し、真まっ直すぐにドアへと向かう。

　両開きの扉を押し開いて外に出、背後でそれが閉まる音を聞きながら、空を見上げる。

　星の光は薄く、月もだいぶ陰っている。すでに東の空の果ては僅わずかに白い。

　彼は小さく「ふん」と呟くと、ずかずかと無造作な足取りで道を歩きだした。

　夏も近いが、朝の空気は冷たい。歩くうちに、じっとりと全身に露つゆも降りてくる。

　牧場までの道はさして長くもなく、足にも馴染なじんでいたが、妙に時間がかかる事があった。

　疲れているのだろう。後ろから自分を眺めているかのように、彼はそう判断する。

　そしてそれ以上、特に何の感想も浮かばなかった。意識を向け、考えるべき事は他にある。

　周囲の茂み、木の陰、広野の彼方かなた。動くものがいないか。いれば何か。足跡は。痕跡こんせきは。

　気配などという曖昧あいまい模糊もことしたものを、彼は感じ取れない。

　師に言わせれば「気配とかいう、そんなものがあってたまるか」なのだと言う。

　全ては見え、聞こえ、嗅かぎ、触り、味わうことで解するものだ。

『後はそれが何を意味するのか考えるだけだぁな』

　いつものように自分を気が済むまで小突き回した後、師はにたにたと笑って言った。

『考えんでも結論が出せる奴もいるが、おまえは馬鹿ばかだからなぁ……経験則だ、経験則』

　そう言って、師は立ち上がりかけた自分をまた蹴倒けたおし、自分は無様に氷の上を転がった。

　師がそうするだろう事をはっきりと学んだのはその時だ。

　学んだからといって活かせるわけでもない事を理解したのは、その後だ。


「…………」



　牧場に着いた彼は、そのままぐるりと柵の外周を回っていた自分に気がついた。

　良くない兆候だ。

　索敵は習慣づけるべきだが、さりとて慣れてはいけないし、繰り返しになってもいけない。

　それはゴブリンに裏をかかれる可能性を意味する。

　いつもと違う行動をとったゴブリンには対応できない。

　彼は鉄兜についた露を払うように首を振り、来た道を戻り、もう一度最初からやり直した。

　ぐるりと一周まわっても、まだ太陽が昇るには間があった。

　彼は一度納屋なやに戻って短剣と壊れた兜をいくつか引っ張り出し、それを柵の上に並べる。

　腕や足がやたらと重く感じるのは、疲労のせいだろう。

　さりとて疲れた時にゴブリンが現れないとも限らないのだ。

「……ふむ」

　彼は震える指で短剣を摑み、構え、投げ打った。外れる。次のを投じる。当たる。

　当たったというのではダメだ。そうではなく、当てるということを意識するべきだろう。

　彼は手元の短剣がなくなると、外した短剣を回収し、兜が全て落ちるまで繰り返した。

　その頃ころになると、ようやく地平線の向こうから太陽が昇り始める。

　目から頭蓋ずがいへ突き刺さるような白い光に、彼は鉄兜の下で目を細めた。

「……む」

　ふと、彼は小さく呻いた。朝日に照らされた石垣、その一部が崩れているではないか。

　──ゴブリンか？

　そうとは限らない。子供のいたずら。自然に崩れることもあるだろう。

　整備不要なものなどない。彼は兜と短剣をひとまとめに置いて、石垣へ歩み寄った。

　しゃがみ、掌を当てて丹念に調べ、恐らく人為的なものではないと結論づける。息を吐いた。

「……精が出るな」

　その時だった。不意に背後から聞こえた言葉に、彼はゆっくりと立ち上がった。

　母屋おもやから出てきたのだろう。寝起きではあるようだが、しっかりと目覚めた牧場主だった。

「男手一人だと、手が回らんからな。手伝ってくれると助かるよ」

　朝焼けを背にじっと見つめる彼へ、ゴブリンスレイヤーは「いえ」と静かに首を横に振る。

「ゴブリンが出ると、困りますから」

「……」

　影になって、牧場主の表情はゴブリンスレイヤーにはよくわからなかった。

　牧場主は腕を組み、牛が喉の奥を鳴らすような音を立てて唸った。

「……あの子のことなんだが」

　ゴブリンスレイヤーは身を正した。

「はい」

「ゆうべ、ひどく落ち込んで帰ってきてな」

「……」

「少し……気にかけてやってはくれないか」

　ゴブリンスレイヤーはじっと鉄兜を牧場主へ向けたまま、黙り込んだ。

　牧場主が居心地悪げに身じろぎをするのがわかった。

「気にかける」

　ゴブリンスレイヤーは鸚鵡返しに呟いた。

「とは」

「そりゃ……構ってやるとか、相手をしてやる、とか……色々あるだろう」

　それは酷く曖昧な言葉で、恐らくは牧場主もわかっていないような口調だった。

　しかしゴブリンスレイヤーは「なるほど」と頷いた。自分にも少しはできそうだ。

「やってみます」

「……ああ。頼む」

　牧場主は、どこかほっとしたように息を吐くと、くるりと背を向け母屋に向けて歩き出した。

　と、ふと立ち止まると「それからな」と肩越しに頭を回して、言った。

「少し綺麗きれいにしておけ。……臭くさくてかなわんぞ」

　ゴブリンスレイヤーは、少し考えてから、結局なにも言えずに牧場主を見送った。

　ゴブリンを殺すのに、必要な小細工だったからだ。


「…………」



　ゴブリンスレイヤーは兜と短剣を抱えて納屋に戻り、それを隅へと放り出した。

　代わりに整備用に使っている油じみたボロ布を引っ張り出した。

　無言のまま、適当にごしごしと全身の鎧を擦る。さして綺麗になった節もない。

　だが彼は一通り拭ふき終えると布を放り出し、そのまま母屋へと向かった。

　ふと頭が軋きしむように痛んで、それが水の不足によるものだと判断したからだ。

　一時間か二時間でも眠る前に、水が必要だった。

「……あ、おかえり」

　だが扉を開けた途端、ふわりと香ったのは懐なつかしい香りだった。

　台所には前掛けをつけた彼女が立っていて、火にかけた鍋の前でぎこちなく笑っている。

「え、と……。朝ご飯、たべる？」

　ゴブリンスレイヤーは少しだけ考えてから、言った。

「もらおう」

「えっ。あ、う、うん……っ」

　慌てて、彼女はとたとたと小走りに台所を動き回り、皿を用意しにかかる。

　ちらりと食卓を見ると、すでに席についていた牧場主が難しい顔をして頷いていた。

　ゴブリンスレイヤーは彼の対面に腰を下ろし、何を言うべきか迷い、そして静かに言った。

「明日には、また家賃が払えるかと思います」

「……そうか」

　ほどなく、食事が食卓の上に並べられた。シチューだった。

　祈りの言葉を交わして朝食が始まる。ゴブリンスレイヤーは無言で匙を運んだ。

「……」

「……」

　牛飼娘が何か言いたげな視線をこちらへと向けてくる。

　ゴブリンスレイヤーは考え、何も思いつかずに黙った。

　結局、彼女は開きかけた口を閉じて、皿へと目を落とす。

　だから空になった皿へ匙を放り、ゴブリンスレイヤーは言った。

「……何をすれば良い？」

「え」

「……」

「……っと」

　彼女は言いよどみ、迷い、困ったように牧場主の方を見た。牧場主は無言で肩をすくめた。

「……配達、いくんだけど」

「そうか」

「……手伝って、くれる……と」

　うれしいかな。その言葉に、彼は「そうか」と繰り返した。

「一時間待ってくれ」

「あ、う、うん！」と牛飼娘は胸を揺らし、勢いよく頷いた。「わかった……待ってる！」

　ゴブリンスレイヤーは無言で立ち上がり、ずかずかとした歩調で母屋の外に出た。

　味のせいか、疲労のせいか、足枷あしかせをつけられたように体が重い。

　だが足を上げ、下ろせば前に進む。前に進めば目的地に着く。いつかは。必ず。

　納屋に入って壁際に腰を下ろし、目を閉じる。

　──何事も同じだ。

　そう、ゴブリンスレイヤーは思う。

　全ては習慣づけるべきだが、さりとて慣れてはいけないし、繰り返しになってもいけない。

　全ては学び、考えて、行うべきなのだ。

　だが学んだからといって、活かせるわけではないことも、彼は知っている。

　何もかも、思い通りにはいかないものだった。
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　牛飼娘は納屋を覗き込み、どうして良いかわからずにそこで立ち止まった。

　相変わらずがらんとした納屋の片隅に、彼はうずくまるようにして座っている。

　──ううん、寝てるんだ。

　仕事から帰ってきて、お腹なかに詰め込むようにご飯を食べて、座って眠る。

　そんなろくに休まずに仕事を手伝うと言われても、素直には喜べなかった。

　けれどその一方、何か──ゴブリン退治以外の事も、させてあげたいと思う。

　いや、言い訳はよそう。

　彼が自分の作った料理を食べて、自分を手伝ってくれることが嬉しかったのだ。

　他のどの感情よりも上回って、優先する形で表に出てしまったのだ。


　だから──……頷いてしまった。




「…………はぁ」



　牛飼娘は結局決められなくて、準備のすっかり整った荷車と、薄暗がりの中とを見比べた。

　もう一時間は過ぎている。余裕を見ているとはいえ、食べ物だ。放置もできない。

　彼女はもう数分どうにもできず立ち尽くし、遠くから聞こえた牛の声に息を吐いた。

「……ねえ、起きてる？」

　遠慮がちに開いたドアをこつこつと叩いて、彼へそっと呼びかけた。

「……」

　彼は声もなく、ぬっと立ち上がった。牛飼娘は思わず「わ」と声を漏らした。

「お、起きてたの……？」

　とすれば、自分がもじもじぐずぐずとしていた所も見られていたことになる。

　声を上擦らせて問うた言葉に、しかし彼は「いや」と短く答えた。

「今起きた所だ」と少ししゃがれた声。「悪かった」

「う、ううん……」

　牛飼娘はゆるゆると首を横に振った。

「大丈夫。……へいき」

「そうか」

　彼はいつ汲くんだのかもわからない水差しの水を直じかに呷あおると、少し黙り、そして歩き出した。

　ずかずかという足取りは迷いなく、牛飼娘の隣をすり抜けていく。

「あ、待って……！」

　声をかけた時にはもう遅く、彼は荷車の横棒を取って歩き出そうとしていた。

「なんだ」

　律儀りちぎに動きを止めた彼に、牛飼娘は何と言うか悩み、結局思うとおりに言葉を発する。

「あ、あたしも一緒に行くから……！」

「そうか」

　牛飼娘は、小走りに荷車の後ろへと回った。

　いくら彼の顔が鉄兜で見えないからといって、隣に並んで歩く勇気はない。

「い、行くよ！」

「ああ」

　やはり淡々とした短い返事。

　それ以上を望んではいけないのだろうなと、牛飼娘は荷車を力一杯に押した。

　ぎ、と車輪が車軸と擦れて音を立て、そしてゆっくりと回り出す。

　彼が引っ張ってくれているからだろう。普段よりも、ずいぶんと楽だった。

「お、重くない……？」

「ああ」

　同じ言葉を繰り返しての返事。疲れているのに、と思う。だが口には出せない。

「……」

「……」

　荷車が音を立て、昼前の空の下、初夏の風が吹く中を進んでいく。

　前を見ても荷物だけだから、彼の姿を見るために牛飼娘は横から覗く必要がある。

　もちろん、それで見えるのも鉄兜と背中だけなのだけれど。

「あ、暖かくなってきたね」

「そうか」

「暑いかも。……夏も近い、よね」

「ああ」

「えっと、暑くないの？」

「ああ」

　牛飼娘は、押し黙った。言葉がそれ以上続かなかった。

　彼女は顔を引っ込め、積み上げた荷物から足下へ目を向け、押すことにだけ意識を向けた。

　額から頰を伝った汗が、ぽたぽたと地面に垂れて滲んでいく。

　牧場から街までの道のりは短いから、それが不幸中の幸い──かもしれない。

　とてもではないが、彼と長く会話をできそうな気がしなかった。

　それに何より、こんな顔を見られたくはなかった。

　自分が酷い顔をしていることくらい、誰にだってわかるものだろう。
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　門をくぐって街に入り、ギルドの前まで牽引して、彼は荷馬車を止めた。

　牛飼娘がそれに気づいたのは、ぎ、と車輪が軋む音による。

　わ、と慌てて荷台から手を離すと、彼が無造作な足取りで自分の隣へ回り込んでくる。

「降ろすぞ」

「あ、う、うん」

　有無を言わさぬ言葉だった。牛飼娘はこくこくと頷き、積み荷へと手をかける。

　横目で彼の姿を窺うと、彼は黙々と重い木箱を担かつぎ上げ、降ろしていた。

　牛飼娘にはとうていできない──ふうふうと息を吐いて苦労して、やっと、なのに。

　──やっぱり、冒険者だから……なのかなぁ。

　鎧兜で覆っているからわからないけれど、彼はきっと鍛えてきたのだろう。

「どうした」

「な、何でもないよ……！」

　その姿をじっと見ていた牛飼娘は、手が止まっていることに気づき、慌てて作業を再開した。

　何を話せば良いかはわからなくても、今何をするべきかはわかる。

　仕事があるというのは、良いことだ。牛飼娘はそう思う。

　荷物を担ぎ、降ろし、また担ぐ。繰り返しだ。

　一通り終わっても、今度はそれを引き渡す作業が待っている。

　牛飼娘は額に滲む汗を拭って、呼吸を整えつつ彼の方へ首を巡らせた。


「…………」



「え、っと」

　舌がもつれる。息があがっているせいではない。言葉が上手うまく出てこなかった。

　所在なさげに牛飼娘がつま先で足下の石畳を擦るのを、彼は黙って見ている。

　それが堪らなく居心地が悪くて、牛飼娘は目を伏せた。

「その……うん。もう大丈夫。ありがとね」

「そうか」

　──それだけ？

　疑問を口にすることなど、やはりできない。

　彼はこっくりと頷き、くるりと背を向けて、ずかずかと歩き出していた。

　彼女はただ立ち尽くして、それを見送るしかない。手を伸ばしかけ、戻し、胸元を握る。

　酷く熱かった。汗のせいだろう。胸が熱を持っている。それとも掌か。両方。


「…………」



　牛飼娘はしばしそのままの姿勢で、天を見やった。空は痛々しいほどに青い。


　──……やめよ。



　なんだか自分が酷くみじめったらしくなって、牛飼娘は首を横に振った。

　ギルド裏口の扉を叩いて、職員に納品を知らせる。書類にサインをもらう。

　他、細々とした手続きが必要だからと言われて、彼女は忘れてた、と僅かに顔をしかめた。

　自分もギルドのロビーへ行かねばならないということだ。彼のいるだろう場所へ。

「どうしました？」

「あ、いえ」

　職員に心配そうに声をかけられ、牛飼娘は慌てて首を横に振った。

「今日は、ちょっと暑かったから」

「ああ。もう夏も間近ですからね」

　些細ささいな世間話。彼とはできなかった、他愛たあいない言葉の投げ合い。

　それに胸を締め付けられるような気がして、牛飼娘は「では」と言葉少なに暇を告げた。

　とことこと、冒険者たちの喧噪けんそうの中を泳ぐようにして入口へ向かい、ホールへ入る。

　まったく、何度見ても圧倒される──目の回るような風景だ。

　様々な……本当に様々な、思い思いの装備に身を包んだ、大勢の人たち。

　色とりどりの鎧や衣服の合間に、彼女は無骨で薄汚れた革鎧と兜の姿を探してしまう。

「あ……」

　いた。待合室の隅、長椅子ながいすに腰を下ろした彼の姿。

　しかし牛飼娘はすぐに声をかけられなかった。

「──」


「────」



　何を話しているのかわからない。だけれど、彼の隣には女性の姿があった。

　美しい人だった。魅力的な体の線も露あらわな衣服を纏い、鍔広の帽子を被った、美女。

　以前に一度、ささやかな仕事を頼んだことのある女性冒険者。

　その彼女が……なんだかとても機嫌良く、彼と言葉を交わしている。

　彼へ巻物を受け渡した女性は、ころころと笑っている。

「……」

　牛飼娘は、胸の内から熱が抜け落ちていくような感覚を覚え、ふるりと首を横に振った。

　──だって、違うし。

　そうとも。噂うわさでは、ローブ姿の……彼と似た雰囲気の、奇妙な女性だというじゃないか。

　あの人ではない──はずだ、たぶん。

「あ……」

　彼が、こっちを見た。

　鉄兜を動かしただけだが、どういうわけか、牛飼娘にはそれがわかった。

　話は終わったのだろうか。彼は魔女へ軽く頭を下げると、ずかずかとこちらへ向かってくる。

「え、あ、わ……」

　牛飼娘は、わたわたと慌てた。まさか近づいてくると思っていなかった。

　見ていたことがバレやしないだろうか。バレたらどうしよう。

　いや別にバレたって何か悪いことをしていたわけではないけれど。けれども。

「どうした」

「ど、どうもしてない、よ？」

　声が上擦り、語尾が跳ねた。我ながらへたくそな誤魔化しかただった。

　しかし彼は「そうか」と短く呟いて、僅かに鉄兜を傾かたむける。

　──し、信じてくれた？

　無言が、ひどく怖い。

　彼は黙り込むことが多いし、口数だって少ない。いつものことだけれど。

　──小さい頃は、どうだったかな。

　よく喋しゃべった、ような気がする。

　五年前のことだ。鮮明なようでいて、細部は曖昧に滲んでいる。

　彼はどうなのだろう。五年前の自分を、どれくらい覚えていてくれるのだろうか。

　牛飼娘には、わからない。

「何か他にも手伝うべきか」

「う、ううん。……だいじょぶ。へーき」

「そうか」

　やはり、それで会話が終わってしまう。

　牛飼娘は鉄兜と床とを見比べ、そしてすれ違う冒険者にちらりと見られたことに気づいた。

　入口の傍そばだからだろう。行き交う冒険者が、ちらり、ちらりと視線を送ってくる。

　──あたしはともかく、彼は目立つから……。

　牛飼娘は、ほんの僅かに苦く笑って、彼の袖そでへ手を伸ばし、結局手を下げた。

「ちょっと、端に寄ろう？」

「ああ」

　じゃまになったらいけないから。そう言って数歩横にずれると、彼が遅れて続いてくれた。


　改めて並んで見ると、甲冑かっちゅうの分を差し引いても──……。




　──……何か昔より、背が伸びた……かな。



　彼の顔を見るのに、ちょっと目線を上に向けるなんてことはなかった。

　喧嘩けんかをしても勝てたと思う。かけっことか、そういうのも。

　──もう無理だなぁ。

　そんな気持ちが、思わず口から吐息となって漏れた。

　彼はやはり鉄兜を傾けて「どうした」と問い、彼女は「なんでもない」と繰り返す。

　変わらないものなどない。

　五年もたてば、何もかも変わっていってしまうのだろう。

　──迷惑だったかな。

　彼は何も言わない。当然だ。牛飼娘に、それを尋ねる勇気はない。

　ただ、ざわざわと響く周囲の冒険者たちの声が──酷く嫌で、耐えられなくて。

　牛飼娘は、意味もなく口を開いた。

「あ、あのさ……」

「いたぁっ!!」

　そしてその瞬間、鈴のように喧噪の中を通った声に貫かれた。

　はっと顔を上げて振り返れば、どこからか駆けてくる小さく細い影。

　風にはためいてフードが外れ、現れたのは聡明そうな──目のきらきらと輝いた女性だった。

　彼女は猫が獲物に飛びかかるよう、まっしぐらに駆けて……。

「あ……」

「今朝けさは来てくれないし、お見限りかと思ったじゃないか。ええ？　待っていたのにさ」

　次の瞬間には牛飼娘の横をすり抜けて、彼へと飛びつき、抱きついていた。

　呆然ぼうぜんとする彼女をよそに、彼は「そうか」と短く頷くばかり。

「とはいえ、許そう！　きみの勤勉さのおかげできみを探す手間は大いに省けた」

「そうか」

「そうとも！」

　彼女──魔法使いと牛飼娘にもわかった──は喜色満面で彼を抱き、大いにはしゃいでいる。

　だが不思議と、周囲のざわめきはその魔術師へと向けられていない。

　気づいているのは彼と自分だけ。牛飼娘は、世界が切り取られたような錯覚に目を瞬かせた。

「我が望みついに成就じょうじゅすれど問題ありだ！　手伝ってもらいたいのだけれどね、どうだい？」

「ゴブリンか？」

「残念ながら、不幸にして、幸いなことに、まさしくその通り！」

　彼はもう一度「そうか」と頷いて、ぐるりと鉄兜を巡らせた。

　牛飼娘は兜の奥から向けられる視線に、びくりと身を震わせる。

「すまんが、依頼だ」

「え、あ……い、依頼？」

「そうだ」

　牛飼娘は唇をぎゅっと嚙かみ、両手をぎゅっと握りしめた。

　納得いかない。いくわけがない。

　納得いかないけれど、依頼人と冒険者なのだと、彼は言う。ならば。

「……わかった、ことにする」

「そうか」

　彼はやっぱり相変わらず、そんな一言で会話を打ち切ってしまう。

　牛飼娘は何も言えなくて、ついと視線を足下に落としてしまった。

　だから気づかなかった。

　きょときょとと魔術師──孤電の術士が自分と彼の顔を見比べ、ははあ、と頷いたことに。

「これはしたりだ。ではきみ、まず糧秣りょうまつやらを酒場で買ってきてくれたまえ」

　彼は「む」と低く唸った後、静かに問い返した。

「俺がか」

「女の子に荷物持ちをさせるものじゃなかろ」

　孤電の術士はそう言って、魔法か何かのように指先をひらめかせ、金貨を取り出して見せた。

「もちろん林檎酒も。じっくり丹念に時間をかけて選ぶよう、依頼人は注文をつけるぞ」

「……俺がか」

「きみがだ」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸ったあと「わかった」と短く言って、金貨を受け取った。

　そしてずかずかと歩き出した背を見送り、くるりと孤電の術士はもう一人の娘へと振り返る。

　牛飼娘は置き去りにされた子供がそうするように、顔をくしゃくしゃにしていた。

　孤電の術士は「参ったね」と困った風に笑う。

「そんな顔をしないでおくれよ。きみが想像するようなことはないんだから」

「……ホントに？」

「ホントさ。これまでも、これからもね」

　くつくつと笑いながら、孤電の術士が牛飼娘の顔を撫でた。

　それはまるで──もう覚えていないが──母にされるような手つきで、ほう、と息が漏れた。

　こわばっていた体から力が抜けて、また胸の中に暖かいものが広がっていく感覚。

　先ほどとは逆の理由で、泣き出しそうになるくらい優しいものだった。

「色々と遅かったのだよ」と、孤電の術士は言った。

「何が遅かったかといえば、遅かったことをどうとも思わないあたりだね」

「……えと。じゃあ、その……」牛飼娘は言葉を探した。「あなたは……依頼人？」

「そして魔術師にして賢者かな。ま、何者であれ、一言で説明するのはまことに困難なものさ」

　牛飼娘は意味もわからずに「はい」と頷いた。

　彼女の言っている言葉はまったく理解できなかったけれど、それでも伝わるものがあった。

　だから牛飼娘はもう一度「はい」と言って、それから「ありがとうございます」と言った。

「なに、最初に酷いことをしてしまったのは私だもの。意図はしていなかったけれど」

　孤電の術士は意味深に呟くと、牛飼娘を見てくつくつと笑った。

　流石さすがの彼女もその意図に気がつき、さっと頰を赤らめて顔を伏せた。

　思えばなんと恥ずかしい態度をとってしまったのだろう。穴があったら入りたいほどだ。

「まあまあ」と孤電の術士は嚙み殺せない笑いを漏らして言う。

「お詫わびといっては何だが、秘術を一つ教えてあげよう。私も最近知った、とびっきりのね」
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「……秘術……」牛飼娘は、ぱちくりと瞬いた。「魔法、ですか？」


「あらゆる言葉はまさしくだ。良いかな。彼は──……」



　──奴はずいぶんとわかりづらく回りくどいが、言えばちゃんと伝わる奴だよ。

　ほどなく彼が戻ってきて、孤電の術士はするりと離れて彼の傍に立った。

　彼は彼女と牛飼娘とに一度ずつ頷くと、「ではな」とだけ言って歩き出した。

　牛飼娘は二人を見送った後、忘れかけていた書類の手続きを終わらせるため受付に向かった。

　夏が間近な暑い日の、昼前くらいのことだろう。

　牛飼娘が彼女──孤電の術士について覚えているのは、こんなやりとりだけだった。

　それだけの、ささやかな思い出だ。
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「で、だ」

　ざわざわと喧噪けんそうに満ち満ちた酒場で、槍使いは破り取った依頼書を広げた。

「これが今回の依頼なわけだが、わかるか？」

「そ、ね……」

　槍使いが慎重に問うた言葉に、対面へ座った女──肉感的な肢体したいの娘は、こくりと頷うなずく。

「なか……なか。大変そ、な……仕事、ね」

「だろ？」

　途切れ途切れの掠かすれたような言葉。それに槍使いは勢い込んで頷いた。

「じゃあ情報の確認といこう。相手は──」

「──妖術使いワーロック……よ、ね」

　その通り。槍使いは内心で息を吐く。魔術師なら読み書きはできるだろうが……。

　──まったく、字が読めねえなんて気づかれたら格好がつかねえぜ。

　それは彼の尊厳を守るために、何としても隠し通さねばならない事であった。

　無論、槍使いとて適当に手に入れた依頼へ、何もわからず突っ込む気は毛頭もうとうない。

　だからわざわざ、ギルドの受付ではなく代書屋へ持ち込んで読み上げてもらったのだ。

　いわく、村の近くの洞窟どうくつに、怪しげな妖術使いが住み着いたのだという。

　怪しげな実験を繰り返し、呪詛じゅそを振りまき、森の木々は腐り、獣は病む。

　頭を痛めた村長からの依頼を受けて、しかし槍使いは悩んだ。

　なにしろこちらには呪文使いスペルキャスターがいない。これは危うい。

　槍使いは戦士だ。魔術を知らない。だが敵の脅威については人一倍敏感な男だった。

　魔術には魔術で対抗するべき──というわけでもないが、しかし知識は何物にも代え難がたい。

　かといって、今さら後には引けなかった。

　既に今日の依頼は大凡おおよそ掃はけてしまっている。残っているのは小鬼退治がちらほらと。

　自分の手に負えないからと、依頼を掲示板に貼はり戻す間抜けにはなりたくなかった。

　──そういや、今日はなんかあの変な野郎は見かけねえな。

　薄汚れた装備のあの冒険者ならば、嬉々ききとして小鬼退治に向かうだろうに。

　何が楽しいのだかさっぱりわからないが、ともかく、槍使いは進退窮きわまっていた。

『強いあなたと、是非一党を組みたいという人がいらっしゃるのですが……』

　受付嬢が天使に見えた。いや女神だ。一目見た時からそうだった。間違いない。

　悪い気はしない。いや、良い気だった。調子に乗った。有頂天だった。

　そうして紹介されたのが──目の前にいる、魔女だ。

　以前に何度か行動を共にしたことがある。美人だ。胸も豊満だ。最高だった。

「ど、するの……？」

「ん、お、おう。まあ、魔術師が魔術じゃなきゃ殺せねえってわけじゃねえだろうしな」

　槍使いは半ば虚勢──中身が伴えば良いのだ、ようは！──混じりに笑みを浮かべた。

「槍やりが刺されば人は死ぬさ」

「ふ、ふ……」

　己おのれの言葉を聞いて魔女は意味深に微笑ほほえむばかりだ。

　吐息と共にふわりと甘く香るのは、彼女が普段から口にしている煙草たばこのそれだろう。

　何を考えているのかはさっぱりわからないが、槍使いはむしろそれが有あり難かった。

　そういう女性の方が、色々と話す楽しみがあって良いではないか。

「まあ、任せろよ。あの岩喰怪虫ロックイーターを仕留めた時も、組んでただろ？」

「そ、ね……」

　こくりと彼女は優雅な仕草で首肯しゅこうする。

　──それに何より、何度か組んでりゃ気心も知れてるしな。

　釣書つりがきで何から何まで説明されなきゃ女と話もできないなんて、情けないにもほどがある。

　幾度か冒険に行って、行動を共にし、冗句のやりとりもする間柄、友達といって良い。

　槍使いは実戦さながらの緊張感を保ったまま、緊張をほぐすようにレモン水を口に運んだ。

「ね」

「あん？」

　不意に魔女が言葉を発したのは、まさにその時だった。

　杯越しに槍使いが様子を見やるも、彼女の表情は鍔広つばひろの帽子に隠れて窺うかがえない。

「……なんで、……いつ、も……。声、かけて……くれ、た……の？」

「声かけない理由がねえだろ」

　即答だった。迷う余地などない事だった。何を言っているんだお前と伝えたつもりだった。

「そ、れは……」と、魔女は美しい睫毛まつげを瞬またたかせた。「見た、目……？」

「それはある」

　槍使いは大おお真面目まじめに頷いた。

　女の外見を誉めない男なんて、天地がひっくり返ってもありえない。

　たとえ相手が魚人の娘であっても、槍使いは鱗うろこの輝きを誉めるつもりでいた。

　むしろ彼女が自分の美貌びぼうを理解している事が、好ましくさえ思えた。

「……」

　そんな彼の言葉に驚いたのか、魔女はその瞳ひとみをまん丸と見開いている。

　──思ってたより若いのかね。

「……ま、取り繕って欲しいなら取り繕うけどな」

　槍使いは急になんだか気恥ずかしくなって、誤魔化ごまかすようにそう付け加えた。

「じゃ……」と、魔女はその細く白い喉のどをこくりとならした。「魔法の、腕？」

「それもある」

　槍使いは大真面目に頷いた。

　女が磨みがき上げてきたものを認めない男は、度量が低いにもほどがあろう。

　美貌にしろ髪にしろ衣服にしろ、あるいは剣技、学問、信仰、魔術ですら、だ。

「も……」

　魔女は槍使いの答えを聞いて、ぐい、と鍔広の帽子を引き下げて椅子いすにもたれた。

「……他ほか、には？」

　む、と槍使いは唸うなった。「ちょっと待てよ」と呟つぶやいて、天井てんじょうを見上げる。

　ないということはありえない。だからこそ、それを言葉にするのは難しいものだ。

「……こないだ、牧場の娘っ子から依頼受けたろ」

「ええ」

　大したことのない、散歩のような仕事だった。

　少女一人を連れて、広野の一角まで向かい、そして帰ってくるだけ。

　もちろん武芸を身につけていない者にとっては危険な行程だ。


　だからこそ依頼が出たし、冒険者が向かったのだ。けれど──……。



「安いしつまんねえ依頼なのに、嫌な顔一つしないでついてきたからな」

　槍使いは言葉を口にしながら思考をまとめ、やがて「うん」とたどり着いた結論を述べた。

「──良いやつだって思ったのさ」

「……そ」

　魔女は、やはりぽつりとそう呟いて、ゆっくりとした動作で煙管きせるを取り出した。

　煙草を詰めて、着火具をもちいて火を入れて、一服。

「……んな、安っぽい女……で、は……ない、……つもり、なの……よ？」

「だけど顔と、技量と、心根を評価されたら、嬉うれしいだろ？」

　槍使いはにやりと白い歯を見せ、会心の笑みを浮かべた。

　魔女は何も答えなかった。何とも言えない様子で、ゆっくりと首を振るばかりだった。
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「そういえば、あの時はあの子と何の話をしていたんだい？」

　青空の高いところを、鳶とんびが甲高かんだかく鳴きながら、くるりと輪を描いていた。

　道なき広野を先行く孤電の術士アークメイジが、ひょいと首を巡らせて振り返る。

　ゴブリンスレイヤーは肩に食い込む荷物を担かつぎ直しながら、鉄兜てつかぶとの下で低く唸うなった。

「別に」と言ってから、短く付け加える。「仕事を手伝っただけだ」

　孤電の術士はにんまり笑い、林檎酒シードルの瓶びんを舐なめるようにくわえ、喉のどを鳴らして酒を呷あおった。

　ふぁっと息を吐いた彼女は、とろりとした目をして「違うよ。魔女の子さ」と言った。

　ゴブリンスレイヤーは「そうか」と言って、迷うことなく答えた。

「仕事を頼んで、片づけてもらっただけだ」

「なるほど、なるほど。魔術仕事なら私の領分だろうに。とはいえ、私は依頼人だからね」

　まったく残念なことにきみの頼みは聞いてやれないのだ。

　何が面白おもしろいのか孤電の術士はくすくすと笑い、ひょいひょいと歩いていく。

　ゴブリンスレイヤーは荷物を担いだまま、黙々とその後に付き従って茂みをかき分ける。

　孤電の術士は、目的地を言わなかった。ゴブリンスレイヤーも聞かなかった。

　彼女の目指す場所にはゴブリンがいて、それを片づけるのが彼の仕事だからだ。

　目的地がどこであれ、戦うのに必要な情報以外は、何の関係もないことだった。

「しかしきみ、そんな格好では暑くないのかい？」

　そう言って彼女はわざとらしく服の襟元えりもとをゆるめ、胸元むなもとへとはたはた風を送ってみせる。

　無論、ゴブリンスレイヤーが見る限りにおいて、彼女が汗を一滴でもかいた気配はない。

　顔にやや赤みが差しているのは、酒精のせいだろう。それさえもいつものことだ。

　ゴブリンスレイヤーは「いや」と短く答えてから、天を振り仰あおいだ。

　日差ひざしは強く、目も眩くらむほどに白い。夏がもう間近なのだろう。暑さはさらに増すはずだ。

「そろそろ夜営の場所を探す」

　ゴブリンスレイヤーは言った。孤電の術士は頷うなずいた。

「夏は風の巡りも気まぐれだからね」

　街を出てから、もう二日が過ぎようとしている。
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「結局のところ、きみに頼みたいのはゴブリン退治なのさ」

　その晩、彼女はゴブリンスレイヤーのおこした焚たき火びにあたりながら、にこにこと言った。

　野火のびを避けるため草を刈り、枯れ枝を組んだところに枯れ草を束たばねた焚たき付けを入れる。

　ゴブリンスレイヤーは「そうか」と言いながら、腸詰めとチーズを串にさして火にかけた。

　ほどよくとろりとしたところで孤電の術士は「あちち」と言いながら串をとり、かじり付く。


「んんー……っ」と頰ほおを緩ゆるめて身悶みもだえする様を見る限り、お気に召したようだった。



　適当に選んで買い付けたゴブリンスレイヤーは、それを見て息を吐いた。

「これは牧場の品だね。選んで買ったのかい？」

「牧場の」

　言われて、ゴブリンスレイヤーは改めて手元の串へと目を落とした。

　やや焦こげつきつつあるそれが、牧場で作られたもの？

　かじり付くとチーズは甘く、腸詰めは塩味がきいていた。一口、二口と鉄兜の奥へ押し込む。

「気づかなかったな」

「……きみはあれかい？　とりあえず腹に入って栄養になれば良いとかいうタイプかな？」

　信じられない。孤電の術士がそんな顔をするのに、彼はゆっくりと首を横に振った。

「頓着とんちゃくはしないが、先生には、生きていたいなら温かくて旨いものを食えと教わった」

「ほう」と今度は感心したように孤電の術士は頷いた。

「なかなか含蓄のあることを言う御仁ごじんだ。そうとも。それがあれば生きていける」

「圃人レーアだった」

「道理だね」

　うんうんと頷き、孤電の術士は林檎酒の瓶へ恋人がするように口づける。

　ちろりと舌で酒の雫しずくを舐め取りながら、彼女は瓶を握った手で彼を指さした。

「活力っていうのは、そういうところから湧わいてくるもんだ。食いたいものを食いたまえよ」

「……食いたいものか」

「そうとも。遠慮する必要はないね」

　実践するかのように孤電の術士は酒を呷り、腸詰めに舌鼓したつづみを打つ。

「そういう意味では、ゴブリンはどうなのだろうね」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは何も言わず、適当な棒きれを拾って焚き火をかき混ぜた。

　よく見れば先端が二股ふたまたになった棒だ。小石でも挟んで紐ひもで括くくれば、良い棍棒こんぼうになる。


「ゴブリンは幸福か、不幸か──……何も知らず、考えずにいるのは楽ではある」



「……」

「さりとて彼らは瘦やせて、飢えている。その欲は尽くまじさ。満たされはしないね」

「興味はない」

　ゴブリンスレイヤーは言った。切り捨てるようにだ。

「問題は、奴やつらが何をどう判断し、行動するかだ。周りがどう思うかではない」

「いかにも。その通りだ」

　孤電の術士は、ちびり、ちびりと名残なごりを惜しむように酒を少しずつ傾かたむけた。

　ぱちり、ぱちりと音を立てて焚き火が弾はじける。ゴブリンスレイヤーは火をかき混ぜた。

「だから、まあ、ゴブリンの書を書かないというきみの判断、私は間違いだとは思わないよ」

　そのおかげだろう。彼女がぽつりと呟つぶやいた言葉を聞き逃さずに済んだのは。

　そして、そのせいだろう。彼女がどんな表情をしていたのか、見ることができなかったのは。

「知識を得るということは幸福なものではない。労苦が伴う。得るまで、得た後」

　そもそも知識を得ようと思う者自体が稀まれだと、彼女は言う。

「人々が英雄について望むのは、史書ではなく愉快痛快な叙事詩だもの」

　──わからなくもない。ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　遥はるか遠い昔のことを思い返す。自分だとて村にいた頃、いくつか英雄譚えいゆうたんを聞いて覚えていた。

　どれもこれも、吟遊ぎんゆう詩人がでたらめに語った冒険譚だったのだろう。

　そしてそれを信じたまま冒険者になろう──いや、なりたいと思っていた。

　なれはしない。なれるはずもないというのに。

「怪物辞典だってそうさ。私らは苦労してるぜ？　他ほかにも多くの者の手が入る」

　学び、調べ、書き上げ、編纂へんさんする。孤電の術士の言葉が、踊るように宙を舞う。


　それを写本にし、装丁そうていし、運び、各地へ届け、管理し、保管し──……。



　いや、そもそも大前提として、そこに至るまでの知識すら必要だ。

「それをだ」

　孤電の術士は、必要だからと生き物の腹を切り裂くような口調で、ぽつりと言った。

「村を飛び出し話も聞かず字も読めず、小鬼退治で死ぬ輩やからへ無償で教えてやる義理はないよ」

　言ったところで、彼らは理解する気もなければ、理解する能力もないのだ。

　──学ぶとは、そういうものだ。

「ゴブリンの書を書かない、というのは費用対効果の面で間違った判断だとは思わないね」

　ゴブリンスレイヤーは少し考えた。村には知識神の寺院があった。小さなものだったが……。

　今思えば、もっと通っておけば良かったのだろう。

　彼はついぞ、姉から習った文字の読み書き計算以外の学問を修めることはなかった。

「……知識神の学徒は、学問を広めることに熱心だったと思ったが」

「理解も支持もするよ。その理想が叶かなう世界ってのは、豊かで優しくて平和で素晴らしいさ」

　ゴブリンスレイヤーは少し考えた。誰だれも彼もが知識を得られる世界。想像もつかない。

　彼が知っている教育は、姉からの手習いと、師から教わった事柄だ。

　文字の読み書きはともかくとして──知識とはただ与えられるものではなかった。

　与えられて、得られるものとも思えなかった。

「しかしここは理想郷ではあるまい。宿命と偶然に満ち満ちた四方世界、神々の卓上だもの」

　何も知らず死に行く者、顔も知らぬ彼らに、私は同情しない。

　孤電の術士はそう、彼に聞かせるわけでもなく呟いて、酒の瓶を愛するように唇をつけた。

「知識の光はか細く、迷妄めいもうの闇やみは未いまだ大なり」

「……」

「きみの知識ってのは、そんな闇に差す灯スパークの一つかもしれないねえ」

　ゴブリンスレイヤーは、その言葉に少しだけ鉄兜を動かし、彼女へ目を向けた。

　夜の闇と、焚き火の明かりの狭間はざま、とろりととろけ、潤んだような瞳ひとみが僅かに見えた。

　目の錯覚だったのかもしれない。ゴブリンスレイヤーは尋ねた。

「なら、お前のそれはどうなんだ」

　彼女は答えなかった。答えないまま、曖昧あいまいな笑いが火花の向こうに霞かすんでいた。
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「つまるところは、角かどなのさ」

　彼女がそう言ったのは、広野の果てをそろそろ迎えようかという頃だった。

　足下に茂る草は減り、むき出しの地面が露あらわになりつつある。
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　これより先は荒野こうやであろう。荒れ野だ。

　焼き払われたかのような赤茶けた土地は、神代しんだいの戦い、その古戦場であるとも聞く。

　興味のないことだった。ゴブリンスレイヤーは「そうか」と言った。

「四つに限らないが、四方の一つと言って良い。まあこの場合は概念的なものだけれど」

　やはり彼はもう一度「そうか」と繰り返した。

「そこが目的地か」

「ある意味においては、ね」

　例えばと彼女は手を振って、魔法のような不自然さでそこに骰子サイコロを取り出して見せた。

　きらきらと輝くそれは獣の牙きばのようにも、あるいは宝石のようにも思える。

　骰子は傾きかけた太陽の赤い光を反射して、あちらこちらへと輝きを投げかけていた。

「この骰子には角がいくつある？」

「八だ」

「お見事。では面は？」

「六だ」

「またもお見事」


　では──……。孤電の術士は、出来の良い生徒へ指導するように、蠱惑こわく的に唇を吊り上げた。



「角に至れば何が見える？」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは僅かに考えた。そしてただ、単純な事実のみを述べた。

「三面だろう」

「まさに」

　孤電の術士は我が意を得たりとばかり、頰を緩めて頷く。

　後ろ向きに歩いているにもかかわらず、危なげな様子は一切いっさいない。

　ゴブリンスレイヤーは荷物を担ぎ直し、面と向かって彼女の後を追い続ける。

「山の頂いただきに至らんとする際、目的地はそこか景観か、その先か、という話さ」

　ゴブリンスレイヤーは、三度「そうか」と言った。

「そこにゴブリンがいるわけだな」

「やっと見いだしたというのにね。心が折れそうにもなるというもの」

　──見たまえよ。

　孤電の術士が後ろも見えているかのように言って、にこやかに前を向く。

　ゴブリンスレイヤーは、言われるまでそれに気づきもしなかった。

　暗黒の塔だ。

　薄い闇の中にそびえ立つ、黒く、高き、影のような塔。

　それが荒れ野の真ん中に、天高くへ向かって生はえていた。

　鉄兜の中で彼は目を瞬またたいた。そして低く唸った。

「……見えなかったな」

「さもありなん。知れる者しか見えぬもの」

　ゴブリンスレイヤーは興味もなく頷き、しゃがみ込んで塔の入口へ目を凝らした。

　──なるほど、いる。

　ゴブリンどもが、まるで墨すみの染しみのように滲にじみながら蠢うごめいている姿が見て取れた。

　見張りだろう。

　手槍てやりを携たずさえ、眠たげな様子でぼんやりと立ち尽くしている。

「連中が、何故なぜ、どうして、ここにいるのかなどということは考えるだけ無駄だよ」

　耳元で囁ささやかれる声。あまやかな林檎りんごの香りと、薬の匂におい。

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜の下で目線を動かし、自分の肩にもたれる彼女を見た。

「どこか東方で合戦でもあったかな。小鬼の死の影が、こちらにまで伸びているのさ」

「……影？」

　よくわからない単語だった。

　訝いぶかるゴブリンスレイヤーの様子に気づいた彼女は、「後で説明してやるよ」と笑った。

「外壁を登るなり、空を飛ぶなりして頂へ向かえば楽なのだが、そうもいかなくてね」

「外壁を登る」
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　孤電の術士が発した言葉を、ゴブリンスレイヤーは短く呟いた。

　なるほど、そういう手もあるのか。

「……中を通るのか」

「ああ。さて」

　つい、と孤電の術士は男の手を逃れるように身を翻ひるがえし、彼の肩から離れて立った。

　いつも通り、にやにやとした意味深な笑み。彼女は問うた。

「どうするんだい？」

　彼は答えた。決まりきったことだった。迷う必要などどこにもなかった。

「ゴブリンどもは皆殺しだ」

　何をやるかは明白。

　どこで、もわかった。

　問題は──どうやって、だ。
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　そびえ立つ暗黒の塔を前にして、冒険者と依頼人は機を窺うかがっていた。

　入口では蠢くゴブリン。塔の周囲には木もなく、視界は良く通っている。

　あるのは唯一、二人が身を伏せている薔薇ばらの茂みくらいのものだろう。

　これを越えれば、もはやゴブリンに気づかれずには済むまい。

「……影がないな」

　ゴブリンスレイヤーは低い声で言った。

　夕陽ゆうひを背負い黒々と影に沈む塔の外周には、しかし塔そのものの影が落ちていない。

　日が天頂にあるのでなければ──いや、あったとしてもありえぬ光景である。

「身を隠しながら近づくのは困難か」

　しかしゴブリンスレイヤーが気にするのは、そんな些末な事ではなかった。

　無論、ゴブリンは闇を見通せるから、影に隠れたところで意味があるかはわからない。

　さりとて努力もせず真正面から向かうことは、実に気に入らなかった。

「よく見たまえ。ゴブリンどもも影がないだろう？」

　孤電の術士が興奮を隠そうともせず、やや上擦った声で早口に言った。

「あれはね、全すべてが影だからなのさ。影に影はできない。当然の理ことわり。わかるかい？」

「わからん」

　ゴブリンスレイヤーは短く言った。低く、唸るような声だった。

「先程も言っていたが、影とは何だ」

「魔術師が追いかけるものさ」

　にやりと孤電の術士が笑ったが、ゴブリンスレイヤーには面白くもなく黙り込んだ。

「さっきも言ったろ。考えるだけ無駄さ。どっかの合戦場から再来リスポーンしたんだ」

「……」

「つまり塔と同じように、どこかのゴブリンたちの影が落ちているわけだよ。たとえば……」

　孤電の術士はそう言って、ついと意味深な仕草でゴブリンスレイヤーへ目を流した。

「きみが言うところの、緑の月とかから、ね」

「……で、あれは殺せるのか？」

　そしてその端的な言葉に、孤電の術士は秋波しゅうはを送っていた目を見開いた。

　次いでくつくつと、子供が真理を言い当てた時のように、愉快げに喉を鳴らした。

「影なきものは生者足りえぬ。表裏一体。もっとも、『影を殺せる』場所はなくはない」

「殺せるのか」

　ゴブリンスレイヤーは、自分にわかる部分だけを解釈し、そう判断した。

　そうでなくば、この依頼人がここまで自分を連れてくることもないだろう。

　うん、と孤電の術士は頷いた。

「影響というのは良い言葉だね。影の響きは本体に通る。真の塔にも同一性を利用し……」

　これは話しても仕方がないか。孤電の術士はぶつぶつと呟き、にこりと笑った。

「ま、呪詛じゅその類たぐいと思いたまえ。影を踏めば呪のろいがかかり、小鬼は死ぬ。そういう理屈だよ」

「わかった」とゴブリンスレイヤーは言った。呪いの事など彼は知らない。「それなら良い」

　重要なのは、ただ一点。

　いつどうして現れたかわからない塔のことも、影だというゴブリンどもも、理解はできない。

「つまり、あのゴブリンどもは殺せるわけだ」

　その後の動きは迅速だった。

　何をすれば良いかさえわかれば、何を迷う事があろうか。

　ゴブリンスレイヤーは荒野に転がる小石を拾い上げ、一番形の良いものを選んで握った。

「仕掛ける」

　そして言うなりその礫つぶてを鋭く投じ、剣を引き抜いて飛び出した。

　ざっと薔薇を蹴け散ちらして飛び出す姿に、見張りをしていたゴブリンが気づいて口を開く。

　そこへ飛び込むように礫が宙を走り、小鬼は悲鳴も上げられずに脳幹のうかんを撃たれて仰のけ反そった。

「ＧＯＲＯＢＢＧ!?」

「一つ……！」

　もう一匹の見張りが慌てて槍を構えるところへ、ゴブリンスレイヤーは真正面からぶつかる。

「ＧＢＢ！　ＧＲＯＢＧ!!」

　粗雑な手槍の穂先を円盾まるたてで逸そらし、喉笛のどぶえを抉えぐるように刃を突き立て、捻ひねる。

「ＧＲＢＢＯ!?」

　夕闇ゆうやみの中に薄汚い血の赤黒が放物線を描いて飛沫ひまつし、鉄兜を汚した。

「二つだ」

　彼は剣を抜いて血振りをくれ、痙攣けいれんを続けるもう一匹の喉を突いてトドメを刺し、言った。

「……血が出るのなら殺せるのは確かだな」

　手応えも何もかも、真正のゴブリンと違いはない。死体が消えることもない。

　影だの何だのというのはさして意識しなくても良かろう。ゴブリンはゴブリンだ。

　彼は血脂をゴブリンの腰巻で拭ぬぐい、ついでに手槍を拾い上げた。

　影だろうが何だろうと、これが武器である以上、何の不都合があろうか。

「気づかれる前に入るぞ。来い」

「やれやれ、きみはせっかちだな……と、待ってくれたまえよ」

　呼ばれて、茂みに潜ひそんでいた孤電の術士ががさがさと立ち上がった。

　彼女は薔薇を踏まぬように歩くような仕草で走り、小鬼の死骸へと手を触れる。

　またあの捻ねじれたナイフを抜くのかと思えば、違う。

「時間がないからね。この程度で誤魔化ごまかさせてもらうよ」

　彼女は笑って血糊を指で掬すくい取り、顔に複雑な文字テキストのようなものを描きつける。

　ゴブリンスレイヤーは、ふわりと香る、何か真新しいインクの匂いを嗅かいだ気がした。

「何かの呪文じゅもんか？」

「ただの香り付けの文句フレーバーテキスト。さ、行こうか！」

　ゴブリンスレイヤーは頷き、暗黒の塔の入口を潜くぐり抜けた。
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　──見たことがない景色だが、似たような景色が続くものだ。

　用途のわからぬ道具で埋め尽くされた通路を駆け抜けながら、ゴブリンスレイヤーは思う。

　塔の中は、異様なほどに捻れ入り組んだ迷路のような有様ありさまだった。

　金属だろうか。繫つなぎ目のない通路が延々と続き、窓はなく、通路は横に二人立つのが精一杯。

　突入前は松明たいまつがいるかと思ったが、光源があるわけでもないのに不思議とよく見える。

　しかしどういう理屈なのか、一定以上の距離は暗闇くらやみに遮さえぎられるかのように視界が通らない。

　試しに点火した松明を放り込んでも変わらないので、ここはそういう場所だと納得した。

「事実を受け入れるのはきみの美点だね」と孤電の術士は笑ったものだが……。

　何にせよ小鬼どもの大群と遭遇しないのは何よりだが、移動に時間を食うのが難点だった。

「六……！」

「ＧＢＢＯＲ!?」

　曲がり角で出くわしたゴブリンの鼻面はなづらへ、ゴブリンスレイヤーは円盾の縁ふちを叩たたき込こんだ。

　鼻骨が砕かれ、脳に刺さり、ゴブリンは血をまき散らしながら仰け反って息絶える。

　ゴブリンといえど脳が急所であるのに違いはない。

　戦い、考え、調べ、分析して、彼はその結論を導き出した。

　一匹小鬼を屠ほふるごとに、知識にしろ技術にしろ、何かしら得るものがある。

　全ては練習であり、実践であり、そして経験だった。

「七！」

　例えば、こうだ。

　ゴブリンスレイヤーは手にしていた槍を振りかぶり、通路の奥めがけて思い切り投じた。

　空間を貫いたその槍は、そのままもう一匹のゴブリンの胸板むないたへ突き刺さり、致命傷を与える。

　がぼがぼと血を吐き悶もだえるところへ飛びかかり、小鬼の首を踏み折って仕留める。

「投擲とうてきからの突撃も、だいぶ様になってきたものだ」

　くつくつ。一歩か二歩後に続く孤電の術士が、笑いをかみ殺しながら言った。

「室内だろうとどこだろうと、先手をとって射撃ができるなら、それは強みだからね」

　弓と違って両手もふさがらないし。

　彼女の言葉に頷き、ゴブリンスレイヤーは小鬼の棍棒を拾った。

「行き先はわかるのか。迷ったら、コトだぞ」

「ああ、それは大丈夫」

　孤電の術士はそう言って、優雅な手つきで右手を翻して見せた。

　そこにはちかちかと瞬き輝く、あの灯スパークの光がある。

「これが導いてくれる──というより、私が行った先が目的地になる、というべきか」

「わからんな」

「どこに行くかは灯ではなく、その主あるじが決めることさ」

　そのまま進みたまえよ。ゴブリンスレイヤーはその言葉に従った。

　いくつかの分岐点と玄室を突破し、しかし相変わらず変化のない内装が続く。

　やがて行き着いたその部屋も同じで、伽藍がらんの中に重厚な扉があることだけが違った。


　いや、それともう一つ──……。



「なんだ、これは？」

　鍵かぎ穴のない黒檀こくたんでできたと思わしき扉の前に、ふわふわと浮かぶ靄もやのようなものがあった。

　ゴブリンスレイヤーはひとまずそれを無視し、扉を探った。

　鍵穴がないのは良い。両開きと思われるその扉はしかし、つなぎ目すらも見あたらない。

「うーん……とすれば、これが要かなめと見るべきかな」

　孤電の術士は楽しげな、そして悩ましげな声をあげながら、その靄を突つき回していた。

　その度たびに黒い靄はふわふわと形を不確かに変え、泡のように弾はずんで揺れ動く。

「投影されたせいで正しい形を失った立体……つまりは鍵、だとは思うのだよ」

「どうにかできるか？」

「これを正しい形に組み立て直せば良い……のかな？」

「俺おれにはわからん」

　ゴブリンスレイヤーは応じ、自分たちが来た方の道を振り返った。

　ようやく異変に気づいたのだろうか。ぎゃあぎゃあとゴブリンどもの喚く声が聞こえる。

　そしてドタドタという足音、喚き声。雑多な武具のぶつかる音。

　鉄兜の下で息を吐く。だいぶ楽だ。背後からの敵はなく、戸口は一つ。

　村を守るよりはよほど楽。負けられないのはいつもの事。やるべき事にも変わりはない。

「任せたぞ」

「うん、ま、やってみましょう」

　ゴブリンスレイヤーは彼女の頼もしい声を背に受け、飛び込んできた小鬼へ棍棒を見舞った。

「ＧＯＢＯＲＯ!?」

「ふん」

　頭蓋ずがいが砕け、骨と血と脳漿のうしょうをまき散らして吹き飛ぶゴブリン。

　巻き込まれた二、三匹が吹き飛ぶのにあわせ、彼は棍棒を捨て、腰を深く落として構えた。

　薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜。左手には小振りな円盾を括り、右手には中途半端ちゅうとはんぱな長さの剣。

「ＧＯＢ！　ＧＯＯＢＢＧ!!」

「これで、十だ！」

　雄叫おたけびをあげて飛びかかってきたゴブリンへ、彼はその顎あご下したから通るように刃を繰り出した。

「ＧＯＢＯＧＯ!?」

　びくりと身を震わせて悶える小鬼の死体を、隣の一匹へ叩きつけるようにして引き抜く。

　すかさず左から襲いかかるゴブリンの棍棒を盾で受け止め、腕の痺しびれにも構わず振り払う。

「十一……！」

　たたらを踏んだ所へ、喉笛に剣を突き立てて仕留める。血が吹き出し、柄つかと手を汚した。

　ゴブリンスレイヤーは躊躇ちゅうちょなく剣を手放し、小鬼から手斧をひったくって死体を蹴倒けたおす。

　最初の一匹、その死体を押しのけたゴブリンどもが前から迫っていた。

「む……！」

　その槍を左の盾で捌さばき、手斧を一撃。牽制けんせいなど考えない。全て必殺のつもりだ。

　──相手が殺す気で攻撃してくんのに、当たらなくて良いつって勝てると思ってんのか？

　師はそう言って自分を小突きまわしたものだ。

　殺す気で剣を振り抜き、その上で牽制になれば上出来だろう。

　ゴブリンスレイヤーは深く息を吐いて呼吸を整えながら、小鬼の頭蓋に埋まった斧を抜く。

「十と、二」

「ＧＯＲＯＢＧ……」

「ＧＢＢＢ……！」

　攻めあぐねたゴブリンどもが、恨めしげにぐるると唸った。

　もはやこの距離まで近づけば臭においなども関係ないのだろう。

　女だ。女がいる。若い女だ。しかもこいつらは二人しかいない。襲え。奪え。

　醜悪な顔つきからは欲望と憎悪で満ち満ちている。影でも小鬼。いや、影なればこそか。

　小鬼どもはせっかくの女だというのに、行く手を阻はばまれて酷ひどく苛立いらだっていた。

　襲おうとしているのは自分たちだというのに、それを邪魔される事には納得がいかない。

　こいつさえいなければ。こいつのせいで。

「ＧＲＲＧＢ！　ＧＢＧＯＲＯＧＯＢ！」

「ＧＯＲＯＧＧ！」

　ゴブリンスレイヤーはゴブリン語がわからない。

　だがしかし、連中がそう考えているだろう事は、不思議と手に取るようにわかった。

　──どう殺してやろうか。

　そう考え、手斧を握り直す。かかってくれば良い。

　狭い戸口で数の有利と奇襲を封じ、一対一であればゴブリン相手に負けはない。


　少なくとも、体力の続く限りは、だが──……。



「……なんだこれ？」

　だからこそ背後で孤電の術士が戸惑とまどいの声をあげても、彼は慌てなかった。

「おかしい、おかしいぞ……！」

「どうした」

「こんな立体が存在するわけがない！　構造上、ありえないんだよ！」

「そうか」

　彼女がこんな焦あせり、困惑した声をあげるのを彼は初めて聞いた。

　どうとも思うまい。そうたいして深い付き合いでもない。

　他人の何もかもを理解しているなどと、どうして思い上がれるだろう。

「まだしばらくは保つ」と、彼は低く言った。「しばらくは」

「あ、ああ、わかってる……わかってるとも……！」

　ゴブリンスレイヤーは彼女が親指の爪つめを嚙かむ音を聞いた。

　だがそれよりも、女の声を聞いていやらしく笑ったゴブリンの動きの方が重要だ。

「ＧＧＯＢＯＧＯＢＧ!!」

　跳躍。

　仲間の死体を踏みつけて、ゴブリンスレイヤーの頭上を越えて突破しようというのだろう。

　ゴブリンスレイヤーは深々と息を吐く。体力は十分にある。

「ＧＯＲＯＲ!?」

「十三」

　ゴブリンの股ぐらが弱点だということは知っている。

　ゴブリンスレイヤーは容赦なく股間に手斧を見舞って打ち落とした。


「ＧＯＢＯＧＯＢＯＧＯＯＯＢＯ！？！？」



　聞くに堪たえない濁った悲鳴をあげ、白目を剝むいて痙攣するゴブリン。

　ゴブリンスレイヤーはその様に目もくれず、自前の短剣を抜いて真横へ投じる。

「ＧＯＲＯＢ!?」

「十四。……ふむ」

　眼窩がんかから生えた短剣を引き抜こうと悲鳴をあげて仰け反り悶え、小鬼はそのまま息絶える。

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。なるほど、目は柔いわけだ。

「狙ねらえるな」

　いずれ目潰めつぶしも考えよう。いずれ──いずれがあれば、だが。

　ゴブリンスレイヤーは足下に転がる小鬼の武器を蹴り上げ、つかみ取る。

「ＧＯＲＯＧ！　ＧＧＢＯＲＯＧＯ！」

「ＧＯＯＲＯＧＢＧ!!」

　戦いの音は続く。

　その一方で孤電の術士は端正な顔を強張こわばらせ、汗と涙を滲ませて靄に挑んでいた。

　まさしくそれは霞かすみであり、その実体を摑つかもうなどという事は空へ手を伸ばすようなもの。

　だけれど、それが何だというのだ。

　今までと何一つ変わらない。

　彼女が積み上げてきたもの全て、そうして手に入れてきたものだ。

　床にはいつくばり、鞄かばんから黒板と白墨はくぼくを取り出し、彼女はひたすらに数を刻む。

　全ては数字だ。事象データは数字でできている。

　それが事象であるというのならば、神さえも解き明かせる。解き明かせなくてはならない。

　ひとつ、ふたつ。ゴブリンスレイヤーが小鬼の死体を積み上げる。

　それにあわせ彼女の明晰めいせきな頭脳がひとつ、ふたつ、あやふやなものを繫いでいく。

「──そうか、わかったぞ！　わかったぞ！　わか……ッたぞ!!」

　快哉かいさいをあげたのは、ゴブリンの死体がさらに十を重ねた頃だろうか。

　孤電の術士は白墨を放りだし、紡つむぎ上げた魔術書であるところの札の束たばを摑み取る。

「一つ上次元の立体！　それが、紙に立体を描くように──つまり、これは影だ！」

　彼女は力強く、暗黒の塔の床を蹴ってタップ立ち上がる。

　そして手にした札の数々を表へ返し、ほとばしる魔力の渦うずにて靄へ挑みかかった。

「三つの頂点、三つの線。四つの頂点、四つの面。しからば一つ上の次元にて、最小の図！」

　呪文の如ごとき言葉の奔流が黒い靄を次々に襲い──虚空こくうから裏返って、花開くように変化する。

「……つまり五つの頂点、五つの胞セル！」

　がちり、と。何かが動く音がした。

　途端に黒檀の扉に一筋、剣で断ち切られたかのように光が走る。

　──暗黒の塔は開かれり！

　孤電の術士は角笛でも吹くように高らかな声で「やったぁっ!!」と声をあげた。

「わかってしまえばなんてこたぁない。子供だましだ！　ゴブリンスレイヤー!!」

「……ああ」

　彼は二十六匹目の小鬼へ飛びかかり、眼窩へ折れた手槍の穂先をねじ込んだところだった。

　穂先を引き抜くと眼球が視神経と共に繫がって伸び、引き千切れる。

　ゴブリンスレイヤーはそれを投げ捨て、踵きびすを返すと一気に走り出した。

「ＧＯＲＯ！　ＧＧＢＧＯＧＯＢ!!」

「ＧＯＲＯＧＢ!!」

　途端、障害物のなくなったゴブリンどもが濁流の如く広間へと押し寄せてくる。

「その扉は閉められるのか!?」


「もちろん！　私を誰だと思って──……」



「なら、やれ……！」

　ゴブリンスレイヤーは孤電の術士が「ひゃあっ」と叫ぶのも構わず、細い体を横抱きに攫さらう。

「まったく、もう少し女性の扱いを覚えた方が良いと思うけどなぁ、きみは！」

「良いから、急げ！」

　不平不満を全て無視して、ゴブリンスレイヤーは扉の中へするりと飛び込んだ。

　振り返る背後からは、喚き声とよだれを撒まき散らしながらゴブリンどもが迫ってくる。

「わかっているとも」

　肩に担がれたまま不平を漏もらしながら、孤電の術士がついと指先を動かした。

　応じて黒い靄が、大きくゆがみながら形を変えた。

「ＧＯＲＯＯＧＧＢ!!」


　扉の奥へとゴブリンが押し入るべく手を伸ばす────だが、遅い。



「お呼びでないよ……だ」

　音もなく黒檀の扉が閉鎖され、錠が落ちる。

　後に残るのは、胡桃くるみでも割るようにして断ち切られた、ゴブリンの腕だけだった。
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「……なんだったんだ、結局、あれは」

　長くだらだらとどこまでも続くような螺旋らせん階段を上りながら、ゴブリンスレイヤーは言った。

　扉の向こうは果てがないかと思えるほど、ぐるぐると階段が渦を巻いて伸びていた。

　塔の高さを思えばこれは当然のように思えて、冒険者と依頼人は文句も言わずに登り続ける。

　その沈黙に耐えかねた、というわけでもあるまい。

　孤電の術士は「うん、あれはね」と子供が自慢でもするように胸を反らした。

「ま、影だよ。線と面の世界に住まうものは、高さを理解できない。我々もまた同じ……」


　縦、横、高さに加えてもう一つ空間を示す座標、軸がある物体──……。



　彼女はそう言いおいて、しかし得意げににやりと唇の端を吊り上げて見せた。

「……だけど立体の影を見て、その形を導き出すことはできる。知恵があれば、ね」

「それが、あの妙な代物しろものか」

「そういうことだね」

「ゴブリンどもはあれを突破できるのか」

　ふむん。階段の内壁へ手をかけ、体を支えるようにして彼女は立ち止まった。

　ゴブリンスレイヤーもまた立ち止まり、振り返って孤電の術士を見やった。

　彼女は「うん」と頷いて言った。

「きみの質問の意図することはわかるが、字義通りに答えればそれは否いなだ」

「無理か」

「不可能ではない。猿がむちゃくちゃに字を書き、偶然傑作小説が完成する程度の確率だね」

　あるいは偶発的に竜と遭遇するが如く。ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

　ゼロではない。その事実は勇気をもたらすこともあれば、不快でしかないこともある。

　偶然にせよ宿命にせよ、起こり得ることは起こるものだ。クソ食らえだった。

「では俺の意図通りの答えを聞かせろ」

「この先にゴブリンがいるかという意味であれば、それは是だよ」

　孤電の術士は投げやりに、適当に鞠まりでも放るような手つきで手を振った。

「あれは影だからね。ふと気づけばそこに在る。発生源を考えるだけ無駄というものさ」

「そうか」

「私だって驚いたとも」

　彼女は腰の酒瓶さかびんを愛いとしげに撫なでると、口づけをし、んく、んくと喉を鳴らしてそれを呷った。

　ふぅっと熱を帯びた吐息を漏らし、口元を手の甲で拭う。

「やっと目的地への足がかりを摑んだと思ったら、ゴブリンの巣窟そうくつになっていたんだぜ？」

「そういう事は良くある」

　低い声で唸るように呟き、ゴブリンスレイヤーは短く付け加えた。

「とてもな」

「宿命と考えるべきか、偶然と考えるべきか、悩ましいね」

「興味がない」

「つれないねぇ」

　けたけたと笑う孤電の術士を無視し、ゴブリンスレイヤーは次の段へ足をかけ、歩き出した。

　ゴブリンがいるというのなら、それに対して意識を集中させるべきだ。他は些末さまつなこと。

　雑囊ざつのうを探って強壮の水薬スタミナポーションを取り出し、彼女に倣ならって一口呷る。

　この塔の高さ、ゴブリンとの戦い、どれほど続くかはわからない以上、少しずつ飲むべきだ。

「ま、ゴブリン以外については心配いらんよ」

　とことこ小走りに後へ続く孤電の術士は、やはり自信たっぷりの口調で言う。

「これが我々のための塔だとすれば、あの不定形こそ私の障害……つまるところ、神の影さ」

「神」

「写し身とか木霊こだまとかね。神の姿なんてわかりゃしない。私の数式がそれかもしれないぜ？」

　──神。

　ゴブリンスレイヤーは振り返りもしない。何とも縁遠い言葉のようにも思えた。

　何にせよ、ゴブリンでないのなら関係はないのだ。
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　実際、孤電の術士は有言実行だったといって良いだろう。

「よし……よし、よし！」

　彼女は次の階層でも神々の泡沫ほうまつへと挑みかかり、見事勝利を収めたのだから。

「法則、方式さえわかれば、後は計算だ！　ざまぁ見ろ！　……うん、間違いない！」

　計算式を紡ぐ白墨と黒板は、第二階層にて早くも放り出された。

　彼女は顎先に指をあてがってぶつぶつと思考に耽ふけるなり「八だ！」と声高に叫ぶ。

　不定形の胞はぐるりと裏返り、星のように瞬いて鍵へと転じ、先へと続く扉を押し開く。

　迫り来る小鬼を防いだゴブリンスレイヤーは、すかさず彼女を担ぎ上げて先へと飛び込んだ。

「きみ、もうちょっと丁寧に扱えと言っているだろう！」

「興味がない」

　全てはその繰り返しだ。

　第三層、第四層では、彼女はもはや計算する素振そぶりすら見せなかった。

　力強く床を蹴りタップ、わき上がる魔力で札を操あやつり、たちどころに錠を回してのける。

「十六──」そして「──二十四！」

　さながら魔法の如し、だ。

　おかげでゴブリンスレイヤーは随分と体力を温存することができた。

　ゴブリンどもの勢いは階を跨またいだところで変わる節がない。

　一網いちもう打尽だじんにすることができなければ、後はひたすらにこちらが消耗するだけだ。

　手を替え、品を替え、武器を替え、知恵を巡らし、型にはめ、それを破る。

　喉を裂き、眼窩を抉り、頭蓋を砕き、臓腑ぞうふを潰つぶし、顔面を殴打する。

　その手間は少なければ少ないほど良い。

　そういう意味では第五層は──いささか困難だった、と言っても良いだろう。

「む、む、む……これはまたなかなか」

「難しいのか」とゴブリンスレイヤーは百と二か、三匹目の首を踏み折った。

「ＧＯＲＯＯＧ！　ＧＢＢＧＲ！」

「ＧＲＢ！」

　肩で喘あえぐように息をする。呼吸を無理矢理整え、続く小鬼を盾で叩きのめす。

　休憩を挟み、薬を飲んでいるとはいえ、疲労は蓄積する一方。

　長大な迷宮を延々と探索してまわれるのは、それこそ金等級や白金等級の強者つわものばかりだろう。

　未だ下位に留まるゴブリンスレイヤーには、思いもよらぬ世界だ。

　──だが、村での戦いよりはましだ。

　かつて一つの村を守るため、踏みとどまって戦ったことを思い返し、彼はそう断じた。

　何のことはない。あれに比べれば、正面のことだけ警戒していれば良い。雨もない。

　守るべきは一人。武器は向こうからやって来る。問題は体力、そして集中力だ。

「難しいとは、よくも言ってくれたな！」

　孤電の術士もまた、声高に吠ほえる。

　難しい？　難しいだと？　誰に物を言っているのかわかっているのか。

　彼女は戦場を見渡す軍師さながらの目つきで高次元の影を睨にらみ、札を操った。

「見たまえ！　──百二十程度、組み上げるには一手で足りる！」

　空間に胞が開き、芽吹き、花開くようにして鍵を作り上げる。

　錠が回る。音もなく扉が二つに割れる。孤電の術士はふふんと鼻を鳴らした。

「さあ、道は開かれりだ！　行くぞ、ゴブリンに付き合う暇はあるまい！」

　ゴブリンスレイヤーは答えずに「百五」と言って小鬼の喉を剣で突いた。

「ＧＯＯＢＧＧＲＧＲＧ!?」

　悲鳴をあげて倒れるゴブリンの勢いに任せて剣を手放し、足下の棍棒を拾い上げる。

「簡単に、殲滅せんめつはできんな」

「無限に湧いてくると言ったろう！　こっちの資源リソースは有限だ！」

　ゴブリンスレイヤーは低く舌を打つと、速やかに転じた。

　今までのことで学習したのか、すでに孤電の術士は扉の中に潜もぐり込んでいる。

「担ぎ上げられたくはないからね！」

　そんな声に迎えられながらゴブリンスレイヤーは彼女の後に続いた。

「ＧＯＯＢＧＲＧ！」

「ＧＢ！　ＧＢＯＯＲ！」

　背後で喚き散らすゴブリンたちの声も、扉がぴたりと閉まれば遮られてしまう。

　再び長々と続く螺旋階段の起点で、ゴブリンスレイヤーは大きく息を吐いた。

「気に入らん」

「何がだい？」

　孤電の術士が階段の段差へと腰を下ろしながら小首を傾かしげた。

　彼女はもうだいぶ中身の減ってしまった林檎酒を、名残なごりを惜しむようにちびりと舐める。

「このゴブリンどもが外に出たら、コトだ」

「ははははは。私はてっきり、帰り道を心配しているのかと思ったよ」

　ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。上りが下りになるだけで、やる事は変わらない。

「ま、安心したまえよ。彼らは塔の影の中にいるようなものさ」

「塔からは離れられないと？」

「そして日が沈めば影は消える。塔がある間だけだ。おそらく……」

　そういって彼女は、とろけたような──夢見るような目で、螺旋階段の渦の先へ目を向けた。

「……私が至れば、それで終しまいだよ」

「そうか」

　端的な言葉だった。

　孤電の術士はあっけに取られた様子で彼を見て、そしてけたけたと笑った。

　初めて出会った時のことを思い出させるように、腹を抱えて、転げるように笑った。

「きみは本当に変な奴だなぁ！　気にならないのかい、何があるのかとか何をする気だとか」

「興味がない」と彼は首を横に振った。「いや……」

　孤電の術士は、座り込んだ膝ひざの上に頰杖ほおづえを突いて、楽しげに続く言葉を待った。

　ゴブリンスレイヤーはやはり低く唸り、そして静かに、ゆっくりと言った。

「……先生が言うには、物事は全て『やる』か『やらないか』なのだそうだ」

「圃人の先生」と孤電の術士は目を細めた。「成否ではなくて？」

「成功も失敗も、やったから起こることだ。やらなければ起きん」

　人にこれを言うのは初めてだった。何故言おうと思ったのかも、わからなかった。

　そうとも。彼は呟いた。自分はやらなかった。やろうとしなかった。だから。

「他人がやると決めたことを、俺はどうこうは言わん」

「ゴブリン退治の邪魔にならない限り？」

「そうだ」

　孤電の術士は頷いた。心の底から、嬉うれしそうに頷いた。

「きみに依頼を出して、正解だったと思うよ。ゴブリンスレイヤー」

「そうか」

「ふふん」と彼女は鼻の下をこすり、ひょいと軽かろやかに立ち上がった。

「では行こうか！　依頼人の目的地は、もう間近だぞ冒険者！」

　わかるのか。ゴブリンスレイヤーの問いに、彼女は無論だともと応じる。

「四、六、八、十二、二十。この五つが私たちの知る、物の形の基準なのだけれどね」

　階段を上り、ゴブリンの徘徊はいかいする回廊かいろうへと踏み込む。

　足音を殺し、息を殺し、小鬼を殺して奥へ、奥へ。

　異なる階層であっても、細部こそ違えどおおよその構造は変わらないらしい。

　目指すべき玄室が塔の中央にあるのは明白で、依頼人と冒険者は迷わずに進む。

　いや、彼女の手に灯スパークが輝く限り、迷うことはないのだろう。

「これまで塔に落ちた影は、五、八、十六、二十四、そして百二十だ」

「五つだな」

　ゴブリンスレイヤーは背後から小鬼の口に手を回し、横一筋に喉笛を搔かき斬きった。

　ぴゅうぴゅうと笛のような音を立てて血が飛沫しぶき。息絶えるまで待ってから、死体を放る。

「だからこれで打ち止めだと私は思うんだ。たぶん同じ五つで良いのではないかな、と」

「そうか」

「まあ、行ってみないことにはわからないが……ね」

　果たして、彼女の言う通りだった。

　つまり最後と思わしき玄室にはやはり黒檀の扉があり──その前には、やはり影。

　これには孤電の術士も顔をしかめ「認めたくないが計算違いだ」と言った。

「だが、まあ、基本は同じだ。なんとでもなろうさ」

「そうか」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「なら、俺のやる事は変わらんな」

「ＧＯＯＢＯＧＲ！　ＧＯＯＲＯＧ！」

「ＧＧＯＢＯＧＯＢ!!」

　背後から押し迫るゴブリンどもの声さえも、何も変わらない。

　ゴブリンスレイヤーはやや重たくなった体を強引ごういんに動かし、戸口へと陣取った。

　雑囊から強壮の水薬を取り出す。もはや残りは僅かだ。それを一息に呷り、飲み干す。

「ＧＯＲＯＯＧＢ！」

「……数がわからなくなった」

　舌打ち混じりにそれを投擲。小鬼の頭蓋と共に割れ砕ける音が、戦いの幕開けだった。

「一つだ」

「それに百五と十二を足したまえ」

　振り返りもせずに投げかけられた言葉にゴブリンスレイヤーは、ふんと小さく呟いた。

「百十八」

　そして手にした棍棒を振りかぶり、次のゴブリンへと叩きつける。

「ＧＯＯＢＯＧ!?」

「百十九だ！」
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　ゴブリンを斬る、突く、叩く、殴る、投げ打つ、そして殺す。

「ＧＧＯＢＯＧＲ!?」

「ＧＯＯＧＲＢ！　ＧＢＯＧ!!」

　端的に言えば、屍しかばねの山を築きながらゴブリンスレイヤーは押し負けつつあった。

　影だからなのか、それともゴブリンとはそういうものなのだろうか。

　狭い入口へ流れ込んでは殺され、軀むくろを重ねるばかりなのに、いっこうに勢いが衰おとろえない。

　そればかりか小鬼どもは仲間の死骸を盾にして、その向こうから石を投げるようにもなった。


「…………ち」



　投擲された石が鈍い音を立てて盾に、兜に弾かれる。腕が痺れる。頭が揺れる。

　肩に当たったものは鎧越しにも肉を叩き、盾を動かす動作に遅れが出つつある。

「お、ぁッ!!」

「ＧＯＲＯＯＢＧ!!」

　それを好機と見て取って、すかさず遮蔽物しゃへいぶつからゴブリンが飛び出してくる。

　ゴブリンスレイヤーは半ば手からすっぽ抜けるような形で剣を投擲し、それを先制。

　喉から剣を生やし、血泡をぶくぶくまき散らしながら小鬼が仰け反って倒れる。

　喜ぶべきことに、武器の在庫なら足下にいくらでもある。

　ゴブリンスレイヤーは棍棒を蹴り上げ、摑み取どり、喘ぐように呼吸を繰り返して息を整える。

　意識してか、本能的なものかは知らないが、ゴブリンは数を頼みとする術を熟知していた。

　己おのれだけが得をしようと先陣を切り、あるいはその馬鹿ばかな同胞を囮おとりに利用する。

　死を恐れないのではない。自分だけは死なないのだという、根拠のない確信がそれを為なす。

　間断なく続く飽和攻撃は、着実にゴブリンスレイヤーの体力を消耗させていた。

　そもそもここに来るまでの戦いですら、今までの比ではない。

　かつて行った村での防衛戦を経験していたから、ここまで踏ん張れたのだ。

　もっとも、あの時は防御を施ほどこす時間が十分あった。バリケードを築ければ良いのだが。

　──手が足らんな。

　たかがゴブリン。最弱の怪物。その事実はどうあがいても揺らがない。

　しかれどもその物量は、冒険者の一党をすり潰すこともある。いわんや一人では。

　ゴブリンスレイヤーはそのことを学んだ。活いかす機会があるかどうかはともかくも。

「くそ……なんだ、これは！」

　そんな状況は、孤電の術士とて理解していた。彼女は賢い。わからないはずもない。

　それがよりいっそう彼女を焦らせる。額ひたいに汗を滲ませる。

　宙に浮かぶ影を相手にひたすらその頭脳を働かせてる彼女を阻むのは、残酷な現実だ。

「……時間が、かかりすぎる！」

　わかる。

　理解できる。

　これが何を意味するのか、彼女にはわかる。わかってしまう。

「さっきの百二十どころじゃあない。これは……これは六百だ！」

　正六百多胞体──それは孤電の術士が想像した限界を遥かに、軽々と超えた存在だった。

　理解はできる。想像もできる。

　だがしかし、しかし──計算するのにどれほどの時間がかかる？

　ここまで来るのにどれほどの時を重ねただろう。

　盤上に生を授さずかり、師と巡り会い、知識を研鑽けんさんし、駆け抜けるようにここまできて──。

「まだ、時間が足りないのか……!!」

　視界が滲む。わかっている。悔しいわけでも悲しいわけでもない。

　これはただ、感情が昂たかぶったことによる生理的なものだ。そう言い聞かせる。

　故ゆえに孤電の術士は目尻を拭う時間も惜しんで神の摂理に挑む。

　だからこそ、ゴブリンスレイヤーは一分でも一秒でも時を稼がねばならない。

「ＧＯＲＯＢＢＧ!?」

「お、ォッ!!」

　もう何匹目か。先ほど教えてもらった数字が抜けつつある。

　息が切れる。呼吸が脳まで回らない。

　脳なんざ鼻水作るためのもんだ、と笑っていたのは師だったか。


　鼻水が出なくなった程度で人は死なない──…………。



「ＧＢＢ！　ＧＯＲＯＢＧ！」

「……ちッ！」

　その足下が掬われた。

　倒れた死体の山に紛まぎれて這はい進んだゴブリンが、短剣を足に振り下ろしてきたのだ。

　いくら倒した数を勘定していても、戦いの中、死体の数まで気を配る余裕はなかった。

　無論のことゴブリンスレイヤーはそれに備えて足の守りも固めている。刃は通らない。

　だが足を踏み出した先がぬめる。──ゴブリンの血だ。

　ずるりと滑った体勢を立て直すべく片膝を立てた所へ、小鬼どもはわっと押し寄せてきた。

「ＧＯＢＢ！」

「ＧＲＯＧＧＢ！　ＧＲＯＢ!!」

「あァッ!!」

　歯を食いしばり、横転しながら棍棒を振るう。

　一匹、二匹、臑すねを打たれた小鬼が悲鳴をあげて転げる。その上を一匹の小鬼が跨いで飛んだ。

　背筋が凍るような思いだった。ここを通すわけにはいかない。向こうには行かせられない。

　無防備な彼女の背中を前に、恐らくは下卑げびた顔をして走らんとするゴブリン。

　ゴブリンスレイヤーは床材を手で叩いて身を伸ばした。

　背中に衝撃。他の小鬼の妨害。無視する。

　そして棍棒を手放し、右手でゴブリンの足を摑む。摑めた。引きずり倒す。

「お、ォッ!!」

「ＧＢＢＢＯＲ!?」

　その後頭部へと左手の盾を見舞う。縁が頭蓋を砕いて、血飛沫が舞った。


　一秒だって猶予はない。ゴブリンどもは押し寄せてくる。武器。武器は──……。



「こう、か……！」

　まだ痙攣を続けるゴブリンの死体を彼は担ぎ上げた。そして盾ごと小鬼の群れへと叩きつける。

「ＧＯＯＢＯＧＲ!?」

「ＧＯＯＢ!?」

　物量はいつだって有効だが、質量もまた同じ。

　鎧兜で身を固めた冒険者に、死体も加えた体当たり。

　ゴブリンどもは数匹まとめて叩きのめされ、また玄室の外へと押し出される。


「っ、ぅ……！」



　ゴブリンスレイヤーは大きく息を吐き、足下に新たな血だまりができているのを認めた。

　背中の鈍痛は、棍棒か何か──打撃武器によるものではなかったらしい。

　手を回して確かめると、斧が装甲を破って背中を傷つけていた。ちょうど良い。武器だ。

　血が滲み出るのも構わずに引き抜く。息の止まるような痛みに、息を殺して耐える。

「あと、どれくらいだ？」

　それでもそう尋ねてしまったのは、若干の弱気があったからだろうか。

「わか……らない……！」

　その絞り出すような声は、ゴブリンスレイヤーには今にも泣き出しそうな声だと思えた。

「解ける。導き出せる。出して見せる。だけど──だけど、時間が……足りないんだ!!」

　ゴブリンスレイヤーは息を吸って、吐いた。

「足りないか」

「ああ……！　クソ、ここまできて、どうして……ああ、クソ……」

　孤電の術士の言葉が、いったん途絶えた。

　彼女は言葉を紡ぐべきかどうか、迷うように浅い呼吸を二度、三度と繰り返す。

　そして、彼女は言った。

「私の冒険シナリオなのに、きみを巻き込んで、振り回して……すまない」

「ゴブリン退治の依頼シナリオだろう」

　ゴブリンスレイヤーは、平然と応こたえた。

「何の問題もない」

　問題だらけだ。ゴブリンスレイヤーは鉄兜の下で唇を吊り上げた。

　目の前はゴブリンの群れ。後ろには依頼人。自分は満身創痍まんしんそうい。限界は近い。

　強壮の水薬の効果も、所詮しょせんは体力の前借りに過ぎない。限界を超えた力など存在しない。

　無理も無茶も、それでゴブリンを殺せるなら苦労はしないのだ。


　ああ、だが──……。



　──ポケットの中には何がある？

　それは師が彼に投げかけた謎なぞの一つだ。

　答えは終ついぞわからなかった。指輪か何かでも入っていたのだろうか。

　だが、今の自分のポケットに何があるかは、わかる。

「手がある」

　いつだって。

　できるかどうか、ではない。上手うまく行くかどうか、ではない。

　やるか、やらないか、だ。

　ゴブリンスレイヤーはまず手斧を振りかぶって投げ打った。

　ぐるりと空中で回転した斧は、柄えから小鬼の顔に当たり、弾んで隣の小鬼の頭へ刃を埋めた。

「ＧＯＲＯＯＯＯＢＢ！」

「ＧＧＧＢ！　ＧＯＯＢＧ！」

　ゴブリンどもがいきり立って声をあげる。

　ゴブリンスレイヤーは雑囊の中に手を突っ込み、それを握りしめた。

「時は稼ぐ」

　そう言って、彼は武器も持たずに真まっ直すぐゴブリンの渦中へと歩き出した。

「ＧＯＯＢＯＧ！」

「ＧＢＢＢ！　ＧＢＧＯ！」

　徒手としゅ空拳くうけん。全身に傷を負って歩く無様な姿に、小鬼どもはげたげたと声をあげて笑った。

　その笑い声が、まるで自分を嘲あざける声であるかのように聞こえ、孤電の術士は顔をあげた。

「時を稼ぐ？」

　目の前には不定形の靄。

　足下には血──流れてきたゴブリンの血か、あるいはゴブリンスレイヤーの血なのか。

　振り返ればそこは血の海なのだろう。だが彼女は振り返らなかった。

「私は──馬鹿だ！」

　時がないなら、稼げば良い。

　どうしてそんな単純なことに気づかなかったのだろう！

　どうしてもっと早くその事実に思い至らなかったのだろう！

　彼女は力強く、足下の赤黒い水たまりを蹴ったタップ。

　あふれ出す赤い魔力の奔流に身を任せ、自身が編纂した魔術書、札の束へと手をかける。

「稲妻いなずまよ、私の後についてこい──！」

　引き抜かれた一枚の札。高らかに唱えあげられる呪文。

　彼女の足下からわき上がる赤い稲妻が、その意志を祝福するかの如く煌きらめいた。

　その手には、灯スパークの輝きがある。

「──《促進エクスペダイト》！」

　孤電の術士は世界を置き去りにして加速する。肉体を、思考を、その頭脳を。

　故にこそ、何が起きたか、彼女が気づき、理解したのは全てが終わったあとのこと。

　玄室の入口からゴブリンがあふれ出す。押し寄せる。迫り来る。

　ゴブリンスレイヤーはそこに向けて歩みを進めながら、握りしめたそれに手をかけた。

　どこか遠くで骰子の転がる音がしたような気がした。まったく気に入らなかった。

　そんなものに、あの依頼人の命を預けるつもりは毛頭もうとうなかった。

「ＧＯＢＢＧＲ！」

「ＧＯＲ！　ＧＲＯＯＯＢＧ!!」


　ゴブリンが怒濤どとうの如く押し寄せる────否。



　真の怒濤とは何か、ゴブリンスレイヤーは知っている。見たことはないが、学んだ。

「これでも、食らえテイク・ザット・ユー・フィーンド」

　次の瞬間、ゴブリンスレイヤーが紐解ひもといた巻物スクロールが、白く爆発ばくはつした。

　いや、爆発したように見えた。

　視界を白く塞ふさぐその水飛沫。むせかえるような潮しおの臭い。

　それが海の香りだと、海を見たことがない彼は、知識で知っていた。

「ＧＯＯＢＯＧＲ!?」

「ＧＧＯ!?　ＧＯＲＯＧ!?」

　だが、ゴブリンどもは知る由よしもないだろう。

　何が起こったのか考える余裕さえなかったに違いない。

　目の前にいた男が持つ巻物から水が噴き出るなど、小鬼には思いもよらなかったのだ。

　小鬼どもは悲鳴をあげ、高圧で溢あふれ出した大量の海水に体を引き裂かれながら押し流される。

　抵抗は無意味だ。これはそういうものだ。

　ゴブリンスレイヤーには確信があった。

　この水流はきっと、塔の上から下までを洗い流すだろう。

　魔女から──《転移》の巻物について聞かされて思い浮かんだ策は、上々だった。

　上機嫌の彼女にそれを依頼した時、彼女は彼を「面白いわね」と評していたものだが……。

「ああ、まったく」

　ゴブリンスレイヤーは超自然の炎によって燃える巻物を投げ捨てて、座り込みながら呟いた。

「これはまったく、面白い」
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　それは異様な光景だった。

　この世あらざるものを、ゴブリンスレイヤーは初めて目にしたように思えた。

　四面体の結晶が複雑に絡からみ合あい、蠢きあいながら放射状に触手を伸ばすように広がっていく。

　それは沸騰ふっとうする混沌の泡沫にも似て、直視したところで形のわからぬ幻のようなありようだ。

　これが六百の多胞体なのだ──。孤電の術士の言葉も、彼にはよくわからなかった。

　ただ扉の鍵が開かれたのだということがわかれば、それで十分だった。

「しかしきみも、まったく無茶をするものだよ」

　黒檀の扉を押し開き、長い螺旋──黄金の螺旋階段をゆっくりと上りながら、彼女は言った。

「水攻め？　塔が崩くずれたらどうするつもりなんだ。洞窟どうくつでもそうさ。生き埋めだぞ」

「初めて試した」

　彼は言い訳がましく答えた。

「効果はあったが、多用はできないな」

「そうとも」

　孤電の術士は不満げに呟く。

「不確定の切り札に、命をかけるのは頂けないね」

　一歩、二歩、三歩。

　とととんとスキップでもするかのように段を上った彼女が、くるりと踊るように振り返る。

　ふわりと林檎の香りが漂って、ゴブリンスレイヤーは立ち止まった。

　その兜の庇ひさしに、ぴっと人差し指が向けられる。

「無理や無茶をして勝てるなら、誰だって苦労はしないよ」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「気をつけよう」

「よろしい」

　孤電の術士は満足げに胸を反らし、教師がそうするように頷いた。二人は歩みを再開した。

　果てしない──本当に果てしない階段だった。

　音は足音と互いの呼吸のそれしかなく、窓もないため黒い内壁が延々と渦を巻いている。

　どれほどの高みにいるのかはわからず、今がいつなのかもわからない。

　おそらく、もうそろそろ朝が来るだろう。だが、まだ夜は明けていないはずだ。

　ゴブリンスレイヤーはぼんやりと考えた。

　何故かと言われればわからない。ただ、そう感じたのだ。

　孤電の術士も、ゴブリンスレイヤーも、疲労の極きわみにあった。

　足下はおぼつかない。視界が霞んで揺れる。息が切れる。足は重石おもしを引きずっているよう。

　だけれど、どういうわけか小休止を取ることはなかった。

　疲れているという事実だけを認識して、しかし休みたいとは思えなかった。

　二人は黙々と階段を上り続けた。

　登っているにもかかわらず、螺旋の中心に落ちていくように思えるのはな何故だろう？

　ゴブリンスレイヤーは、ふと懐なつかしいシチューの匂いを嗅いだ気がした。

　きっと気のせいだ。疲れているからに違いない。

　彼は全ての疑問を、そう一括りにして切り捨てた。

　だから──というわけでもないだろうが、ふと気がつけば、螺旋階段に次の段はなかった。

　二人は螺旋階段の終着点、踊り場にたどり着いていた。目の前には、やはり黒檀の扉。

「……」

　孤電の術士は、静かにその扉を撫でた。両開きの、しかし継ぎ目のない扉を。

「……開ける、よ？」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。孤電の術士は震える掌を、扉へ重ねる。

　さして力を込めなくても、扉は自おのずから内側へ招くように開かれ、そして──。

　ざ、と。風が吹き抜けた。

　空だ。

　暗い青から、赤く、白く、透き通っていく夜明けの空だ。

　薄絹のような霞雲かすみぐもが流れ、風に延びる巻雲けんうんがどこまでも続く。

　踊り場こそがこの世の最果て。ならばその先は、遥か彼方かなた。

　虚空へと続くその扉の向こうを、孤電の術士は今にも泣き出しそうな笑顔で見つめた。

　ああ、こんなものか。あるいは、ここまで来たのか。

　その二つの感情、表情の違いは曖昧で、ゴブリンスレイヤーにはわからなかった。

「満足か？」

「うん、いや」

　彼女は数度瞬き、目尻をそっと擦った。

「まだだね」

「そうか」

「行きたいのは、この先だから。まだ、これからなんだよ」

　ゴブリンスレイヤーはもう一度「そうか」と頷いて空へ目を移した。

　かつて師と共に雪山を登った時、山頂から見た景色に似ているような気がした。

　師が何か詩を口ずさんでいたのを覚えている。

　彼は詩を理解していなかったから忘れてしまったが──覚えておけば良かったと、思う。

「ああ、そうか。……そういうことか」

　不意に孤電の術士が、か細い声でそう呟いた。

　彼女はその豊かな胸を押さえるように手を当てて、息を吸い、吐いた。

　上下する胸の動きに合わせ、その手に輝く灯スパークが瞬く。

　そして彼女は空のように透明な、柔らかな微笑ほほえみを浮かべて彼を見た。

　鉄兜の奥、庇に隠された彼を、見た。

「すまないね。どうやら私の都合シナリオできみを引っ張り回してしまったらしい」

　それは先にも言われた言葉だった。だから彼は、先ほどと同じ答えを返した。

「ゴブリン退治の依頼シナリオだろう」

　そうとも。最初から最後まで、それは何一つ変わっていない。

　ゴブリンスレイヤーは平然と言った。

「お前は言うことが回りくどいが、要点は話している。何も問題はない」

　孤電の術士はきょとんと目を見開いた後、まったく、と拗すねたように唇を尖とがらせた。

「きみは……本当に、変な奴だな」

「そうか？」

「そうとも」

「そうか」

　頷き、彼女はくつくつと声をあげて笑った。

　最初に出会った時と似たような、けれど違った笑みだった。

「なあ、きみ」

　孤電の術士は言って、小首を傾げた。

「古い神話……湖の水を貝殻で汲くもうと、果てしない時をかけた巨人を知っているかい？」

　ゴブリンスレイヤーは少し考えてから答える。

「知らんな」

　姉に聞いたことがあるような気はしたが、やはり覚えていなかった。

　師のことも。姉のことも。知らないこと、忘れてしまったことは、とても多いように思えた。

「それが、どうした」

「……巨人はついには底まで汲み干して、水底の珍しい宝を手に入れたそうだよ」

「そうか」

「だから、私は笑わない」

「……」

「きみが、小鬼を殺す者ゴブリンスレイヤーとなることを」

　ゴブリンスレイヤーは何も言わなかった。

　孤電の術士はそれに満足したように目を細め、届かぬとわかっているのに、空へ手を伸ばす。

　その指先で、灯が揺れた。

「前に言ったね。きみの知識は、灯スパークの一つだと」

　──あるいはきみは灯を燃やすことなく、つつがなく一生を終えるのかもしれない。

　──あるいはいつか冒険をして、深い暗闇の中で死んでそれっきりになるのかもしれない。

　伸ばされた手に、言葉が重なる。

「それでも灯はある」


　冒険者たらんと志こころざす、多くのものと同じように──……。



「きみにも灯はあるんだよ」

　だから──私は笑わない。

　孤電の術士のその言葉に、ゴブリンスレイヤーはすぐに応えなかった。

　彼は鉄兜を動かし、空を見た。うっすらと金色に輝き始めた、夜明けの空を。
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　何を言うべきかわからなかったし、何をするべきなのかもわからなかった。

「……お前のそれはどうなんだ」

「私は……」

　やっと絞り出した問いかけに孤電の術士は、陽ひの光へ眩まぶしげに目を細めた。

「わからないから、確かめに行くんだよ」

　そしてゆっくりと灯の指輪を外し、それをゴブリンスレイヤーへと差し出した。

「帰り道は……いや、これから先の道行きに、これが必要だろう？」

　後のことを頼むよ。そう言って彼女は、不器用に片目を閉じた。

「報酬の前払いだと思ってくれ」

「報酬」

　ゴブリンスレイヤーが短く呟いた言葉に、「うん」と孤電の術士は頷いた。

「今回のこと、後のこと、色々頼んだよ」

「……」

「詳しくは受付さんに聞いてくれ。仲は良いんだろ？」

　どうだろう。ゴブリンスレイヤーにはわからなかった。

　自分と仲の良い人物など、果たしているのだろうか。

　だから彼は少し考えて、自分に必要なことだけを聞くことにした。

「……ゴブリン退治に役立つのか」

「役立てば良いな、とは思うね」

　そうか。ゴブリンスレイヤーは頷いた。そして、その指輪を受け取った。

　灯の指輪は《呼気》の力を秘めているのだという。

　今後も水攻めを行うのなら──いや、そうでなくとも、あって困るものはない。

　役立てるか、立てられないかは、全て己自身の責任だ。師から彼はそう教わってきた。

　役立てよう。そう決める。

　ゴブリンスレイヤーが頷くのを見て、彼女は指輪を外した手でその兜に軽く触れた。

「じゃあね」

　そしてその一言だけを残して、玄関の扉を出るように彼女は虚空へ身を躍らせた。

　そしてそれっきり、彼女はゴブリンスレイヤーの前から姿を消してしまった。

　ゴブリンスレイヤーはしばらくそこで待って見たが、彼女が戻ってくる気配はなかった。

　彼には彼女がどこへ行ったのかわからなかった。興味もなかった。

　恐らく、どれほど説明されても理解すらできなかったろう。

　彼女は、仲間ではなかった。一緒に冒険もしなかった。

　関係を問われれば、依頼人と冒険者だ。友達でもなんでもない。

　ただ、あえていうなら、いつか彼女が言った通りなのだ。

　──旅の道連れ。

　ゴブリンスレイヤーは手の中を見た。指輪が鈍い光を放っていた。

　灯スパークの輝きは、最初から存在しなかったように消え失せていた。

　これはもはや、ただの《呼気》の指輪にすぎなかった。

　彼は指輪を雑囊の中に押し込み、ゆっくりと歩き出した。

　背を向けた側から扉が閉まる音が聞こえたが、振り返ろうとは思わなかった。

　長い階段は降りてみるとさほどの高さではなく、彼は階層から階層を、時をかけずに移動する。

　しかしところどころには水溜みずたまりがあって、中には小鬼の死骸が揺蕩たゆたっていた。

　なるほど、確かにこれは指輪が必要になる。

　ゴブリンスレイヤーは指輪をはめ、躊躇ためらわずに水中へと飛び込んだ。

　そして水中を泳ぐように歩き、陸へ上がり、また潜り、それを繰り返す。

　ほどなく一階へと降り立ち、外に出て振り返ると、塔はまるで影のように消え失せていた。

　夜明けの空がただどこまでも広がっていて、稜線りょうせんの彼方から太陽が顔を覗のぞかせている。

　黄金の日に目を細めると、二度と彼女の姿を見る事はないという、不思議な確信が持てた。

　街に戻った彼はギルドに依頼達成の報告をした後、酒場に寄った。

　一杯の林檎酒を頼み、料理長が何も言わず差し出したそれを一息に飲み干して外へ出る。

　雑多な通りの向こうに、透き通った空が見えた。

　彼は鉄兜の中で目を細めて、手にした指輪を陽の光に透かしてみた。

　──そこに、やはり灯スパークの光はない。

　彼女曰いわく、頂点を目指すのは、その場所か、景色か、あるいはその先に向かうためだという。

　なら──彼女が目指したのは、この空の向こう、空の先なのだろう。

　盤の外に何があるのか、彼にはわからなかった。

　彼女がそこに何を求めたのかも、彼にはわからなかった。

　天上の指し手の領域など、駒こまの身では思いもよらない。

　だからこそ、それを確かめに行ったのだろうか。

　彼女の望みとは、自らが指し手となることだったのだろうか。

　そこまで考えてから、ゴブリンスレイヤーはゆっくりと首を左右に振って歩き出した。

　自分が想像するなど、あまりにもおこがましい事だった。

　それは彼女の冒険シナリオであって、自分の冒険シナリオではないのだ。

　ただの道連れに過ぎない自分が、その成果を推おし量はかって良いわけもない。

　挑んだ苦難も、手に入れた成果も、全ては彼女だけの宝物だ。

　だが、彼の足取りは軽かった。

　疲労は全身に伸し掛かり、慣れぬ酒精は頭を酩酊めいていさせる。

　それでも、彼の気持ちは空のように晴れやかだった。

　彼にも、たった一つだけ確信を持って言える事があった。

　──彼女は、間違いなく成し遂げたのだ。
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「のわぁあぁっ!!」

　嘴くちばしから転がるようにして逃れながら、槍使いは悲鳴とも気合いともつかぬ声をあげた。

　ついばまれた洞窟どうくつの床が、ぴきぴきと乾いた音を立てて石へと転じていく。

　槍やりを手に体勢を立て直した彼の目前には、目を爛々らんらんと光らせた一羽の鶏。

　しかしその翼は蝙蝠こうもり、尾はトカゲ。およそ尋常な生き物ではない。

「コカ……ト、リ……ス、ね」

「こんな話聞いてねえぞ……！」

　魔女が物憂げに眉まゆをひそめ、槍使いが罵ののしり声をあげるのも無理はない。

　簡単な仕事──そう、一人ならともかく、二人がかりなら簡単な仕事のはずだったのだ。

　案の定、夜に洞窟からふらふら出てきた妖術使いは、首尾良く仕留めることができた。

　魔女が沈黙の術をかけ、音を殺して相手の術を封じ、槍使いが心臓を一突き。

　フードを剝はいでみればなるほどこれは祈らぬ者ども。胸には邪教の御印だ。

　それで終わり。後は洞窟に踏み込んで中を探れば、依頼は完了。

　命がけとはいえ手頃てごろな一晩仕事ワンナイトビズだ。そのはずだった。


「『簡単な仕事』は、つまり『ヤバい仕事』だってのは聞いてたけどよぉ……！」



　古くさい教訓を思い返しながら、槍使いは過去の自分を罵った。

　よもや妖術師が番犬かわりにコカトリスを飼っているなどと、想像すらしなかったのだ。

「コカトリス量産の暁あかつきにはってか？　洒落しゃれになってねえっての……！」

　意気揚々と鼻歌交じりに洞窟へ踏み込んだ自分を、彼はぶっ殺してやりたくなった。

「……術、あと……一回、ね」

　自分の背後に控える魔女が、やや声のトーンを落として囁ささやく。

　呪文じゅもんの消耗を考慮して、一晩休んでから──不埒ふらちな意味でなく──挑むべきだった。

　馬鹿ばかだ馬鹿だ俺おれは馬鹿だと何度罵っても状況は変わらない。

　槍使いは地面を蹴爪けづめでひっかき威嚇いかくするコカトリスを睨にらみ、腰を深く落とした。

「近づかなきゃ何とかなるけどよ。飛びかかられたら終しまいだな……」

「……」

　魔女が息を飲むのが背中越しにもわかった。

「……なん、と、か……できる、の？」

「飛ばなきゃな。あいつが」

　魔女が「やってみる」とか細く言った。槍使いは信じた。逃げるなど死んでも嫌だった。

　──女の子に格好もつけられねえんじゃな！

「っら、あっ!!」

　コカトリスが怪鳥音をあげて喚き散らし、槍使いがそれに応じて身を低く構える。

　魔女が歌うように細く唇を緩ゆるめ、吐息を漏もらした。

「《アラーネア蜘蛛……ファキオ生成……リガートゥル束縛》」

　それは一瞬の出来事だった。

　槍使いが飛び出す。コカトリスが地面を蹴けって飛ぼうとする。その蹴爪が粘ねばついた。

　──蜘蛛の巣だ。

　槍使いは、見て取ったわけでも考えたわけでもなく、直感的にそう思った。

　白く濁って粘ついた何かが、べとりとコカトリスの足下にからみついている。

　──よし！

　そうなれば、後は一手番ターンで事足りる。

　彼は槍を手繰たぐり寄せ、渾身こんしんの力でもってコカトリスの心臓を貫いた。

　動かない鶏など、鴨を射殺いころすより容易たやすいことだった。

「よっしゃ、そんじゃあ宝漁たからあさりだ！」

「そ、ね……」

　魔女がいつも通り気怠けだるげに頷うなずくが、その瞳ひとみは好奇心に煌きらめいていた。

　冒険の醍醐味といえばこれである。侵入と略奪ハックアンドスラッシュ。

　妖術師のねぐらとあれば、相応の収穫も期待できるというもの。

　ほどなく見つけた宝箱。罠わなの有無を確かめるためしばらく突き回し、斥候スカウトが欲しいなと一息。

「……よし、開けるぞ」

「……ん」

　こくりと魔女が頷いたのを確かめ、万一に備え彼女を宝箱から遠ざけて開封。

　中に入っていたのは、木か何かで作られたと思わしき、細長い棒状のもの。

　先端には装飾の施ほどこされた金属部品がはめ込まれ、そこがきらきらと魔力の光で輝いていた。

「お……！」と槍使いは目を見開き、喜び勇んでそれを摑つかみ取った。「槍か……！」

　魔法の武器。それは戦士なら誰だれしもがあこがれる代物しろものだ。

　ささやかに切れ味が増したり錆さびない程度の魔力が込められたものから、伝説の品々まで。

　田舎いなかから飛び出したような若造から遍歴の騎士まで、夢見た事のない者はいまい。

　だが、横合いから覗のぞき込んだ魔女は、ゆるりと無念そうに首を横に振った。

「……こ、れ。……杖つえ、よ」

「……マジか」

　ええ。申し訳なさそうに、魔女は掠かすれた声で言った。これは魔術師の杖だ。

　槍の穂先に見えた金具をそっと撫なでて、魔女はその杖を手に取った。

「で、も……売れ、ば……お金、に……な、る……わ、よ？」

「は？」と槍使いは何を言っているんだと顔をしかめた。「なんで売るんだよ」

「……？」と今度は魔女が不思議そうな顔をした。「報、酬……分配、で……しょ？」

　槍使いは頭を搔かいた。そして当たり前だろと、深々と息を吐く。

「一党組むんだから、戦力強化は当然だろ。お前が使えよ」

　いらなかったら売れば良いけどな。槍使いはそう付け加えて、空箱からばこの蓋ふたを閉じた。

　魔女は両手で杖を握ったまま、何ともいえない様子で立ち尽くす。

　好きなものを買ってあげると言われた子供のような佇たたずまいだった。

「……そ、ね」

　やがて彼女はそう言って、杖を片手に持ったまま、ぐいと鍔広つばひろの帽子を深くかぶり直した。

「じゃ、魔法の槍……見つける、ま……で。……借りる……わ、ね？」

「期間区切る必要もねえだろ」

　槍使いは拳こぶしを出して軽く彼女の肩を叩たたいた。ひどく乱暴で気遣いのない、気安い仕草だった。

「今後ともよろしくって奴やつだよ」

　魔女はゆっくりと微笑ほほえんだ。

　花のつぼみがほころぶような笑みだった。
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　ぎしぎしと、空からの荷車はそれでも軋きしんだ音を立てて路面を転がった。

　牛飼娘は後ろに回した手を組んでぶらぶらと歩きながら、荷車を引く彼の背を見やる。

　──手伝って欲しい、とは言われたけどさ。

　何を、とも。どこへ、とも。彼は言ってくれなかった。

　それでほいほいと付いてきてしまう自分もどうかとは思う。伯父が心配するのも無理はない。


　聞けば教えてくれる──……。



　あの女性にはそう言われたけれど、まず聞くことに勇気が必要だった。

　一歩歩くのにだって、本当は勇気がいるのだ。

　安心して歩けるのは、地面があるという根拠のない確信があるからというだけ。

　そうでないなら、とてもとても、歩くなんてことはできない。昔そんな事を笑ったっけ。

　黙々と進む彼の背中は近いのになんだか遠くて、牛飼娘は逃げるように空へ目線を動かした。

　青い。

　夏の空だ。青くて、白くて、息が詰まるよう。

　そんな青色の中、高いところを鳥──鷹たかが一羽、ゆったりと飛んでいた。

　珍しいな、と思う。

　こんなところにまで鷹が飛んでくるのを、牛飼娘は初めて見た。

　鷹というのは、もっとこう、山の方にいるものだと、彼女は漠然と思っていた。

　もしかしたら気が付かなかっただけなのかもしれない。

　空をまじまじと見上げたことなんて、人生でどれくらいあるものだろうか。

　いつだって空はそこにあるのに、まじまじと眺めた事はそんなになかった。おかしなものだ。

「……あれ？」

　ふと気づけば、彼は街へではなくその外れへと向かう道をたどっている。

　開いた距離を慌てて、とととっと小走りに詰めた彼女は、少し悩んで、まずは牽制けんせい。

「街じゃ、ないんだ？」

「ああ」

　おそるおそると踏み出した一歩は、とりあえず確かな地面に爪先つまさきがつく。ほっと息を吐く。

「荷車、いるの？」

「ああ」

　二歩目も無事。それは断崖絶壁にかかった古い吊つり橋ばしを渡るような感覚にも似ている。

　──なんて、そんなところを通った事はないけど……。

　牛飼娘は、思わずくすりと笑ってしまった。そういう場所に行くなら彼の方だ。

　ほどなくして、彼が立ち止まった。

　いつからそこにあるのかわからないような、川辺に立った古い小屋だった。

　朝の日差ひざしに照らされていながら、不思議と活気はなく、しんと静まり返っている。

　ぎぃぎぃと音を立てて回る水車は壊れかけていて、煙突からは煙も出ていない。小さな家。

　まるでそこだけ絵画か何かのように切り取られているような、そんな印象を思わせた。

　彼は少し考えた後、戸口にまで歩み寄り、がつがつと無造作に真鍮しんちゅうのノッカーを叩たたいた。

　しばらく待っても返事はなく、彼は扉を開け、薄暗い室内へと踏み入った。

　玄関すらも塞ふさいで本とがらくたの積み上げられた中へ、彼は隙間すきまを縫うように進んでいく。

　入口で立ちすくんでいた牛飼娘はどうしたものか迷った後、意を決して言った。

　三歩目。

「……ここ？」

「そうだ」

　牛飼娘は「おじゃまします」と遠慮がちに声をかけて、そっと中に足を踏み入れた。

　中は──なんと言えば良いだろうか。

　廃屋はいおく、廃墟……あるいは、魔法使いの家。

　一目では何がなんだかわからないような不気味なもの、薬などが所狭しと置かれている。

　足の踏み場もなくて、ひょっとしたら倉庫か何かなのかも、と思う。

　そんな雑多なもので埋め尽くされた部屋の中を、彼は何度も通ったように歩く。

　その足跡をたどるように、牛飼娘は服が引っかからないよう気をつかって後に続いた。

　胸がつっかえたりすることもなく、抜けた先にはぽっかりと空あいた空間。

　何故なぜだかそこだけ手つかずのように、机と椅子いすが一つずつ置かれていた。

　そして傍かたわらには空き瓶びんがたくさん。

　彼はその机と椅子と、空き瓶をちらりと見やった。そして首を横に振った。

「ここの物を運び出す」と彼は静かに言った。「必要な物をだ」

「良いの？」と牛飼娘が問うと、彼は「報酬だ」と短く答えた。

　そして四歩目。

　牛飼娘は彼と手伝って、おっかなびっくりとその怪しげな物品を運び、外に出した。

　これほどたくさんの本を見たのは初めてだ。

　読んでみようかとも一瞬思ったが、高そうなのでやめた。

　書棚に収まらず床に積まれた本は埃ほこりにまみれ、彼女は抱えたそれへふっと息を吹きかける。

　本の手入れ方法なんて知らないが、ちょっとかび臭くさいので、干した方が良いかもしれない。

「これはどうするの？」

　五つ目の質問に、彼は「ギルドを通して、知識神の寺院にでも、寄付する」と教えてくれた。

「必要だと思う者が、読めば良いだろう」

「それもそうだね」と彼女は足場が安全なことを確かめるように頷うなずいた。

「きっと、役に立つよ。本ってさ、そういうことが書いてあるんでしょう？」

「……」彼は低く唸うなった後に言った。「ああ」

　朝からここへ来て良かったと、牛飼娘は思う。

　なにしろ狭い部屋の中にこれでもかというほど物が詰め込まれていたのだ。

　運び出すだけで一苦労。それを整理するのでまた一苦労。荷車に積んで、もう一苦労だ。

　なるほど、これは確かに荷車がいるし、手伝いもいるし、朝から来なければいけないわけだ。

　結局終わった頃には太陽が頂点を過ぎていて、牛飼娘はふぅふぅ言って額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「うわぁ、もうお昼ご飯食べ損ねちゃったね……」

　普段から仕事で体を動かしているから疲労はともかく、空腹は堪こたえる。

　牛飼娘はなんとなしにお腹なかへ手を当て、さすった。彼はどうだろう？　首を傾かしげる。

「お弁当でも、作ってくれば良かった」

「そうか」

　それは本当にささやかなただの独り言だったのだから、その返事に彼女はびくりとした。

　違うよ、と口を開きかけて、鉄兜てつかぶとごしに彼がこちらを見ているのがわかった。

　わかって、そして息を飲む。

「すまなかった」

「う、うん」

　期せずしての六歩目は、とうとう確かな地面についた──ような気がした。

　どぎまぎしながら牛飼娘は、腹に当てていた手を胸元むなもとに動かした。ぎゅっと握りしめる。

「……言ってくれたら、作るからね」

「わかった」

　二人は、荷車を押して歩き出した。

「どうするの？」と問うと、彼は「まず本をギルドに届ける」と言う。

　街の門をくぐると、ちらほらと冒険者たちの視線がこちらへ向けられては流れていった。

　何か変なのが何か変な事をしていても、ことさら注目される事はないのかもしれない。

　それは牛飼娘にとって不満の残る感想ではあったが、どうしてかあまり気にならなかった。

　──なんでだろ？

　奇妙なもので、彼女自身にも理由がわからない。ただ、不快な感覚ではなかった。

　やがて冒険者ギルドの前に着くと、彼は邪魔にならない位置に荷車を止めた。

「受付に、後始末の報告を済ませる」

　彼は少し考えるように鉄兜を傾かたむけ、ゆっくりと確かめるような口調で言った。

「酒場で食事をとっていても良い」

　それが何だか嬉うれしいというよりもおかしくて、牛飼娘はくすりと笑った。

「いいよ」と言って、意味が通じないなと思って、付け加える。「家で、一緒に食べよ？」

　彼は押し黙った。

　牛飼娘は、調子に乗って踏み出した足場が崩れたような気がした。

　けれど、彼は静かに言ってくれた。

「そうか」

　その答えはいつもと変わらない一言だったけれど、彼女にとっては意味があった。

「そうだよ」

「そうか」

　うん、そうだよ。もう一度繰り返す。そうなんだよ。彼は頷いた。

「では、すぐに戻る」

「うん」

　そうしてギルドの中に入っていく彼の後ろ姿を、牛飼娘は見送った。

　押し開かれた自在扉の向こう側、受付嬢がさっと笑顔で彼の応対をするのが見える。

　牛飼娘は何だかふわふわとしながら、荷車の荷台に腰かけた。膝ひざに肘ひじを乗せ、頰杖ほおづえをつく。

　足をぶらぶらさせながら街を見る。雑踏を行き交う冒険者。街の人々。いつもの風景。

　だけれど、空と同じ。こんな風にまじまじと見たことは何度あるだろう。

　この中の何人かは、間違いなく自分の牧場で作ったものを食べているのだろう。

　そう思うと、ほんの少し嬉しかった。

　ただ伯父の手伝いとして行っている仕事にも、何か意味がある気がしてきた。

「あ、ら……？」

　不意に耳に届いた掠かすれ声。

　ぼんやりしていたせいか、その持ち主が近づいてきた事に、彼女は気づくのが遅れた。

「お、久し……ぶり、ね」

「あ！」と牛飼娘はぱっと立ち上がった。あの綺麗きれいな人、魔女だ。「ご無沙汰ぶさたしてます！」

　ぴょんと荷台から飛び降りて、ぺこりと頭を下げる。

　とっさだったこともあって、妙に勢いがついてしまった。

　それが何とも気恥ずかしくて頰ほおを赤らめると、魔女は喉のどの奥で笑いを転がした。

「きょ、う……は、どした、の……？」

「あ、えっと」と牛飼娘は答えを空中に求めた。「彼の、手伝いです」

　これをギルドに届けにきた。そう言うと魔女は目を細めて、荷台に積まれた本を撫なでた。

「そ……」

「あたしは、よくわからないんですけど。価値のあるもの、なんですよね？」

「そ、ね。……そう、思う人……に、は」

　価値があるのだ。魔女はそう呟つぶやいて、そっと頰を緩ゆるめた。

　あれ？　牛飼娘は、ふと気が付いて首を傾げる。もしかして。もしかしてだけど。

「……何か、良いことありました？」

「ふ、ふ」

　魔女は長い睫毛まつげを揺らして瞬またたいた。秘密の呪文じゅもんを唱えるように、そっと唇をほころばせて。

「こ、れ……から……冒険デート、な……の」

　牛飼娘が「わ」と口を開くと、魔女はくすくすとはにかむように手で口元を覆おおった。

「じゃ、ね」

　ひらりと手を振り、腰をくねらせて歩き出す彼女。その向こうに、槍やりを担かついだ冒険者がいる。

　──良いなぁ……。

　何が良いのか、牛飼娘自身にもわからなかったけれど。

「終わったぞ」

「あ、うん」

　入れ違いになるように、彼が戻ってきた。牛飼娘は頷いて、荷車の後ろに回る。

　荷台から本を降ろすためだ。もちろん彼も本の束たばを抱え上げ、降ろしていく。

「結局、どこに寄付することになるの？」

「わからん」と彼は短く言った。「ギルドで預かって調べてから、決めるそうだ」

　そっか、と彼女が言うと、彼はそうだ、と短く言った。

　牛飼娘は本を重ね、降ろし、職員へと手渡した。作業は繰り返しだ。

　だがその時、ふと甘やかな香りを嗅かいだ気がした。

　林檎りんごの香りだ。たぶん──そうだ。

　だから、ふうと一息ついて額の汗を拭いながら、彼女は何の気なしに問いかけた。

「そういえば、あの人最近見ないね」

　彼の動きが止まった。どうしたのだろう。牛飼娘が小首を傾げると、彼の鉄兜が動いた。

「あの人」と彼は言った。「とは」

「ほら、前にお仕事一緒にしてた」

　牛飼娘は何と言ったものか、宙を見上げた。目の痛くなるような青空。

「……魔法使いの人だよ」

　彼はすぐには答えなかった。

　何冊かの本を重ね、降ろし、職員へ渡し、次の本を重ね、降ろし、職員へと渡す。

　牛飼娘は辛抱強く待った。ここまで何度も踏み出した。今度も大丈夫だと、信じた。

「遠くへ行ったのだと思う」

　やがて、彼はひどく曖昧あいまいな言葉を、ぽつりと呟いた。

「おそらく、帰っては来ないだろう」

　牛飼娘は「そっか」と言った。

　最悪の事態を想像し、けれど何となく、それを口に出すのははばかられた。

　彼女が黙り込んだのを見て、彼は手を止めた。

　そして──彼女が驚くほどに柔らかな口調で言った。

「死んではいまい」

　その時、それが彼女の勘違いでなければ、きっと彼は微かすかに笑っていたのだ。

　牛飼娘は、それに少し安堵あんどして、息を吐いた。死んでいない。それは素晴らしいことだ。

　彼女は自分でも何故そんな事を聞いたのかわからないまま、次の言葉を投げかけた。

「寂さびしい？」

「わからん」

　答えは端的だった。

　彼は最後の本を重ねて降ろしたところで、ようやく一息を吐く。

　そして鉄兜を被ったまま俯うつむき、考え込み、そしてゆっくりと首を左右に振った。

「わからんが……そういう意味では、それが寂しいのかもしれん」

「そっか」

　牛飼娘はもう一度「そっか」と呟いて、額の汗を拭った。

　そうして降ろした本を職員に渡し終えてから、二人は帰路についた。

　街から牧場までの長いようで短い道を、彼が荷車を引いて歩く帰り道。

　とはいえまだまだ荷物が山と積まれている。荷車を後ろから押すのが牛飼娘の役目だ。

「……代わろうか？」

「いや」

　彼は、ぐいぐいと横棒を引っ張りながら言った。

「俺おれの仕事だ」

「そっか」

「そうとも」

　そうして会話が途切れて、二人は黙々と足を進めることに専念した。

　道を行き交うのは、思い思いの雑多な装備に身を包んだ冒険者たちだ。

　括くくった銀髪の少女が小走りに行き、その仲間たち、そして若い戦士が後を追う。

　槍を担いだ冒険者が威風堂々と道を進み、古びた杖つえを大事そうに抱えた魔女が続く。

　そんな彼らと逆方向へ、彼と牛飼娘はゆっくり、けれど一歩一歩踏みしめて歩き続けた。

　太陽はもうだいぶ傾いて、牧場へ続くさほど長くない道も、茜色あかねいろに染まりつつある。

　そんな道を二人で歩いたのは、もう何年前のことだろう。

　──そういえば。

　そんなこともあったな、と。今の今まで、思い出すことすらなかった些細ささいな思い出。

　──一緒になって、縄跳び遊びをしたこともあったっけ。

　ふと彼女は、もう長いこと歌っていない戯ざれ歌を、唇の端に乗っけていた。




　神さま　神さま

　サイコロふって遊びましょ

　一が出たならなぐさめたげる

　二が出たなら笑ってあげる

　三が出たなら褒めてあげる

　四が出たならお菓子をあげる

　五が出たなら踊ってあげる

　六が出たならキスしてあげる


　七が出たなら──……






「……七が出たなら？」

　ぽつりと聞こえた声が彼のものだと、牛飼娘はすぐにわからなかった。

「七が出たなら、どうなる」

　牛飼娘ははにかんだように──見えていないにもかかわらず──顔を俯かせ、笑った。

「……さあ、覚えてないや」

「そうか」

「不思議だよね、この歌。サイコロって六の目までしかないのに」

　二個振っていたなら、今度は一が出るわけもない。

　誤魔化ごまかすようにそう呟くと、彼は「そうだな」とやはり低い声で応じた。

　ちらりと様子を窺うかがうと、彼は荷車を引きながら、ぼんやりと空を見上げているようだった。


「────」



　その姿に、何故だか牧場の周りの囲いが修理されていたことが、牛飼娘の脳裏のうりに浮かんだ。

　──そうだよね。

　あの時は気づかなかった。なんであれが目に留まったのか。

　伯父の作業だと思った。けれど伯父の仕事だったら、もう見慣れている。

　気づく、なんてこと自体がそもそも起こらなかったろう。

　不器用な手つきで意地になって木こっ端ぱを削って、夕暮れ時まで何かを作ろうとしていた少年。

　あれは玩具だったのか、木剣だったのか、何だったのか、もう記憶は曖昧だけれど。

　そんな見慣れていた光景を、今更に思い出して、彼女は目を細めて笑った。

　何故だか夕陽ゆうひがひどく滲にじんで見えた。

　荷台に積まれた荷物が、道の砂利で弾はずむ車輪によってがたがたと音を立てて揺れる。

　牛飼娘にはよくわからないがらくたばかりだが、彼はこれを納屋なやに入れるのだと言った。

　きっと夜までかかるだろう。それを手伝おうと彼女は思った。

　あの空っぽの納屋に、少しでも彼の荷物が増えるのなら、それはとても良いことだと思った。

　夜まで働いたら、きっとお腹はぺこぺこになるだろう。ご飯を食べなければいけない。

　シチューを温めて、伯父と、彼と、自分と、三人で食べよう。

　それはとても良い思いつきのように思えた。

「じゃあさ」

　牛飼娘は力をこめて荷台を支え、押しながら言った。

「あたしの仕事の時は、あたしが引っ張るから」

　君は手伝ってよ。そう言うと彼は少し黙った後で「わかった」と言ってくれた。

　牛飼娘は「うん」と頷いて、もう一踏ん張りと力を込める。

　牧場は、もう目の前だった。










あとがき







　ドーモ！　蝸牛かぎゅうくもです。

　ゴブリンスレイヤーイヤーワン二巻、楽しんで頂いただけましたでしょうか？

　イヤーツーだったりロングハロウィーンだったりするような感じかもしれません。

　だからきっと第三巻はダークビクトリーになるのでしょうか。うーん謎めいている。

　ともあれ今回もゴブリンが出たのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をするお話です。

　彼にとってはそれが全すべてで、それしか見えず、それをするしかないのです。

　色々な出会いがなかったわけではないけれども、生きるのは難しいですよね。

　一歩ずつ一歩ずつ歩いてった結果が本編になるので、そこまでの道は長いわけで。

　つまり「経験値」ってぇのはこういう事なんじゃないかなあ……などと考えつつ。

　そんな感じのお話を精一杯書いたつもりなので、楽しんで頂けたのでしたら幸いです。

　本作においても色々な人のお力ちから添ぞえのおかげで書くことができました。

　ゲーム関係の友人、創作関係の友人、いつもいつもありがとうございます。

　イラストを担当してくださった足立あだち慎吾しんご先生。孤電さんのデザインありがとうございます！

　コミカライズの栄田さかえだ健人けんと先生。今ちょうど一巻のクライマックスですね。すごいぞ！

　まとめブログ管理人様。いつも応援してくださって本当にありがとうございます。

　宇宙飛行士ほどになれたのかはわからないですが、地元のために精一杯やっていきます。

　編集部の方々、いつもお世話になっております。今回も色々とありがとうございました。

　自分の知らない多くのところで本作に関わって下さった皆さん、ありがとうございます。

　そして手にとって読んで下さった読者の皆様、本当にありがとうございます。

　イヤーワンといいつつまだ続けられるようでしたら、第三巻も書けることかと思います。

　きっと第三巻もゴブリンが出たのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をするお話ですね。

　もしそうなりましたら、その時はまたどうぞよろしくお願い致します。

　それでは。







著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごい所へ来てしまいました。

　アニメですよアニメ。びっくりですよ。

　やっべえなこれ。すごいぞ！




イラスト

足立慎吾（あだち　しんご）

　大阪府出身のアニメーター。

　ＴＶアニメ「流星のロックマン」「Working!!」「ソードアートオンライン」シリーズのキャラクターデザイン、総作画監督を務める。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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